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《絶対双刃アブソリユート・デユオ》──

　その言葉の意味するところを尋ねる余裕は無かった。

「──っく!!」

　胸元に《星紋アスター》と呼ばれる印が浮き上がり、強い熱を発したのだ。

　熱は瞬く間に全身へ広がり、呼吸が苦しくなる。

　まるで体内で業ごう火かが燃え盛るかのような感覚に身を捩よじる。

　しかし、これは儀式だ。

　人を超える力──《黎明の星紋ルキフル》を体内へ取り入れ、昇しよう華かするためのものなのだ。

「うっ、ぐ……あ……あぁあああああああっっっ！」

　血が、肉が、骨が灼やけつくような壮そう絶ぜつな痛みに絶叫をあげ──

　直後、俺の体は《焔ほのお》に包まれた。

《星紋アスター》から溢あふれ出した業火は、生み出した俺自身を灼き尽くすかのように荒れ狂う。

　けれど屈するわけにはいかない。

　この《焔》を制さなければ、俺の望むものは手に入らないのだから。

（俺は……俺にはやらなくちゃならないことがあるんだ!!）

　そうだ。それを果たすまで決して足を止めるわけにはいかない。

　だからこそ、この荒れ狂った《焔》を制御しなければならない。

　いや、制御できて当然だ。

　この《焔》は俺自身──俺の《魂》なのだから。

「おぉおおおおおおおおおおっっ!!」

　力の限り叫び、拳を突き上げ──《焔》を掴つかむ。



「《焔牙ブレイズ》!!」



《力ある言葉》に呼応し、俺を覆おおい灼き尽くさんとばかりに猛たけり狂っていた《焔》が蛇のように腕へと絡みつき、閃せん光こうを放つ。

「くっ……！」

　余りにも強い輝きに、目を開けていることすら敵かなわず──

　やがて光が消きえ失うせたとき、俺は自身の腕に視線を向け、驚きよう愕がくする。

《焔》が《楯シールド》と化していたのだ。

「これが……俺の《焔牙ブレイズ》……」

「《異能イレギユラー》、といったところですわね」

　あの言葉を口にしてからここまで、無言で事を見守っていた人物が口を開く。

　魔ま性しよう、もしくは不吉。

　それらを連想させる漆黒の衣装ゴシツクドレスを身に纏まとった少女が。

《異能イレギユラー》──少女がそう口にした理由は一つだ。

　本来ならば、《焔牙ブレイズ》とは《魂》を具現化させた武器のことを指すのだから。

　だが、俺の腕に具現化されたものは、紛まぎれもなく防具の形を取っていた。

　ズシリと重みを持った鉄塊は、厚く、硬く、決して砕くことも貫き通すこともできないだろうと思わせる。

（皮肉な話だな……）

　護まもれなかった俺が、護るための象徴とも言える《楯シールド》を手にするなんて……。

　過ぎ去り、決して戻らない過去を僅わずかに振り返るも──

　黒衣の少女によってその思考は遮られる。

「さあ、お行きなさい。その《楯たて》が貴方あなたをどう導くのか……楽しみにしていますわ」

　くすくすと笑い声を残し、黒衣の少女は闇の中へと姿を消す。

　後には静寂のみが残されるばかりだった。



　これが俺の──九ここの重え透とお流るの物語、その始まりだった。



    

  
    
      


■第一章『この《楯たて》へ──』





　銀色の少女が姿を見せた瞬間、講堂からまるで波が引くかのように音が消えて行く。

　それは俺も同様で、彼女を目にした瞬間、息を飲み言葉を失った。

　一目見れば記憶から決して失われることは無い──そう言わしめるだろう容姿の少女が、昊こう陵りよう学がく園えん入学式場、その入口で佇たたずんでいたのだから。

　腰まで届く銀色の髪シルバーブロンド、透き通るような雪色の肌スノーホワイト、故に際立つ深紅の瞳ルビーアイは、一目で異国の少女だとわかる。

（まるで西洋人形ビスク・ドールだな……）

　俺にそんな感想を抱かせた理由は、幻想的とも言えるその容姿だけじゃない。

　多くの視線を向けられていながらも、まだ幼さの残るその顔には表情というものが一切見て取れなかったためだ。

　やがて銀色の少女は、一挙手一投足が注視される中──

　チリン、という鈴の音とともに歩き出す。

　コツ、コツ……と革靴の音が響くほどの静けさの中、周囲の視線を一身に集めたまま、けれどそれらをまったく意に介す様も無く歩く姿はまるで映画のワンシーンのようだった。

　彼女は俺の目の前を通り過ぎ、三列ほど前の席へと腰を下ろすと、そこでようやく講堂内にかけられた沈ちん黙もくという魔法は解かれ、多くのため息とともに音が帰って来る。

「はぁ……。美少女ってああいうのを言うのねぇ……」

　隣の席に座るポニーテールの女子がため息混じりに呟つぶやく。

「…………。ねえ、せめて相づちくらい打ってくれないかなぁ？」

　肩をとんとんと指先で叩たたかれ、俺はその女子へと顔を向けた。

「もしかして、俺に言ってるのか？」

「他に誰がいるわけ？」

　周囲を見回せば斜め前と後ろは空席、目の前の席に座る男子は居眠り中、斜め後ろの女子は入学式のしおりに目を通していた。

「……すまない、悪かった」

　謝罪をすると、女の子は笑みを浮かべる。

「ふふっ、案外普通に話せる相手ってところかな」

「は？」

「キミさ、さっきからずーっとしかめっ面してたから。隣に座ったあたしとしては、この重苦しい空気をどうにかしたいなーって思ってたのよね」

「あー……重ねて悪かった。ちょっと考え事をしていたんだ」

「その考え事も、異国の美少女には敵かなわなかった、と」

「ははっ、そういうことになるな」



    

  
    
      



    

  
    
      

　悪戯いたずらそうな笑みを浮かべてのツッコミに、苦笑をする羽目となる。

「あははっ、同性とはいえその気持ちわかるけどね。あんな綺き麗れいな子だもん、目を惹ひかれて当然だよね。……でも、どうしてわざわざこんな学校へ入学して来たのかな」

　こんな学校──ポニーテールの女子がそう口にするにはわけがある。

　今日から俺が入学する昊こう陵りよう学がく園えんは一般的な高校と違い、特殊技術訓練校という面がある。

　この学校で教わる特殊技術とは──戦闘技術。

　平和な日に本ほんにおいて、日常必要としない術を教えるという非常に特異な学校だ。

「何か事情でもあるんだろうな」

　海を越えてまで戦闘技術を学びにくるのだから、銀色の少女には相応の理由があるのだろう。

「……もともと日本在住って可能性も十分あるけどな」

「あははっ、それはあるかも。……それにしてもすっごく可愛かわいくて綺麗だよね。あーあ、羨ましいなぁ」

「それは同意するけど、あんただって十分綺麗だと思うぜ」

「そう？　ふふっ、ありが──って、えぇっ!?　ななっ、なに突然恥ずかしいこと言い出すのよっ!?」

「思ったことを言っただけなんだが……」

　隣に座る女子は、少し明るめの髪をひとつにまとめた姿から活発そうなイメージを受ける。顔立ちは可愛さと綺麗さを併せ持ち、少女から大人へ移り変わりつつある雰囲気を湛たたえている。自分から話し掛けてきたことから社交的な性格であるということもわかり、その上言い辛そうなことを最初に軽く言いつつも雰囲気を悪くさせない口ぶりから、中学時代はクラスの人気者だったんじゃないだろうか。

「ふ、普通は思っても言わないことでしょっ……!!」

「そうか？」

「そうかって、そんなの当たり前──」

「……申し訳無いが、少し静かにして貰もらえないか？」

　後ろの席から飛んで来る冷ややかな声──しおりに目を通していた女子だ。

「あっ……ご、ごめんなさい！」

「騒いで悪かった」

「別に……。静かにしてくれるのならば、こちらもこれ以上は言うつもりは無い」

　俺とポニーテールの女子はもう一度謝ると前へ向き直る。

「こほん。と、とにかく……いきなりさっきみたいなことを言わないでよね。人によってはいろいろ勘かん違ちがいするし……」

「あ、ああ、わかった……」

　とは頷うなずきつつも──

（何を勘かん違ちがいをするんだ……？）

　と、俺は頭の中で大量の『？』を浮かべていた。

　ポニーテールの女子はというと、気持ちを落ち着けるかのように胸に手を当て、軽く深呼吸をしてから改めて話し掛けてくる。

「えっと、なんだか妙な感じになっちゃったけど、とりあえず自己紹介ってことで。あたしは永なが倉くら伊い万ま里り、よろしくね」

「俺は九ここの重え透とお流る。よろしくな、永倉」

「伊万里でいいわ、透流」

　ぱちりとウインクをし、伊万里が笑みを見せる。

　こうして互いに名乗りを交わしたところで、今この講堂内において最も話題にされているであろうことを、伊万里もまた口にしてきた。

「ねえ、透流。《黎明の星紋ルキフル》で昇しよう華かするときってどんな感じだった？」

「灼やけ死しぬかと思った」

「ぷっ、あはははっ」

　俺の返しに伊万里が声を立てて笑うが──

「……コホン」

　背後の女子の咳せき払ばらいに、慌てて口元を押さえてトーンを落とす。

「あたしも同じよ。灼け死ぬかと思ったわ」

　くすくすと笑いながら、伊万里が頷く。

「投与の前に説明があったとはいえ、びっくりしたわよね。でもこれであたしたちは……ううん、この講堂内にいる全員が普通の人間じゃなくなったのよね」

「そうだな。……と言っても、まだ実感が湧いてないんだけどな」

「《超えし者イクシード》になったことに……？」

「ああ……」



《超えし者イクシード》──

　それは、数年前にドーン機関と呼ばれる組織が開発した《黎明の星紋ルキフル》という名の生体超化ナノマシンを投与された者のことを指す。

　千人に一人と言われる《適性アプト》を持った者へ投与すると、人間の限界を遙はるかに超えた身体能力を得ることができ、同様に超化された精神力によって、《魂》を《焔牙ブレイズ》と呼ばれる武器として具現化させる能力も得るのだ。



　とはいえこれらの事柄は今日──《黎明の星紋ルキフル》の投与直前になって初めて明かされた話であり、だからこそ伊万里へ返したように《焔牙ブレイズ》をこの目にしても尚なお、《超えし者イクシード》へ昇華したという実感が湧いていない。

（体を動かせばわかるんだろうけどな……）

　投与直後にそうしていれば話は早かったのだが、昇華直後の熱に浮かされたような気だるさ、そして自身の《魂》が《楯シールド》となって具現化したことによる困惑を抱えたまま講堂まで来てしまった。

　……かと言って、今さらこの場で体を動かそうという気にはなれない。

　そんな話を伊万里にしていると、パチンとスピーカーのスイッチが入る音がした。

「あ、入学式が始まるみたいね」

　直後に『あ、あ……』とマイクテストの声が講堂に響く。

『一同、静粛に。間もなく、入学式を開始します。進行は私、三み國くにが行います』

　壇上へ続く階段脇に立った二十代後半と見られる男性教師らしき人物が、『静粛に』ともう一度口にすると、それに伴って講堂内のざわめきが小さくなっていく。

『ただ今より、昊こう陵りよう学がく園えん高等学校入学式を始めます。まず最初に、当学園理事長より新入生の皆さんへ式しき辞じをお贈りします』

　こうして式が始まった次の瞬間、俺は驚きよう愕がくする。

　壇上へと向かうゴシックドレスを纏った人物を目にしたために。

（──っ！　あの子はさっきの……!?）

　壇上へ立つその人物は、見み紛まがう事なく俺に《黎明の星紋ルキフル》を投与した黒衣の少女だった。

『昊陵学園へようこそ、理事長の九つ十く九も朔さく夜やですわ』

　理事長。その役職から受けるイメージとは違い、十に達たつしたかどうかという年端のいかない少女が堂々とした様で式辞を始める。二つに結った闇やみ色いろの髪、漆黒の衣装ゴシツクドレスに身を包んだその姿は、初見同様どこかしら魔ま性しようめいたものを感じてしまう。

（投与のときですら驚いたってのに……）

　あの時も、どうしてこんなところに女の子が……と驚いているうちに《黎明の星紋ルキフル》を投与され、《焔牙ブレイズ》に驚きを覚えている中、姿を消してしまった。

（まさかあの子がこの学園の理事長だったなんて……。だけどどうしてそんな立場の人物がわざわざ俺に投与を……？）

　手伝っていたなんてものじゃなかったのは確かだ。

　となると何か理由はあるのだろうが、その理由が俺には思い当たらない。

　驚きから半ば呆ぼう然ぜんとし、理事長の式辞が耳に入ってこない。

「驚いてるみたいね」

「あ、ああ。そりゃ驚いて当然だろ。あんなに小さな子だってのに……」

「入学案内パンフレツトに写真とプロフィールが載ってたじゃない。読んでないわけ？」

「学費無料で全寮制。三食メシ付きの上、生活費まで出るっていう至れり尽くせりな学校だってところはチェックした」

「それ以外は？」

　俺は無言で視線を逸そらした。

「きちんと目を通しなさいよ……」

「……その女の言う通りだ。まったく、どうして貴様はいつもそうなんだ」

　ため息まじりに会話へ割り込んできたのは、前の席で居眠りをしていた男子だった。

「──っ！　ト、トラ!?　どうしてお前がここに!!」

『そこの君、私語は慎むように』

　見覚えのある顔に思わず声を上げてしまい、進行役に注意されてしまう。

　慌てて口を押さえるものの、周囲からはくすくすと笑い声が聞こえてくる。

（うう、悪目立ちしちまった……）

　紅潮する顔に手を当て下を向くと、伊い万ま里りが声を掛けてくる。

「もしかして友達なの？」

「ああ」

　先ほど話し掛けてきた男子は、トラと言う友人だった。

　通っていた学校は違えど、互いの通う道場が武ぶ術じゆつ交流という形で親交があったことで知り合った。同い年ということもあり、小学校の頃から幾いく度ども手合わせをしたものだ。小柄な体格でメガネを掛けているため一見大人しそうではあるのだが、その実、態度はデカく口も悪い。その割にはお人ひと好よしなところがあり、結構好感が持てる相手なのだが──

（まさかこんなところで再会するなんてな……）

　中学の後半は事情があって顔を合わせることが無く、トラの進路を知る機会も無かったため、ここでの再会はまさに予想外というやつだ。

「誰が友達だ。互いに顔と名前を知っていて、それなりの親交があるだけだろうが」

「……それを友達って言うんじゃないのか？」

「う、うるさいっ。だいたい貴様は昔からいつもいつも──」

　その時、背後からコホンと咳せき払ばらいが飛んできた。さっきの女子だ。

「っ！　と、とにかく入学案内パンフレツトくらい目を通せ、バカモノっ！」

　小声で怒鳴りつつ、トラは前を向いてしまった。

（偉そうな口調なのは相変わらずだな）

　その口調を懐かしく思うと同時に、知ってるやつがいることで少し気が楽になる。

「……っと、悪い。さっきの続きを聞かせてくれ、伊万里」

「うん。……えっと九つ十く九も理事長はもともとドーン機関──昊こう陵りよう学がく園えんを設立したところに所属していて、そこで遺伝子工学者として研究に関わっていたって話よ」

「あんなに小さい子なのに学者ってすごいな……。あ、遺伝子工学ってことはもしかして《黎明の星紋ルキフル》にも何かしら関わってるってことか？」

「さあ？　そこまではちょっと……」

「……ふん、おそらくはそうだろう。《黎明の星紋ルキフル》での超化は遺伝子操作によるものなのだからな」

　首を傾かしげる伊万里の代わりに答えたのは、前を向いたはずのトラだった。

「昊陵学園は彼女のために創られた研究施設であり、そこへ集められた実験体モルモツトが我々だということさ」

「う……。ヤな言い方するわねぇ……」

　結局会話に戻って来たトラの一言に、伊い万ま里りが渋い顔をする。

（──実験体モルモツト、か……）

　トラの予想が正しいのならば、この戦闘技術訓練校という異質な箱庭は《超えし者イクシード》や《焔牙ブレイズ》といった非日常的な存在だけではなく、その設立目的すらも普通ではないようだ。

（まあ俺は目的さえ果たせるのなら、どんな場所だろうと構わないけどな）

　それを思うと、自然と拳を固く握りしめてしまう。

　一方、入学式の進行具合はというと、理事長の式しき辞じがそろそろ終わりを迎えそうだった。

　年齢からは想像できない程に堂々とした理事長が、涼やかさすら感じさせる口調で式辞を締めに入ろうとしていた。

『貴方あなた達はこの昊こう陵りよう学がく園えんにて様々な技術や知識を得ることになるでしょう。しかしそれらはすべて、より高みを目指すためのものであると常に念頭へ置いてください。それこそが当学園の校訓、十全一統となりますの。……それでは最後に、この言葉を贈らせて頂くことで式辞を終わりとさせて頂きますわ』

　理事長はそこで一旦言葉を止め、新入生全体を見回し──

　再び、あの言葉を口にする。

『願わくば、汝なんじがいつか《絶対双刃アブソリユート・デユオ》へ至らんことを』



「ん……？」

「どうしたの、透とお流る？」

「いや、理事長が……」

　式辞を終えたなら壇上から降りるだろうに、理事長はその場へ留とどまっていた。

　不思議に思う俺に答えるかのように、理事長が再び口を開く。

『これより、新入生の皆さんには当学園の伝統行事《資格の儀》を行って頂きますわ』

「伝統行事？」

「進行表には何も書かれてないけど……」

　壁に貼られた表を見る限り、本来なら理事長の式辞に続くのは在校生代表による歓迎の挨あい拶さつなのだが……。

『それでは《資格の儀》を始める前に、貴方達にはして頂くことがありますわ。隣に座る方を確認して下さいませ。その方が此これよりの儀を行うに当たり、パートナーとなる相手ですの』

　俺は伊万里を、伊万里は俺を見る。

「パートナーって、いったい何をするわけ？」

　当然俺は首を傾かしげるのみだが、その答えは理事長の次の言葉ですぐにわかる。

『これより、貴方達にはパートナーと決闘をして頂きますわ』

「なっ……!?」

　行事の内容を伝えられた瞬間、俺は──いや、俺だけじゃない。そこかしこで驚きの声が上がった。

『此これより開始する伝統行事《資格の儀》は、昊こう陵りよう学がく園えんへの入学試験ということになりますの。勝者は入学を認め、敗者は《黎明の星紋ルキフル》を除じよ去きよした後、速やかに立ち去って頂きますわ』

　俺たちの驚きとは正反対に、涼しげな顔で理事長がとんでもないことを口にする。

　その言葉に、しん、と講堂内が静まりかえり──

　やがて言葉の意味を理解すると、新入生がざわめきだした。

（入学式に入学試験だと……!?）

　俺と同様、伊い万ま里りも驚きを隠せず、目を丸くして理事長を見つめたままに呟つぶやく。

「冗談、でしょ……？　いくら戦闘技術訓練校だからって入学初日から……だ、だいたい入学試験って何よ！　《適性アプト》があれば誰でも入学できるんじゃなかったの!?」

「そこは僕も気になるので聞かせて貰もらいたいな。だいたいそんな伝統があるのならば、入試に落ちたものから情報が洩もれていてもおかしくはないんじゃないの？」

　理事長と生徒という間柄とは思えないほど不遜な態度で、トラが壇上へと問い掛ける。

　だが、その問い掛けに対して答えたのは、理事長ではなく進行役の三み國くにという男だった。

『入学試験が存在しないなどとお伝えした憶おぼえはありません。《適性アプト》があれば当学園への入学資格があるとお伝えしたことは確かですがね。そして事前に入試の情報が得られなかったことについては簡単なことです。当学園の内情に関しては、様々な形で情報規制を行わせて頂いているのですから』

　薄い笑みを浮かべる三國の表情に、いま聞かされたことが真実だと肌で理解する。

　困惑と動揺でざわめく講堂内。

『ご理解頂けたのでしたら、試験のルールについて説明をしますわ』

　けれど壇上に立つ黒衣の少女は、特に気にした様子も無く、淀よどみない口調で残酷なルールについて話し始めた。

『この決闘は基本的に何をしようとも自由──つまり武器の使用制限はありませんの。もちろん、《焔牙ブレイズ》の使用も許可します。決着はどちらかの敗北宣言、もしくは戦闘不能とこちらが判断をした場合となりますわ。また、十分以内に勝敗が決まらない場合、どちらも不合格と──』

「ま、待ってください！」

『なんですの？』

　言葉を遮られたにもかかわらず、理事長は嫌な顔一つせず声を上げた女子へと返す。

「負けたら入学できないなんて、いくら何でもそれはあんまりじゃないですか!!」

「そ、そうだそうだ!!」

　女子の発言をきっかけに、我も我もと様々な場所から怒声が飛び出す。

「負けたやつの将来はどうなるんだよ!!」「ふざけるな!!」「責任取ってくれるわけ!?」

　だが──

『……これは、どこにでもある入学試験ですわ。他人を蹴け落おとして自分が生き残るという、単純なルールに基づいて行われる生存競争、ごく一般的な受験戦争ですのよ。時期と内容は違えど、ね』

　理事長はそれらの怒声すらもまったく意に介した様を見せず、冷たい視線、冷たい言葉を放ち、その雰囲気に新入生の声は封殺される。

（生存競争、か……）

　己が生き残るために、対たい峙じした相手の未来を奪う。

　そこに命が懸かっていなくとも、負ければ道は閉ざされるのだから、理事長の言っていることに間違いは無い。

　間違いは無いのだが、それで全員が納得できるわけじゃない。

「だ、だからってどうして決闘なんですか……！　普通の試験じゃダメなんですか……？」

　納得がいかない内の一人──伊い万ま里りが問い掛ける。

　それは大半の新入生の代弁と言えるものであり、俺もまた同感だった。

『いつか必ず、貴方あなた達には闘う時が訪れますわ。《超えし者イクシード》としてドーン機関の治安維持部隊へ所属した後、時には命懸けともなるような闘いが、必ず。……けれどその時は貴方達の都合で待ってはくれませんの──と、ここまで言えばもうお分かりですわね』

「……《資格の儀》ってのは、学園側から俺たちへ贈る最初の決断の時ってわけか」

『そのとおりですわ』

　俺の言葉にくすりと理事長が笑う。

『もし当学園のやり方に納得が出来ないのでしたら、講堂を出て頂いて構いませんのよ。ただしその場合、当然のことながら昊こう陵りよう学がく園えんへの入学は諦めたと判断させて頂きますわ』

　しん、と講堂内の空気が凍り付く。

　沈ちん黙もくが講堂を支配する。

　当然だ。唐突に入学試験などと突拍子もないことを伝えられ、その上いきなり闘えなどといわれて、はいわかりましたと即座に頷うなずけるはずがない。

　しかもその闘いには武器の使用制限が無いとなれば、自分が傷つく恐怖だけではなく、相手を傷つけるという恐怖も生まれる。下手をすれば、傷つける程度では済まない可能性まであるのだから、そう簡単に決断などできやしない。

　けれど──そういった心理を理解した上で行われるのが、悪魔の囁ささやきというものだ。

『それでは開始前に一つ、貴方達が心置きなく闘えるよう、《焔牙ブレイズ》について補足説明をさせて頂きますわ。《焔牙ブレイズ》とは超化された精神力によって《魂こころ》を具現化させて創り出した武器──故に傷つけることが出来るのもまた《魂》のみという特性を持っていますの。つまり攻撃した相手の精神を疲弊させるだけであり、肉体を傷つけ命を奪うことの無い制圧用の特殊な武器なのですわ』

　これがどれほどこの場の新入生を安あん堵どさせ、迷いを揺さぶるものだっただろうか。

　ざわりと動揺が広がる様が目に見えてわかる。

　次いで一人、また一人と意志を固めていく様もまた。

（厄やつ介かいなことになってきたな……）

　その思いは試験の内容を受け入れるか否いなかということではなく、ましてや闘うことや傷つき傷つけることへ対しての迷いでもない。

　このまま試験が始まれば、俺は伊万里を蹴落とさなければならないことへ対してだ。

　今朝、知り合っただけの相手だ。

　小一時間、話をした程度の仲だ。

（だけど俺は……）

　その思いが自然と俺の手を上げ、理事長へと質問を投げる。

「……すみません、一ついいですか？」

『なんですの？』

「パートナーの──闘う相手の変更はできませんか？」

　僅わずかばかりの期待を込めて問うも──

『……貴方あなたは受験で、数学が苦手だから得意の英語で評価してくれと言えますの？　その希望が通るとでも思いますの？』

「それは……」

　返ってきた無慈悲な言葉へ、俺はその後を続けることができなかった。

　おそらく過去に同じような要望を投げ掛けた者がいたのだろう。

「透とお流る、いいわ。気持ちだけ受け取っておく」

　寂しそうに、伊い万ま里りが笑う。

「くっ……！」

（こんなバカげた試験を受け入れるしかないのかよ……！）

　歯は噛がみするも、回かい避ひする術が浮かばない。

　やってられるかと一いつ蹴しゆうして立ち去りたかった。

　しかしそれは出来ない。

　常識外の存在を求め、この昊こう陵りよう学がく園えんへとやって来たのだから。

　目的を果たすための《力》を手にするために。

（くそっ……！）

　それでも迷う。

　考えるまでもないはずだ。

　だが、それには伊万里を倒さなくてはならない。

「伊万里……」

　伊万里の名を口にする。

　それだけだった。

　次の言葉が出て来ない。

　何か言うべきなのはわかっている。

　……じゃあ何を？

　わからない。

　何も思い浮かばない。

　答えを探し求めて彷徨さまよう中、言葉を見つける前に──

　理事長は容赦無く歯車を動かしてしまう。

『闘いなさい、天に選ばれし子エル・シードらよ!!　そして己の未来をその手で掴つかみ取るのですわ!!』

　鋭い声──同時に講堂のみならず学内すべてに鐘の音が響き渡る。

　一瞬だけ間を置き──

「うわぁあああああっ！」

　誰かが発した叫びが本当の合図となった。

　状況をようやく認にん識しきし、何人かが悲ひ鳴めいを上げながら講堂入口へと逃げ出す。

　同じように悲鳴を上げつつ、その場でパニックに陥る者がいた。

　いまだに状況に心が追いつかず、呆ぼう然ぜんとしたまま立ち尽くす者もいた。

　そして──この試験を、決闘を受け入れ、闘う意志を持った者が《力ある言葉》を口々に叫び、あちこちで青白い《焔ほのお》が発せられる。

　剣、槍やり、弓──視界に映る幾多の武器、それを手にすると試験相手へ向けて振るう。

　講堂内へ喧けん騒そうが、剣けん戟げきが響く。

　その中で唯一、俺たちは互いの顔を見つめたまま無言で立ち尽くしていたのだが──

　やがて先に口を開いたのは伊い万ま里りだった。

「仕方ないって言葉は好きじゃないんだけど──でも、あたしにはやるべきことがあるわ。その目的を達たつするために、どうしてもこの学園に入は学いりたいの。だから──」

　伊万里が、キッと俺の目を真まっ直すぐ見据え、叫ぶ。

「この道は譲れない!!」

　胸元へと手をかざし、《力ある言葉》によって《星紋アスター》が浮かび上がる。

　青白い輝きを持った《焔》──それは伊万里の《魂》、闘いの《意志こころ》。

　それを伊万里は迷うことなく掴む。

《焔》は細長い棒状の形へと変化し、刹せつ那な──強い光を放った後、美しい曲線を描いた《刀ブレード》が伊万里の手に握られていた。

「透とお流るも《焔牙ブレイズ》を出して……！」

「…………」

　伊万里は選んだ。だが俺は……。

「……時間が無いわ。闘う気が無いなら終わりにさせてもらうわ!!　いぁああああっっ!!」

　己を鼓舞するかのような気合いの入った叫びとほぼ同時、伊万里が飛び込んできた。

（──ッ！　速い!!）

《黎明の星紋ルキフル》によって超化された瞬発力が、数メートルの間合いを一瞬のうちに消失させる。

「くっ！」

　咄とつ嗟さにバックステップで躱かわすと、振り下ろされた《刀ブレード》は服を掠め、床を切り裂いた。

　床に残った深い斬撃の跡は、女の子の膂りよ力りよくによるものとは思えない。

（これが《超えし者イクシード》……！　人の限界を超えるって話に誇張はないってわけだ）

「いい身のこなしね。もしかして何かやってるの？」

「格闘技を少々な」

「そう。あたしは剣道よ」

「どうりでいい打ち込みだったはずだ」

　正せい眼がんに構える伊い万ま里りへ僅わずかに笑みを浮かべて返す。

「ふふっ、ありがと。躱された上で言われるのは癪しやくだけどね。……だけど次は外さないわ」

　再び真剣な眼まな差ざしへと戻る伊万里。

「透とお流る、もう一度だけ言うわ。《焔牙ブレイズ》を出して……！」

「伊万里……」

　迷いはまだある。

　しかし、どうにもならないということも──この試験を受け入れるしか道が無いこともわかっている。

　だが具現化したとして、どう闘えばいい。

　俺の《焔牙ブレイズ》は《楯シールド》──防具だ。

　倒すためではなく、護まもるためのもの。

　だからこそ伊万里を倒すためには、直接的な攻撃を──拳を振るうしかなく、となれば怪け我がを負わせる可能性が高い。

（それは避けたいところだよな。となれば……）

「俺はこのままでいい」

「えっ？」

「俺は《焔牙ブレイズ》を使わないと言ったんだ」

「──っ！　どういう意味よ、透流!?」

「使う必要があるのなら具現化させるが、その必要は無いってことだ」

「バ、バカにしないで!!　こう見えても剣道で県大会の上位常連なのよ!!」

「……バカになんかしていない。本気で言っている」

「──っ！　後こう悔かいしないでよね!!　せやぁあああっっ!!」

　伊万里が吼ほえ、再び踏み込んでくる。

　振り下ろしを避けるも、流れはそこで止まらない。

　すぐに二撃、三撃めを繰り出される──

　が、それらすべての斬撃を俺は危なげなく避ける。

「くっ……！　うまく避けるじゃない……！」

　実力差を見せつけ、諦めさせる。

　それが俺の選んだ闘いだ。

　確かに《黎明の星紋ルキフル》は人を《超えし者イクシード》へと昇しよう華かさせる。

　だが昇華で身体能力が超化していようと、それは俺も同条件だ。

　となれば現時点ではもともとの能力、技術、そして経験が大きくものを言う。

　伊い万ま里りの剣の腕はなかなかのものだ。

　しかし、それは試合の域を出る程のものじゃない。

　──だが、俺は違う。

　あの日以来、強くなるために日々を歩んできた。

　互いの歩んできた道の違い──それが今、この場で圧あつ倒とう的な実力差となっていた。

「どう、してっ……！」

《刀ブレード》が数え切れない程に、むなしく空を切り続ける。

　どれだけの気迫を以もつてしても、実力の差は決して埋まらない。

　次第に伊万里もそれに気付き、目に見えて焦あせりが浮かび始めた。

「負けられないっ！　あたしは……あたしには目的がっ……！」

　歯を食いしばり、諦めない意志を口に出し、《刀ブレード》が振り下ろされる。

　その一撃も紙一重にするくらいの余裕で避け、伊万里が空振りをした隙を突いて手首を掴つかむ。



    

  
    
      



    

  
    
      

「……もうわかっただろ。伊い万ま里りは俺に勝てない。これ以上やっても──無駄だ」

「っ！」

「だから諦めてくれ。負けを認めて欲しい。……俺は伊万里を傷つけたくない」

　口にしたのは、これ以上無いほど残酷な宣告。

　圧倒的な実力差を、敗北を認めろと俺は言っている。

　そしてそれを認めたその瞬間、伊万里は昊こう陵りよう学がく園えんを去らなければならない。

　伊万里を傷つけたくないがため、伊万里の心を傷つけるという矛む盾じゆんに胸が痛む。

　伊万里にあるように、俺にも目的がある。

　目的を成そうという意志がある。

　それでも拳を振るい、女の子を──伊万里を傷つけることは避けたかった。

　だからこそ伊万里の意志を挫くじけさせ、心を折る形で終わらせようとしたのだが──

「冗談じゃないわ！　あたしは自分から諦めたりしない。絶対に……！」

　伊万里が激げき昂こうする。

「何より、手加減されてるってわかってて白旗なんて上げられるわけないじゃない!!」

「伊万里……」

　俺の呼びかけに、伊万里の表情がふっと緩み、にっこりと笑う。

「あたしに負けを認めさせたいなら、きちんと闘ってよね透とお流る。それが礼儀ってものよ」

　その笑顔に、その瞳に浮かぶ強い意志に、俺は確信する。

　宣言通り、彼女は決して自分から負けを認めることは無いだろう。

　本当に俺はバカだ。

　こんな笑顔を、強い意志を持った相手の心を折れるはずがない。

　──じゃあどうしたらいい？

　決まってる。

　伊万里の意志こころに対して応える術は一つだけだ。

「悪かった」

　謝罪を口にし、俺は伊万里から手を離して数歩下がって間合いを取る。

　実力差からすれば、使う必要は無い。

　だが伊万里は、俺が全力を出すことを望んでいる。

　俺はその思いに応えなければならない。

　だからこそ俺は叫ぶ──《力ある言葉》を。

「《焔牙ブレイズ》!!」

　胸元から《焔ほのお》が溢あふれ出し──

　掌握すると同時に腕へと絡みつき、閃せん光こうを放つ。

「それが透流の……」

《異能イレギユラー》と呼ばれし世界で唯一の防具型《焔牙ブレイズ》──《楯シールド》を目にし、伊万里は驚きを隠せない。

「見てのとおりなんでな。だから悪いが、勝つために拳こいつを──使うぜ」

　伊い万ま里りへ見せつけるようにし、みしりと拳を強く握り込む。

　その拳を、まるで弓を射るかのように引き──構える。

「全力で来い！　伊万里の《魂ブレイズ》、その一撃を止め──俺が勝つ！」

「どうやら本気を出してくれるみたいね。……でも！　どんなに絶望的な差があっても、あたしは諦めない!!」

　叫び、腰だめに構えを取る伊万里。

　最も回かい避ひし辛く、攻撃力の高い突き技で最後の勝負に挑んでくるようだ。

「残念ね……。本当はもっといっぱい透とお流ると話をしてみたかったわ。でもそんな時間は無いから、あたしは剣士としてこの《刀けん》で──」

「この《楯たて》へ──語ってくれ!!」

　俺の言葉に呼応し、伊万里が裂れつ帛ぱくの気合いを発した。

「せやぁあああああああっ!!」

　空気を貫き、白はく刃じんが、その切っ先が迫る。

「おぉおおおおおおおっっ!!」

　咆ほう吼こう、そして刹せつ那なの後──

　ガキィィィンッ……！　《楯シールド》が刃を受け止め、衝突の衝撃に耐えられず、伊万里の手から《刀ブレード》が弾はじけ飛んだ。

「今のは──いい一撃だったな」

「受け止められた上で言われると、格好つかないんだけど──とりあえず、ありがと」

　伊万里が小さく笑い、俺は──

「終わりだ」

　拳を解き放つ。

　弓射のごとく、溜ために溜めた力を。

　宣言通り──それが決着の一撃となった。



「大丈夫か、伊万里？　当てなかったから、怪け我がは無いと思うけど……」

　倒れたままの伊万里に近付き、膝を突く。

「う、うん。怪我は無いかな……。でも、今のっていったい……？」

「衝撃波ってやつだな」

　当てれば骨の一、二本は簡単に持って行く技だが、《黎明の星紋ルキフル》を得た今はそれどころの威力じゃないだろう。

　だからこそ寸止め──本来は人をよろめかせる程度の風圧──で済まそうとしたのだが、まさか吹き飛ばすほどの威力となっていたのはさすがに想像外だった。

　ただそれでも怪我は負わせなかったことで、俺は安あん堵どのため息をつく。

「まったく、すごいの持ってるんだから……。はぁ、完敗ね……」

「悪いな……」

　手を貸し、伊い万ま里りを立ち上がらせる。

「いいわよ。《超えし者イクシード》になれなかったからって、すべての道が閉ざされたわけじゃないもの。また別の道を見つければいいだけの話だってば。……だからほら、そんな顔しない。透とお流るは合格したんだから笑顔になりなさいって」

　気合いを入れろとばかりに、パンッと俺の尻を叩たたく伊万里。

「入学おめでとう、透流」

「……ありがとう、伊万里」

　申し訳なく思いつつも俺は笑みを浮かべ、伊万里もまた笑顔で返したその直後──

　チリン。

　喧けん騒そうに包まれた講堂内で、微かすかに耳を掠める澄んだ鈴の音。

　その音に振り返ると、そこには──

「あ……」

　あの銀色の少女が佇たたずんでいた。

　俺たちへ──いや、俺へ視線を向けて。

　なにがしかの強い意志を浮かべた深紅の瞳ルビーアイが、確かに俺を見つめていた。

　だが、それも僅わずか一瞬の出来事となる。

　銀色の少女の背後から、男子──彼女の試験相手が襲い掛かってきたために。

「──っ！」

　剣を振り下ろした瞬間、男子は勝利を確信したはずだ。

　──が、その一撃は空を切る。

　寸前までそこにいたはずの銀色の少女がどこにもいなかったがために。

「なっ!?　き、消えた……？」

　呆ぼう然ぜんとした様子で男子が目を見開くのも無理は無い。

　刹せつ那なの間に、銀色の少女は宙ちゆう空くうへと舞っていたのだ。

　元来、人の目は上下の動きに弱い。

　それが至し近きん距きよ離り、しかも攻撃を仕掛けて視界が狭くなった瞬間に飛び上がったのならば、もし俺が同じ立場でも見失っていたかもしれない──そう思ってしまう程の速さだった。

「綺き麗れい……」

　宙に舞う銀色の少女を見つめ、伊万里が呟つぶやく。

　銀色の少女、その両手それぞれに握られた黒い刃の剣──《双剣ダブル》がまるで漆しつ黒こくの翼と映り、その姿に俺たちは心を奪われる。

　まるで時の進み方が遅くなったかのように思えた僅かな後──

　闇やみ色いろの翼を持つ天使は剣の軌き跡せきを交差させるとともに、地上へと降り立った。

　チリン、と鈴の響く音に、事を見守っていた俺たちはようやく我に返る。

「すごいわね……」

「ああ……」

　あの身のこなし、剣捌さばきは一朝一夕のものじゃなく、明らかに鍛たん錬れんを積んだ動きだ。

（何者なんだ、あの子は……）

「まったくもう、透とお流るといいあの子といい、すごいのばっかり集まるんだから……」

　苦笑しながら伊い万ま里りが俺を見る。

「さて、いつまでもこうしてると未練が湧いて来るし、あたしはそろそろ行くわ」

　その言葉に胸が痛むも、こればかりはどうにもならない。

「お互い頑張ろうね、透流。約束よ」

「ああ、約束する」

　俺の答えに満足そうに頷うなずくと、伊万里は講堂を立ち去ろうとし──振り返る。

「あ、最後に一つだけ聞きたいことがあるんだけどさ。さっき当てなかったって言ったわよね？　本当は当てるのに、そうしなかったってことは手加減したってこと？」

「うっ。そ、それは……」

「まったく……。きちんと闘いなさいって言ったじゃない」

　ぷうと少し頬ほおを膨らませる伊万里。

「面目ない……」

「まあいいわ。今回のは貸しってことで」

「貸し？」

「そうよ、貸し一つ。だから今後どこかで会うことがあったら、何か──そうね、ケーキでも奢おごってもらおうかな」

「ああ、わかったよ。……下手に手加減して厄やつ介かいな話になったもんだ」

「ふふっ、自業自得ってものよ♪」

　片目を瞑つぶって明るく言う伊万里に、俺は苦笑しながら頷く。

「それじゃ──バイバイ、透流」

　様々な思いの籠もったその言葉を最後に伊万里は講堂を去っていく。

（必ず、強くならないとな……）

　その背中を見つめながら、改めて誓う。

　しかし、それだけじゃない。

　その誓いは、俺が目的を定めた際に決めたことだ。

　俺の目的を果たすためには、《力》が必要なのだから。

《力》を求めることが俺の道であり、それ以外の選択肢なんて無い。

（別の道を見つければいい、か……）

　伊万里はそう言った。

　が、それは生きているからこその言葉だ。

　俺はあの日を思い出す。

《力》を求めることとなった始まりの日を。

　別の道を見つける──

　死者には不可能だ。

　別の道など無い。新たな道を見つけることなど叶かなわない。

「音おと羽は……」

　妹の名を呟つぶやく。

　護ることの出来なかった、今は亡き妹の名を。

「どうしてお前が死ななくちゃならなかったんだ……」

　妹、音羽の死──その真相を知ることこそが、俺の目的。

　まだ幼かった妹が、何な故ぜその命を散らさなければならなかったのかを俺は知りたい。

　そう、俺は死者のために生きている。



　　　　◇



　ある一組の決着がつく瞬間を目の当たりにし、銀色の少女は驚きに目を見開く。

　当てていないというのに、凄すさまじい威力だとわかる拳撃。

　その技に衝撃を覚えていると、体力だけはタフな試験相手が背後から襲い掛かってきた。

　けれど、それもすぐに終わる。

　試験相手の攻撃を躱かわして一いつ蹴しゆうし、銀色の少女は再びあの組──透とお流るたちへと目を向けると、彼らは和なごやかに話をしていた。

　講堂内でそのような組──先刻まで闘いあっていた相手同士には見えず、まるで仲の良い友人のようにさえ見える──など透流たち以外は皆無だったため、少女はさっきの技とは別に彼らへ興味を惹ひかれる。

「それじゃ──バイバイ、透流」

　やがて互いに笑みを浮かべ別れの言葉を交わすと、伊い万ま里りが講堂を去っていく。

　残った透流は決着をつけた拳に視線を落とし、何事かを考えているようだった。

　その背中を見つめつつ、銀色の少女は僅わずかに眉をひそめ、呟く。



「トール……」



    

  
    
      


■第二章『あなたのことが気になっています』





　昊こう陵りよう学がく園えん──

　東とう京きよう湾北部、懸垂型モノレールでのみ立ち入ることの出来る埋め立て地に存在する。

　周囲を巨大な石壁に覆おおわれ、そのサイズに見合った門が唯一の入口となっていて、敷地の中央には学外からも望むことの出来る巨大な時計塔がそびえ立っていた。

　校舎や学生寮など内部の建造物は馴な染じみのない西欧風で、学校と言われると少々違和感を覚えてしまう。無論、内装も同様であり、まるで洋館を思わせる内装の廊下を俺はトラとともに教室へと向かっていたのだが──

「ぐっ……！」

「どうした？」

　体の軋きしみに小さく呻うめきが洩もれ、聞き逃さなかったトラが怪け訝げんそうな顔を向けてくる。

「さっき、ちょっと無理をしてな」

　伊い万ま里りに使った技が原因だ。

　あれは本来ならかなりの筋量を必要としている技なのだが、中肉中背の俺は無理をして使っているため、一度放つだけでも体にかなりの負荷がかかる。絶対的な破壊力を持つ反面、日に二度も放てばマトモに動けなくなる諸もろ刃はの剣なのだ、と説明をすると──

「なるほど。つまり未熟者、というわけか」

　呆あきれられた……。

「もうちょっと優しい言い方は無いのか……」

「無いな」

　即答だった。

「ふんっ。それよりあの技について一つ聞きたいことがある。これまで僕と手合わせをした際になぜ一度も使わなかった？　……はっ！　まさかこの僕を相手に手加減をしていたつもりか!?」

　問い詰めてくるトラに俺は慌てて首を振る。

「勝手に勘かん違ちがいして怒鳴るなって。あれは最近ようやく使えるようになった──つまり、トラと会わなくなってから習得したものだからな」

「……なるほど。確かに貴様は出し惜しみをするような愚か者では無かったな。……バカものではあるが」

　トラはにやりと笑うが、最後の一言は大きなお世話というやつだ。

（まあ、とりあえず納得してくれたしいいか……）

「それはともかく、久しぶりだな、トラ。まさかこんなところで会うと思わなかったぜ」

「ふんっ、それは僕のセリフだ」

《黎明の星紋ルキフル》に対する資質──《適性アプト》は、千人に一人の割合だと入学前の検査時に聞いている。

　だからこそ、まさか昊陵学園ここで再会するとは思わなかったわけだが。

　しかし講堂でも思った通り、知り合いがいるというのはどことなく心強い。

「透とお流る。先ほどの入試──」

「お、あそこが教室みたいだぞ」

　長い廊下を歩き終え、一年の教室へと辿たどり着く。

「っと、悪い。いま何か言い掛けて──」

「そこのキミ」

「ん？」

　トラが何を言い掛けたのかを聞こうとしたところで、今度は別の誰かに俺の言葉が遮られてしまう。

　振り返ると、そこには綺き麗れいなストレートロングヘアの女の子が俺をまっすぐに見つめていた。

（この子は……どこかで──）

　可愛かわいいというよりは綺麗といった容貌に加え、スタイルの良さも相まって同い年にしてはなんだか大人っぽさを感じる。しかし、何より特徴的なのはその雰囲気。凜りんとした空気を纏まとった立ち姿が、彼女という存在をより強調しているかのように思えた。

「──っ！　あんたは確か、入学式で後ろの席に座っていた……」

　そう、いま俺に声を掛けてきたのは入学式の最中に、俺たちへ静かにするよう注意をしてきた女の子だった。

「何か用か？」

　俺の問い掛けに、女の子は少しだけ複雑そうな表情を浮かべた。

「…………。まさかあのような伝統行事があるなどと、誰も思っていなかった。だからキミは気など落とさず、この学園でまっすぐ邁まい進しんすることを心掛ければいい。それこそが、彼女に顔向けが出来る唯一の方法だと私は思う」

「えーっと……？」

「では、私はこれで失礼する」

　俺が言葉の意を汲くめていないというのに、彼女はくるりと踵きびすを返して教室へ入って行ってしまう。

「なんだったんだ……？」

「……透流。貴様の試験相手──確か伊い万ま里りと言ったな。蹴け落おとした事を悔やむのならば、その分を彼女のために頑張れと言われたのだ」

「なるほど、そういうことか……」

　後ろの席にいたということもあり、俺と伊万里が仲良く話をしている様子は見て取れたのだろう。

　だからこそ、俺が落ち込んでいないかと気を使ってくれたということか。

「大丈夫、伊い万ま里りとも約束したからな。気を使ってくれてサンキュー、トラ」

「僕に言ってどうする。あの女に言え」

「それもそうか。──ところでトラ、さっき何か言いかけてたのは何だったんだ？」

「…………。知らん。いいから入るぞ。……言おうとしたことを全部言われたのに、今さら僕が言えるかバカモノ」

「あ、ああ……」

　何な故ぜか突然不機嫌そうになったトラの後を追い、俺は教室へと入って行った。



　中に入ると、室内に並んだ机は小中学校で使っていたような個人用ではなく、二人で使用する横幅が広い形のものだった。

　俺たちは入口付近の適当な空席──横に並ぶのもどうかと思い、前後に座ってこの後に行われるＨＲホームルームを待つことにする。

　室内にいる新入生はまだ全員揃そろってない──入試の際、一部の生徒が直接的な打撃でケガをしたらしく治療中──ので、開始まではまだ時間がありそうだ。

　他の連中も俺たちと同様適当に席へ座り、近くに座った相手に話し掛ける女子や早速寝る男子など、それぞれが思い思いのことをしてＨＲの開始を待っていた。

　だが、一人の人物が教室へと姿を見せたことにより、ざわめきが起こり──

　次いで、誰もが言葉を失った。

「なんだ？」

　まるで入学式が始まる直前のような状況に、俺たちも入口に立つ人物に目を向け──

「あの子は……」

　すぐに納得する。

　クラスメイトの注目を浴びて佇たたずむのは、あの銀色の少女だったからだ。

「知っているのか？」

「いや、知り合いってわけじゃないけど……」

　そういえばトラはあの子が講堂に姿を見せたとき、寝ていたんだったよな。

「入試の時に動きを見たが、身のこなし、剣捌さばき共にかなりのものだと思う」

「ほう……。それは面白そうな女だな」

　今にも立ち合いを申し込みそうな不敵な笑み。

（相変わらず血の気の多いやつだなぁ……）

　などと思いつつ、銀色の少女へと再び視線を戻した。

　講堂の時とまるで同じように周囲の視線を意に介した様子もなく、彼女はゆっくりと室内を見回し──その深紅の瞳ルビーアイがある一点で止まる。

　俺で。

（え……？）

　目が合う。

（偶然、だよな……？）

　と、考えた次の瞬間、銀色の少女の眉が僅わずかに動いたかと思うと──

「トール」

　俺の名を呟つぶやいたように聞こえた。

　……いや、言った。確かに言った。間違いなく言った。

（どうして俺の名前を……？）

　まずその疑問が浮かぶ。

　当然、知り合いに外国人がいるといった記憶など俺には無い。

（……待てよ？　入試の最中に俺たちを見ていたような……）

　けれど会話をしたわけでも無し、どうして彼女が俺の名を知っているのか皆目見当がつかない。

　俺の頭の中が疑問符でいっぱいになる一方、銀色の少女は注視の中で歩き出す。

　腰近くまである銀髪を揺らし、表情を変えず、チリン、という鈴の音とともに。

　まさに講堂の再現だが──最後だけが違った。

「…………」

　銀色の少女は俺のすぐ傍まで来ると、僅かな時間だが再び俺を見つめ──ぺこりと頭を下げてイスへ座る。

　俺の隣の席へ。

　空いている席は多いのに、わざわざ俺の隣へ、だ。

　しかも──

　ちらっ……ちらっ……。

　何な故ぜか横目で俺を見ている。本人はこっそり見ているつもりだろうがバレバレだ。

「…………。なあ、知り合いなのか？」

「それは僕のセリフだっ!!」

「悪い、この状況に混乱しててな……」

　ある日、これまで会ったことも見たこともなく、当然名前も知らない外国人の女の子が突然自分の名を呼んだかと思えば隣の席へと座り、あまつさえ横目でこちらを意識している──そんな状況に突然陥り、混乱しないやつがいるのなら教えて欲しいものだ。

　とはいえ、このまま何が何だかわからない状態のまま、横目で見られているのも居心地が悪い。

「……な、なあ、ちょっといいか？」

「──っ！」

　チリンッ。意を決して話し掛けた瞬間、銀色の少女はものすごい速さでそっぽを向く。

「…………」

　そのまま沈ちん黙もく。どうやら、俺の呼び掛けが聞こえないフリを通すつもりのようだ。

（仕方ない。また後で話し掛けるタイミングを見計らおう……）

　小さくため息をつき、俺はトラとたわいもない話に興じることにした。

　その様子に、教室内にも多少だがざわめきが戻って来はしたものの──

「…………」

　ちらっ……ちらっ……。

　しばらくもすれば、再び視線が向けられてくるのだった。

（本当になんなんだ、いったい……）

　そんなこんなで居心地の悪さを感じていると、少しずつ怪け我がの治療を終えた生徒が教室へ入って来る。

　やがて、新入生がほぼ全員揃そろったんじゃないかと思った時──

「ハロハロー♪　あーんど試験お疲れさまー☆　あーんど入学おっめでとー！」

　突然、ガラガラッと大きな音を立てて窓が開いたかと思うと、そこから女の子が教室へ入って来た。

　しんと室内が静まりかえる中、女の子は教壇に立ち、ポーズを取る。

「はっじめましてぇ、月つき見み璃り兎とでーす　みんなの担任だから一年間よっろしくー！　親しみを込めて、うさセンセって呼んでねーっ☆」

　クラス全員反応無し。というかどう反応しろと言うんだ。

「……ありゃりゃん、どしたの？」

　きょとんとした表情を浮かべ、自称担任と口にする女の子が教室を見回す。

　銀色の少女とはまったく別の意味でクラス中の視線を一身に集めた彼女は、教師とは思えないくらい若く──そう、俺たちと同年代と言われても納得できるくらいで、制服を着てさえいればクラスメイトと言われても信じてしまうだろう。

　何より教師と言われて信じられないのはその服装だ。どこからどう見てもメイド服を着込んでおり、あまつさえウサギ耳のヘアバンドまで着けているのだから。

　そんな彼女へクラス内は──相変わらず無表情の銀色の少女を除き──誰もが呆あつ気けに取られたままだった。

「はっ!?　もしかしてアタシの可愛かわいさに見み惚とれちゃってたりする？　いやー、そういうのは結構慣れてるつもりだったけど、さすがに新入生全員がってのは嬉し恥ずかし照れまくりだよ～♪」

　頬ほおに手を当て、いやいやと照れ臭そうに頭を振る自称担任だったが──

「いや、引いてるだけです……」

「なーんだ、引かれてただけなのね──って、ええええっっ!!　見惚れてたんじゃなかったのぉ!?」

　俺の呟つぶやきを耳にし、驚きの声を上げるのだった。

「どこをどう見たら、そこまで都合のいい受け取り方が出来るんですか……」

「みんなが黙って見つめてたから♪」

（本当にこの人が担任で大丈夫なんだろうか……）

　この瞬間、クラスの全員がそう思ったに違いない。

「月つき見み先生、あまり新入生を不安にさせないで下さい」

　俺たちの気持ちを代弁したのは、普通に扉から教室へ入ってきた二十代後半の男性──入学式で進行役を務めていた三み國くにという名の男性だった。背が高く、整った顔立ちに室内のあちこちから「ほぅ……」というため息にも似た声（幸い男子のものは無し）が洩もれる。

「あっれー？　三國センセってば、どーしてここにいるんですか？」

「新人教師の監督です。あまりふざけているようですと、別の方に代わって頂きますよ」

「だーいじょぶですって。泥船に乗ったつもりで任せて下さいな♪」

「沈みます」

「さーて、それじゃ改めて自己紹介いっちゃうよー☆」

「…………」

　三國先生のツッコミを完全スルーし、月見先生が喋しやべり出す。

「というわけでどもども月見の璃り兎とちゃんでーすっ。この春、昊こう陵りよう学がく園えんを卒業したばかりのうら若き乙女なので、至らないことはたーっくさんあるとは思いますが、精一杯やってくつもりだからよっろしくねーっ♪」

（十八歳か。どうりで若く見えるな──って、教員資格は……）

　とは思ったが、そもそも常識外の学校へ常識的なことを求めること自体が無駄か。

「月見先生は昨年の卒業生の中でも特に優秀な成績を修め、本年度の特別として抜ばつ擢てきされました。人格はともかく、技術や能力に関しては申し分ありませんのでご安心を」

　三國先生によるフォローを聞き、安あん堵どのため息がそこかしこから洩れる。

「何かすごくトゲのある言い方だったけど、みんな気にしないでサクサク進行しようねー。……と言っても今日は初日だから、自己紹介と今年度のスケジュールをさくっと説明するくらいだけど☆」

「その前に、まず《焔牙ブレイズ》についての注意事項です」

「あ、そーだったそーだった♪　えーっと《焔牙ブレイズ》は学園側の許可無く具現化しちゃダメだよ？　勝手に出したらすーっごく怒られるからね。以上っ☆　それじゃあ自己紹介を始めるよー♪」



　三國先生のおかげで、無事に初日のＨＲホームルームが動き出す中──

　それとは別に問題が。

　問題と言うより、気になることと言うべきか。

　それは──銀色の少女。

　厄やつ介かいなことに、隣に座る彼女からは相変わらず俺へと謎の視線が向けられていた。

　じ────────────────────────────────────っ。

　視線で人が殺せるなら、軽く百回は殺されているだろう。

　周囲が教壇へ視線を向ける中、彼女だけは俺を見る。じっと見つめる。見続ける。

　多分、本人は気付かれていないと思っているのだろうが、視線というのは自分で思っている以上に相手は察するものだ。

　なんにしても、なんでここまで意識されるのかがまったくわからない。

（人違い、とか……？）

「──ミ」

（だけど名前は？　どうして俺の名前を知っていたんだ？）

「──してるキミ」

（わからん……）

「そこで考え事をしてる前から三番目のキミッ！　ちっこい男子の後ろのキミだってば！」

「誰がちっこいか!!」

「ん？」

　トラが怒鳴ったおかげで、俺が呼ばれていたことに気付く。

　教壇を見れば、月つき見み先生が頬ほおを膨らませて俺を見つめていた。

「んもー、やっと気付いた？　キミの番だよっ」

「俺の？」

「自己紹介だってば」

「あ……」

　くすくすと教室内のそこかしこから聞こえてくる笑い声。

　それらを聞きながら、俺は頬が熱くなるのを感じつつ立ち上がる。

「九ここの重え透とお流るです、よろしくお願いします」

「……九重？　ああっ、キミが噂うわさのっ！」

「噂？」

「職員室で噂になってるよ。今年の一年には《異能イレギユラー》がいるーって☆」

《異能イレギユラー》──意味不明の単語とはいえ、何か特別だということだけは理解したのだろう。

　クラス内がざわめき、俺はまたしても注目の的になってしまう。

　そのざわめきが収まらない中、今度はもう一人の注目の的が自己紹介の番となる。

「それじゃあ次。隣の超目立つ銀髪ちゃん」

「……はいヤー」

　銀色の少女は頷うなずくと、自己紹介を始めた。

「ユリエ＝シグトゥーナです。みなさんよろしくお願いします」

　再び、教室内がざわめきに包まれる。……ただし、さっきの俺の時とは意味合いが違う。

　当然、俺は珍獣に近い扱い。対して銀色の少女──ユリエの場合は見るからに異国の少女という外見に似合わず、丁寧な日に本ほん語を口にしたことへの驚きだ。

　しかしながら、ユリエは相も変わらず周囲の反応を気にする様は無く着席。

　そしてまたしても横目でこちらを見ようとして──

「──っ！」

　俺と視線が重なった──と思った瞬間にはそっぽを向いてしまう。

　けれどある程度時が過ぎると、再び横目で俺の顔をちらちらと覗のぞき始めるのだった……。



　やがて自己紹介が終了すると生徒手帳と学生証、寮生活のしおりが配られた。

「全員に行き渡ったかなかな？　校則、寮りよう則そくについては後ほど空いた時間で各自目を通しておかないと、めっだからね♪　あと、学生証はクレジットカードとして使えるから無くさないように注意するんだよー」

「へぇ、これで買い物ができるのか……」

　どうやらこれが生活費支給ということらしい。

　限度額は月々十万円とのことで、それを聞いてかなりの人数が色めき立つ。

「はいはーい。気持ちはわかるけど静かにー。最後にうちのガッコの特別な制度と、寮の部屋割りの話をしたら今日は終了だから、騒ぐならその後でーってなわけで、まずは特別な制度について話をするけど、すーっごく大事なことだからきちんと聞くんだよー♪」

　パンパンと手を叩たたきつつ、月つき見み先生は特別な制度とやらについて話し出す。

「うちのガッコには《絆双刃デユオ》って言うパートナー制度が存在するのね。パートナーってことからわかるだろうけど、二人一組になって授業を受けたりするわけ」

（……《絆双刃デユオ》？　つい最近、どこかで似たような言葉を聞いたような……）

　と記憶を遡っている途中、別の生徒から「どうしてですか？」といった質問がされ、それに対して月見先生が答え始めたことで思考が中断されてしまう。

「うちを卒業すると、機関ドーンの治安維持部隊へ所属するって話は知ってるよね。そこの任務は常に二人一組ツーマンセル、もしくはそれ以上のチームで任務を遂行してもらってるの」

「……卒業後にいきなりチームで行動しろと言われても無理だろうから、学生のうちに慣れさせておく、ということですね？」

「その通りっ。わかってるね、橘たちばなさん♪」

　凜りんとした声で月見先生へ確認をしたのは、俺が教室へ入る直前に声を掛けてきたあの女子だった。

「さてさて、《絆双刃デユオ》についてなんだけど、さっきも言った通り二人でいろんな授業を一緒に受けてもらうわけね。で、その関係上、ちょーっと駆け足で悪いんだけど今週末までに正式な相手を決めて貰もらうんで、明日からの授業で自分に合ったパートナーを頑張って見つけてねってことで。ふぁいとっ、おー☆　……あ、もし決まらなくてもこっちで勝手に決めるから安心していいよー♪」

（パートナー制度──《絆双刃デユオ》、か……。トラと組めばいいか）

　少々口やかましくはあるが、なんだかんだでいいやつだし、相手を探す手間も省けるのは楽だ。

「……で、本題はここからなんだよねー。実はうちのガッコって《絆双刃デユオ》を組んだ後は、お互いをより深く知り、絆を強くするためにもできる限り一緒の時間を過ごせーって校則があるのね。まー何が言いたいのかっていうとぉ……寮で相部屋になるってことなんだけど♪」

　確かに長い時間を共に過ごせば信頼は深まるだろう。

　性格の不一致が浮き出てくる可能性も十分あるにせよ、ここまで常識外ばかりだったこの学園にしては理に適かなっている。

（ん、まてよ……？）

　今の説明に一つ疑問が浮かぶ。

「あの、質問があるんですけど」

「はいはーい、《異能イレギユラー》の九ここの重えくん、なんでしょー？」

　……その呼び方はやめて欲しい。

「週末までに《絆双刃デユオ》を決めろって言いましたけど、それまで寮の部屋割りはどうなるんですか？」

「ふふっ、ナイス質問。そこに気づくなんてうさセンセちょー嬉うれしい～　いい子いい子してあげよっか？」

「お断りします」

「ぶぅ～、残念。……さてさて気を取り直して、九重くんの質問への答えも含めて、寮の部屋割りの話をするよ～♪」

　ぞくり。月つき見み先生の笑顔を見た瞬間、背筋に震えが走る。

　厄やつ介かいなことになりそうな予感に。

　その予感は果たして──正しかった。

　月見先生は俺たちへ向かってビシッと指を差し、ろくでもない答えを口にした。

「週末までは、いま隣の席に座ってる人と同居してもらいまーす♪」

「……は？」

「つまり仮の《絆双刃デユオ》ってことだね。これは校則なので、拒否は無駄無駄ダメダメ不許可だよ☆　ねっ、三み國くにセンセ♪」

　胸の前で手を交差してバツを作る月見先生へ、ため息をつきつつ無言で頷うなずく三國先生。

「そ、それって……」

「よかったね、九重くん♪」

　俺に向かって親指を立てる月見先生。

　最初は言葉の意味が理解できなかった俺も、その一言で察する。

　今週末まで、隣の席に座ってるクラスメイトと同居ってことは──

「イエスッ♪　キミの同居人は銀髪美少女のユリエちゃんです。男子三十七人、女子十五人の新入生どころか全学年で唯一女子と同居だよ。きゃー、らっきー　……あ、そうそう。不純異性交遊をすると退学になっちゃうから気をつけるよーに。わかりやすく言えば教こ室こで口にするのは躊躇ためらうようなことをシて、三人めの同居人がデキ──」

「するかぁああああああああっっっ!!」

　目上への敬意を忘れて怒鳴って立ち上がり──

　直後、俺の絶叫で我に返ったクラスメイトが大騒ぎとなった。

「マジかよ!?」「あの子とか、いいなぁ……」「きゃーっ、同どう棲せいよ同棲!!」

「ま、待ってくれ！　いくら校則だからって常識的に考えていろいろマズイだろ！」

　言いたい放題騒ぎ立てられる中で慌てて抗議するも──

「……入学式の最中に入試、しかもリアルファイトを行う学校がマトモだと思う？」

「…………」

　返って来た言葉に目の前がくらくらする。

　机に手をつき、週末までの同居人を見ると──再び深紅の瞳ルビーアイと目が合った。

　けれど今回は目を逸そらされることはなく──

　彼女は俺に向かって小さく頭を下げる。

「よろしくお願いします」

「よ、よろしく……」

　これが、俺と銀色の少女ユリエとの同居生活の始まりだった。



（誰か助けてくれ……）

　そんなことを願う理由は単純且かつ明快、しかし複雑且つ逃避できない問題からだった。

　教室での大騒ぎからはや数時間。

　敷地内にある寮へ移動し、寮りよう則そく（門限や、食事の時間等）について聞かされ、そのまま食堂に案内されて早めの夕食を終えた後──

　割り当てられた部屋で、俺は銀色の少女──ユリエと立ったまま見つめ合っていた。

　無言で。

（頼む。誰か助けてくれ……）

　もう一度願うも、事態を打開してくれるようなヒーローは現れない。

　隣の部屋へ割り振られたトラが、ひょっこり遊びに来てくれないだろうか。

　……しかしそんな淡い期待も、厚い壁の向こうから微かすかに聞こえてくる怒鳴り声によって霧散する。

（どうやら同居人と馬が合わないようだな）

　しかし今は、隣の部屋より俺自身の立たされた状況の方が問題である。

　じ────────────────────────────────────っ。

（厄やつ介かいなことになったな……）

　どうしたものかと思うものの、このまま無言でいても埒らちがあかないとため息一つ、ユリエを見る。

（こうして改めて見ると、やっぱり西洋人形ビスク・ドールって感じだよな）

　華きや奢しやな体つき、整った顔立ち、透き通るような雪色の肌スノーホワイト、深紅の瞳ルビーアイ、そして彼女の一番の特徴と言える銀色の髪シルバーブロンド……。

　それらの調和している様は、美しいという言葉こそが相応ふさわしい。

　美少女って言葉はこういうときに使うべきなんだろう。

　けれど、それだけじゃない。

　黒翼の天使──

　小柄な体で二本の剣を見事に操り、華麗な身のこなしを見せる、ただ者じゃない女の子。

（いったいあれ程の腕をどこで──っと、今はそんなことを考えている場合じゃないな）

　まずはこの沈ちん黙もくを何とかしないとならないのだが……。

　ここで自己分析をすると、人が多く出入りする家で過ごしたおかげでコミュニケーション能力はそこそこあると思ってる。小中学時代もそれなりに男友達はいた。

　だけどさすがに今日会ったばかりの女の子、しかも外国人、さらにはこれから週末まで（現在月曜日）同じ屋根の下どころか同じ部屋で寝泊まり（重要）する、無表情で思考が読めない（こっちの方が重要だった）上に、一方的にこちらを知っている様子の相手を前に、何を話せばいいのかなんてわかるわけがない。

（歳が近い女の子との会話経験っていうと音おと羽はくらいだけど……）

　……そもそも妹じゃ参考にならない気がする。

（無難に行ってみるか……）

「あの、さ……。これから週末まで一緒の部屋なんだし、とりあえず座らないか？」

「はいヤー」

　俺の提案に頷うなずくと、銀色の少女は低めのテーブルを挟んでちょこんと正座する。

（おお、礼儀正しい。……しかし、外国人って正座が苦手と聞いた覚えがあるけど、別にそうでもないのか？）

「──？」

「あ、悪い」

　座ろうと言い出した俺が立ったまま考え事をしていたため、小首を傾かしげるユリエ。

　謝り、慌ててテーブルを挟んだ向かいへかしこまって座る。

「結構いい部屋だよな」

　寮の部屋は思った以上に広く、綺き麗れいだった。床はフローリングで中央にはカーペット、キッチンとテレビが備え付けであり、二人部屋ということもあって衣装ケースは同タイプのものが二つ、ベッドは二段ベッドが設置されていた。

　そうだ。

「えーっと……改めて自己紹介をしておくか」

「ヤー」

「それじゃあ、言い出しっぺの俺からだな。俺は──」

「トール」

「あ、ああ……」

　名乗るまでもなく、先に名前を言われてしまう。

　発音のアクセントが違うのが少し気になるも、外国人だからそれは仕方ないのだろう。

「九ここの重えでも透とお流るでも、呼びやすい方で呼んでくれ」

「わかりました。それではトールと呼びます」

「キミはユリエ、でいいんだよな」

「ヤー。ユリエ＝シグトゥーナです。ユリエと呼んで下さい」

「わ、わかった……」

　教室同様、流りゆう暢ちような日に本ほん語で返されたおかげで戸惑ってしまう。

（言葉が通じないよりはいいか……）

「週末までよろしくな、ユリエ」

「ヤー」

　自己紹介タイム終了。

「「…………」」

　そして再び訪れる沈ちん黙もく。

（って、ここで終わっちゃダメだろ！）

「も、もう少しお互いのことでも話さないか？」

「ヤー」

「えーっと、俺は神か奈な川がわ県けんの藤ふじ沢さわ市しってところの出身な。……って、藤沢はわかるか？」

「いいえナイ、すみませんが神奈川もわかりません……」

　少し困ったように首を振るユリエ。

　流暢に日本語を喋しやべることが出来るのなら、もしかしたら日本育ちかとも思ったが、神奈川がわからないってことは違う可能性が高そうだ。

「えっと、藤沢はここからだと南西にある海沿いの街……って大おお雑ざつ把ぱ過ぎるか。ユリエはどこの出身なんだ？」

「北ほく欧おうにあるギムレーという国です」

「やっぱり留学生か……。それにしても日本語が上う手まいな」

「ありがとうございます。ママにしっかりと教わってきましたので」

「お母さんに……？」

　日系企業で仕事でもしてるのだろうか？

　……意表を突いて大の日本好き──ニンジャとかアニメとか──って可能性もある。

　もっと意表を突くならハーフという可能性はどうだろうか。

　どう見ても東洋系の血が混じってるようには思えないが、実はユリエという名は漢字で書くと百合恵とか由利枝とか祐理絵とか友里江とか──

「ママは仕事で通訳をしています」

　普通の答えだった……。

「それと向こうの学校では、選択授業で日本語学科もありましたので」

「へぇ、じゃあ中学の頃から日本へ留学しようって決めてたのか？」

「ヤー。こちらの学園のことを知り、そう決めていました」

「そうか……」

　どうしてこんな戦闘技術訓練校に──と聞きたくはあったが、初っぱなから踏み込み過ぎかもしれないと、そこは自重しておくことにする。

「なるほどな。一瞬、ハーフだったりなんて考えたよ」

「──？」

「日に本ほん人でもユリエって名前があるから、もしかしてと思ってな」

「なるほど。ですが名前と言うのでしたら、トールという名前もギムレーにあります」

「そうなのか」

「ヤー。北欧に伝わる神話の中で登場する最も強き雷神の名前ですので、それにあやかって名付けられると……」

「雷神トール……」

　発音のアクセントが違っていたのは、その神様の名前と混同されていたからのようだ。

　しかし──

（強い、か……。もしそうだったらよかったんだけどな……）

　そのキーワードからあの言葉を思い出し、思わず拳を握ってしまう。

「トール？」

「あ……！　えっと、いやー、ユリエが日本語を喋しやべれてよかったぜ。俺は日本語しか話せないからさ」

「日本では中学校ジユニアハイスクールで外国語を習わないのですか？」

「うっ……！　え、英語は必修だけど……」

　習っても会話ができないやつの方が多い。

　そして俺はその大多数の内の一人だった……。

「ごめんなさい」

「…………」

　察して謝られ、少し惨めな気分になった……。

「い、いや、でも言葉が通じるって本当に助かるからさ。ユリエが日本語を喋れなかったら今ごろもっと意思疎通で苦労してただろうし、本当によかったって思ってるぜ」

「ヤー。どういたしまして」

　こくりと頷うなずくユリエ。

（他に話題は……っと、そうだ！）

「ところで入試のときにユリエが闘うところを見たけど、身のこなしや剣捌さばきが凄すごいな。ギムレーでどこかの道場にでも通っていたのか？」

「……ナイ。あれは自己流です」

「我流であの動きを……。それは凄いな……」

　この小さな体に秘められた剣才に驚きを覚えると同時──

　そのうち手合わせをしてみたい、と俺は思うのだった。

「あ、トール。話は変わりますが──」

「ん？」

「シャワーを先に浴びてもいいですか？」

「え？　あ、ああ。構わないぜ」

「ありがとうございます。まだお話をしたいのですが、時差のせいか先程から眠気が強くて……。すみませんが、汗を流して今日はそろそろ休むことにします」

「時差はキツそうだな。それに今日は《資格の儀あんなこと》があったしな。さっぱりしてからゆっくり休んでくれ」

　と言うも、ユリエはふるふると首を左右に振る。

「ナイ。入試のせいではなく、ただ暑いのです」

「え？　確かに今日は暖かかったけど、暑いってほどじゃ……」

　季節はまだ春になったばかりで、夜になった今はまだ冷え込む。

　寮は暖房完備で暖かいとはいえ、暑いというには程遠い。

「私の国では夏の暑さと同じくらいです」

「そ、そうか……。じゃあ、エアコンは点つけないようにするか？」

「助かります」

（今の時期から暑いなんて言ってたら真夏はどうなるんだ……？）

　着替えを用意している小さな背中を見つめ、俺はそんな疑問を浮かべるのだった。

「あ、そうだ。変なトラブルが無いように、着替えは脱衣所でするってことにしないか？」

　異性との同居ということもあり、一番問題が起きそうな点を最初に潰しておこうと案を出す。

「ヤー。わかりました。それではシャワーを先に使わせて頂きます」

　俺の案を承諾した後に一礼し、ユリエは脱衣所へと入っていった。

　残された俺は、先刻までの会話で気になったことを改めて思い返す。

　それは教室で──いや、入学式でユリエを見たときからずっと思っていたことだった。

（笑わないんだな……）

　決して大きくはないが、それ以外の表情は浮かべるというのに。

　おかげで感情の機き微びが読み辛く、ユリエに対して精せい巧こうな人形というイメージが抜けきれない。

　こちらの質問に答えるだけじゃなく、自分からも話をするところから、実際にはそんなことはないだろうとわかっていてもだ。

　だからこそ、思うことがある。

　笑えばもっと可愛かわいいだろうに、と。

「さて、と……。荷物の整理でもするか」

　誰にともなく呟つぶやき、事前に寮へ送っておいた荷物を整理し始めることにした。

（入試に落ちたら、この荷物も送り返されてたんだろうな）

「──入試、か……」

　自分が蹴け落おとした少女のことを思い返し、呟つぶやく。

（いつかまた会うことがあったら、約束は守らないとな……）

「あ……」

　入試のことを思い返したことで、今さらながらに思い出すことがあった。

（しまったな。入試の話を出したなら、どうして俺を見つめていたのかを聞けばよかったな。それに俺の名前を知ってたことや、教室で気にしていたことも……）

　それらを忘れる程、自分でも気付かないところで緊張をしていたのだろう。

（ユリエがシャワーを終えてから聞いてみるか）

　シャワー。

　その単語から、ふと想像してしまう。

　……ユリエがシャワーを浴びているところを。

「──っ!!」

　慌てて想像を打ち消すも、ここで今さらながらに女の子との同居が始まったことを意識してしまう。

　しかも間が悪く、シャワーの音が壁越しに微かすかに響いてきて、いやがおうにも再び想像をしてしまい──

「うわぁあああああっ!!」

　俺は慌ててテレビのリモコンを手に取る。

　週末までとはいえ、ある意味で非常に厄やつ介かいな日々が始まったのだと、俺は改めて自覚するのだった……。



「ふわぁ……」

　それから二十分程し、テレビを点つけたまま荷物整理をしていると、ユリエのあくびが背後から聞こえて来た。口にしていた通り、時差ボケのせいで眠いんだろう。

「ユリエ。ちょっと質問が──ぶふっ!?」

　だが、寝る前に疑問は解消しておきたい──と振り返るとユリエの瞳は眠そうだった。

　しかし俺が吹き出した理由はそれじゃない。

　すらりとした白い足、太もも、ふくらはぎが視界に入ったが故に、だ。

　なんとユリエは上半身のみパジャマを着ただけの姿だった。

　湯上がりの肌に薄手のパジャマが張り付いて、華きや奢しやな体のラインと胸の膨らみ（かなり控えめ）が一目でわかり、おまけに眠いためか掛け間違えたボタンが隙間を作っているおかげでどこに目をやっていいのかわからない。

「どうかしましたか？」

「い、いや、その……」

　しどろもどろになりつつ話をしようとするが、どうしても太ももとパジャマの境目に目が行ってしまいそうになる。

「──？」

「き、聞きたいことがあるんだ……！」

　不思議そうに見るユリエに対し、少し強めの語調で自分の意識を誤ご魔ま化かす──否いな、気になっていたことを尋ねることにした。

「ユリエは──俺のこと、知っていたのか？　試験の途中で視線をこっちに向けてたし、教室に入ってきたときは俺の名前を言ったし……その後も妙に気にしてただろ？」

「…………」

　表情は変わらない。けれど俺が質問をした瞬間、僅わずかに雰囲気が変わった気がする。

「…………。名前は、試験中に聞こえました」

　伊い万ま里りとの会話を耳にしたってことか。

「だけど、どうして俺を……？」

「…………。私は──」

　僅かな沈ちん黙もくを挟み、少し困惑した様を見せ──ユリエが口を開く。

「私は、あなたのことが気になっています」

「えっ……!?」

　驚きにユリエを見ると、その深紅の瞳ルビーアイがまっすぐに俺を見つめていた。



    

  
    
      



    

  
    
      

「トール。あなたのことがとても気になります」

　衝撃的な一言を口にし、ゆっくりと近付いて来るユリエ。

　対して俺は後ずさりをするも、すぐに壁に突き当たってしまう。

　そして、手を伸ばせば触れることができる──いや、ユリエの吐息が胸元に当たる程の距離となり……。

「だから──教えて下さい……」

「ユ、ユリエ……？」

　風呂上がりのため、朱に染まった雪色の肌スノーホワイト。

　血の通った温かさを感じる色に、彼女が人形ではなく人だと──何より女の子なんだと強く意識する。

　こ、これって、もしかして──

（一ひと目め惚ぼれってやつなのか……!?）

　自分がその手のことに聡さといと言えないとは思うが、気になってると言われた上に、こうして大胆に迫られて、その意味がわからないはずがない。

（こ、こんなに可愛かわいい子が、俺を!?　夢!?　いやなんかすごくいい香り、シャンプー？　うわ、近っ、髪が細っ、えっ、えっ、えぇええええっ!?　ど、どうしたらぁあああっっ!?）

　脳内は完全にパニック状態。そんな俺に──

「お願いします、トール」

　ずいっとユリエの顔が近付く。

　妙に艶なまめかしい濡ぬれた銀色の髪シルバーブロンドが、魅惑的な赤みを帯びた小さな唇が俺の心臓を、その鼓動を激しく打たせ──

　深い紅色の瞳が僅わずかに細められたかと思うと、弓を引くようなポーズを取り──

「へ？」

　引いた拳を、俺の腹の近くまで持ってきた。

「これを教えて下さい」

「こ、これって……」

「トールが試験で使っていた技です。すごく興味を惹ひかれましたので、トールさえよければ、これについていろいろと教えてください……」

（そういうことかっ!!）

　内心で叫んでしまうと同時に、勘かん違ちがいなことを言ったり変な行動を取らなかった自分に感謝し、安あん堵どのため息をつく。

「トール？」

「あ……。え、えっーと……悪い、あれのことは教えられない。あの技の負荷は並大抵のものじゃないから、ユリエのような小柄な体格で放とうとすると体を壊しかねない。だから……」

「…………。それは残念です」

　眉が下がり、見るからに落胆する姿へ、より一層申し訳無い気持ちになる。

「とても残念です……」

　もう一度、そう呟つぶやくとユリエは──

「ユ、ユリエっ!?」

　崩れるようにして、抱きついてきた。

「うわぁっ!?」

　慌てて抱き止めるもその細さに驚き、細くても柔らかいことに二度目の驚きを覚え、最後に風呂上がりのいい香りに三度目の驚きを覚える。

「◎※△◇♯────ッ!?」

（ななっ、何が起こって、抱きついてっ、いい匂い、ショックで!?　えぇええええっっ!?）

「ユユユ、ユリエッ!?　ちょ、いきなりっ、いや、これは──って、え……？」

「くー」

　すやすやと安らかな寝息に気付き、我に返る。

　どうやら限界が訪れたらしく、ユリエは眠っていたのだ。

　眼を細めたのは、ただ単に眠かっただけらしい。

　その顔を見つめ、俺は安あん堵どと疲労の混じった大きなため息をつくのだった。

（とりあえず、ベッドに寝かせるか……）

「軽いな……」

　さすがにこのままにも出来ないし、起こすのも忍びないのでユリエを抱きかかえると、その軽さに驚きを覚える。

　小柄で華きや奢しやな体は強く抱き締めれば壊れてしまいそうだ。

　さらさらの髪、小さな唇、僅わずかに漂う甘い香り──こうして見るとやはり西洋人形ビスク・ドールにしか見えず、けれど伝わって来る体温が人であるということを強く意識させる。

　と、その時だった。

「ん……」

　ユリエは抱えられた体を僅かに丸め、体を寄せ、まるで甘えてくるかのようにぎゅっと服を掴つかんできた。

　……けれど、それは違っていた。甘えていたわけじゃなかった。

「パパ……」

　小さな呟つぶやきとともに、閉じた瞼まぶたの端へ一滴の涙が浮かぶ。

　その雫しずくを見て、今さらながらに自分の鈍感さに気付く。

（やっぱり心細いんだろうな……）

　どんな理由で留学してきたのかはわからないが、年頃の女の子が住み慣れた国を離れ、一人で東の果てへ来て不安にならないはずがない。

　流りゆう暢ちように日に本ほん語を話し、心情が顔に表れなかったがために、そんな当たり前のことに気付けなかった自分を情け無く思った。

　と同時に彼女の本心を知ってしまった以上、見て見ぬふりなんてできやしないとも思う。だから俺は──ユリエの力になりたいと、支えてあげようと誓いつつ、彼女の目元へ浮かぶ雫しずくを掬すくうのだった。



　空が広がっていた。

　どこまでも続くような空、照りつける灼しやく熱ねつの太陽。

　けれどそれらは色を失い、まるで古い映画を思わせるモノクロの世界を作り出していた。

　これは夢だ。俺は今、夢を見ている。

　幾いく度ども見た、思い出したくもないくそったれな記憶を。

（やめろ……。もう見せないでくれ……）

　けれど、止めようと思っても止まらない。

　過去、幾度もそうしたように、俺はいつもと同じく道場へと歩を進めてしまう。

「──？」

　その途中、ふと足を止める。

　生臭い、錆さびた鉄のような臭いの風が通り抜けたからだ。

　その臭いに振り返るも、そこには何もなかった。

　だが──

「──ッ!!」

　直後に寒気が走り、次の瞬間弾はじかれたように走り出す。

　妹の名を叫びながら道場へと走り──そして俺は目にする。

　灰色の世界に存在する唯一の色──赤を。

　紅ぐ蓮れんの炎が荒れ狂い、通い慣れた道場を飲み込むその様を。

　にわかに現実とは思えない光景へ、呆ぼう然ぜんと立ち尽くすも──

「おと、は……。音おと羽はぁっ……!!」

　妹の姿が脳のう裏りをよぎり、我に返った瞬間、弾かれたように炎の中へ飛び込んでいく。

　中はまるで地獄のようだった。

　火の粉が舞い上がり、バチバチと火の弾ける激しい音が耳に痛い。

　轟ごう音おんを立て、焼け落ちてきた木材が行く手を阻む。

　それでも奥へと向かうと、炎が頬ほおを舐なめ、熱気で肺が灼やける。

　四方が紅に染まり、目を開けることすら苦しい中で、音羽の名を幾度も呼び──

　やがて俺は辿たどり着いた。

　燃え盛る業ごう火か、地獄の最深部へ。

　そこに──音羽はいた。

　あいつとともに。

　炎の海の中、音羽は呆然とへたり込み、あいつは刀を手にし、背を向けて立っていた。

　その周囲に倒れる黒い影──かつて人であった兄弟子達の姿。

　刃を濡ぬらし炎でよりその色を強調する血の赤に、吐き気をもよおす肉と脂の灼やける臭いに、状況を忘れて叫ぶ。

「なに、が……おい!!　何があったんだよ!?　これはいったい何なんだよ!!」

「お兄、ちゃん……」

　そして、ゆっくりとあいつが振り返る。

　この時のあいつの瞳を、俺は決して忘れない。

　深く、静かで、暗い──闇やみ色いろの瞳。

　その瞳をまっすぐ俺に向けたまま、あいつが近付いて来る。

「何があったんだって聞いてるだろ!?　答えろよ!!」

「何が……？　そうだね──」

　俺の問い掛けに対し、あいつが答える。

　それこそが、俺の目的となる言葉。

「弱いから、死んだだけだよ」

　あいつはゆっくりと刀を、その切っ先を天へと向け──俺へと振り下ろしたその刹せつ那な。

「お兄ちゃんっ……!!」

　白はく刃じんの軌き跡せきに、音おと羽はが割り込んできた。

　飛沫しぶきが舞う。

　赤く、紅あかい飛沫が。

　一瞬の後、俺はその意味を理解し──

　憤ふん怒ぬで、怨えん嗟さで、絶望で塗り潰された絶叫を上げた。



「────────────────────────────────────っ!!」



　夢から続く自分自身の叫びに目を開けたとほぼ同時──

「トール!?」

「え……？」

　聞き慣れない声色の呼びかけに目を向けると、深紅の瞳ルビーアイが俺を見つめていた。

「大丈夫ですか、トール？」

「あ……。ユリ、エ……」

（…………。ここは昊こう陵りようの、寮か……）

　ここでようやく、俺は自分がどこにいるのかを理解する。

　と同時に、いまだユリエが困惑した様子で見つめている姿にも。

「驚かせて悪いな、寝ね惚ぼけてたみたいだ。もしかして起こしちまったか？」

「ナイ。起きていましたから気にしないで下さい。……少し驚きはしましたが」

「そうか、ならよかった。……いやー、実はゾンビに襲われる夢を見てさ。追い詰められて、啖たん呵かを切ってたら現実でもってわけで……ははっ、はた迷惑な話だよな」

　我ながら嘘うそくさいとは思いつつも、聞かれてもいないことをべらべらと喋しやべる。

　それにしても──

（また、あの夢か……）

　あの日以来、幾いく度どとなく見る悪夢──けれど紛まがう事なき過去。

　決して忘れられない、そして忘れてはならない記憶に背中がびっしょりと濡ぬれている。

「……トール、どうかしましたか？」

　強こわ張ばった表情を浮かべていたためか、ユリエが気遣うように覗のぞき込んでくる。

「いや、なんでもない。……っと、もう朝か。ちょっとシャワー浴びてくるから、その後でメシに行こうぜ」

　少々あからさま過ぎた気はするが、俺は誤ご魔ま化かすように顔を逸そらし、ユリエの返事を聞かずに脱衣所へと向かった。

　シャワーを浴び始め、流れ落ちる熱い湯が冷えた汗を流していく。

　体が温まり始め、それが俺に生きている実感を与えてくれる。

　あの日、唯一生き残った俺に。

「音おと羽は……」

　あの日、道場の仲間はみんな死んだ。

　大切な妹、音羽も俺を庇かばって……。

『弱いから、死んだだけだよ』

　あれから一年以上が過ぎても、俺にはあの言葉が理解出来ない。

　だからこそ、俺は《力》を求め続けている。

　あの言葉の意味を知るために。



　　　　◇



　ユリエの記憶は、透とお流るがあの技について答えてくれたところで途切れていた。

　憶おぼえているのは、夢うつつといった感じの中で温かい何かに包まれたこと。

　ゆらゆらと揺りかごに乗せられたような心地よい感覚は、とても懐かしいものだった。

　その懐かしさは、遠い昔の父の記憶。

　幼い頃、ユリエが夜更かしをしようとして結局は眠ってしまったときに、父が抱きかかえてベッドまで連れて行ってくれたときのものだ。

（恥ずかしいところを見せてしまいました……）

　昨夜自分でベッドへ入った記憶が無い以上、思い浮かぶことは一つだ。

　羞恥から頬ほおを染めつつも、ユリエは再び昨夜の温かさを思い出し──

　それ故に、寂しさを感じてしまうのだった。



「パパ……」



    

  
    
      


■第三章『私を殴れ!!』





　入学二日目の朝。学食へ行くと俺たちに──というより、ユリエへ多くの視線が集まる。

（目立つからなぁ……）

　一年だけじゃなく二年や三年からも注目を集めていたのだが、当然ユリエは気にする風もなく平然と食堂内を歩いていく。

　その後ろを従者よろしく俺もついていくのだが、「銀色の……」「男女で同居」などといった周囲のひそひそと交わされる会話の一部が耳に入ってくる。

　その中に一つ気になる単語も混じっていた。

「《異能イレギユラー》」

　つまり、俺も話題のネタということらしい。

（外国人の美少女と、《異能イレギユラー》とやらの組み合わせじゃイヤでも噂うわさになるか）

　とはいえ気にしてもどうにもならないことだし、問題が無い限りは堂々としていよう。

「ユリエ。何にするんだ？」

「ビュッフェにしようと思います」

「俺はどうするかな……」

　昊こう陵りよう学がく園えんの学食は肉がメインのＡ定食、魚がメインのＢ定食、和洋中の五十種類から好きなものを選べるビュッフェの三種類から選択する形式となっているようだ。定食は学食のおばちゃんが栄養管理をしっかりと考えた組み合わせだが、やはり自由に選べるビュッフェが人気らしく、大半の生徒が思い思いの料理を皿に載せていた。

（俺もビュッフェにするか）

　ユリエもビュッフェにしたらしく既に皿を手にして料理を見て回っているので、俺も同じように料理を選び始めた。

　……主に肉を。

　まずは好物のから揚げを四つ。続いて甘酢がかかった豚肉、牛肉の黒くろ胡こ椒しよう炒いため、牛すじトマト煮込み──

「……何な故ぜそんなにバランスの悪い選びかたをしているんだ、キミは」

　突然横から呆あきれ声で話し掛けられる。

　誰かと思ったら入学式で後ろの席に座っていた女子であり、その意志の強そうな瞳が見つめているのは俺──ではなく、俺の手にしたトレイだった。

「確か……橘たちばな、だっけか？」

「その通りだ。おはよう、九ここの重え」

「ああ、おは──」

「ところで先ほども言わせてもらったが、何故それ程までにバランスを考えない組み合わせなのだ。さっきから見ていれば、肉、肉、肉。キミは肉しか食べないつもりか？　いくらビュッフェが自由なものを選んでいいとはいえ、物事には限度というものがあるだろう」

　返しの挨あい拶さつを遮ったかと思うと、何な故ぜか説教を始める橘たちばな。

（いや、確かに肉ばかりはバランスが悪いけど……）

　それでも、他人にとやかく言われる筋合いは無い気がする──と思っていると、ひょいと皿を奪われてしまった。

「ふむ……。載せてしまった分は仕方ないとして、後は出来る限りバランスを考えて、これとこれとこれ……後はこれもあった方がいいな」

（ナ、ナスを載せてる……）

　俺の嫌いな食べ物第二位だ。

「そうだ、セロリが向こうにあったな」

　……不動の一位も載せられた。

「よし、これでいいだろう」

　しばらくすると、とても満足そうな笑みを浮かべた橘から、様々な種類の野菜と魚が載せられた皿が返ってきた。

「サ、サンキュー……。セロリは全然嬉うれしくないって言うか好きじゃないんだが……」

「それは食わず嫌いというものだ」

　食った上で苦手なんだが。

「さて、それでは私も自分の朝食を取ってくるとしよう」

　こうして橘は言いたいことを言い、やりたいことをやり終えて去って行った。

（…………。ユリエに助けを求めるか……）

　ユリエがナスとセロリが嫌いじゃないことを祈りつつ、既に着席済みの彼女の隣へ座る。

「なあユリエ。頼みがあるんだけど……」

「何ですか？」

「実はセロリとナスを食べて欲──」

　とそこまで言いかけた時だった。

　ガタッと音を立て、テーブルの向かい側に女子が座る。

　橘だった。

「せっかくだから私はここで食事を摂とらせてもらおう」

　俺、終わった……。

「おはよう、ユリエ。昨夜はよく眠れたかい？」

「おはようございます」

　ユリエはよく眠れたと返すも、その後で俺へと怪け訝げんそうな表情を向けてきた。

　多分、相手が誰なのかわからないんだろう。

　自己紹介の時はずっと俺に意識が向いていたようだし、仕方ないと言えば仕方ないか。

「私は橘巴ともえ。キミや九ここの重えと同じく新入生──つまりクラスメイトだ」

「そうでしたか。失礼しました、巴」

「ふふっ、別に構わないさ。昨日は入学初日、しかもあんな試験の直後だからいろいろと混乱していただろうしな」

　僅わずかに橘たちばなの頬ほおが緩む。凜りんとした雰囲気を持っている彼女でもそんな表情を浮かべるんだなと少々意外に思ってしまう。

「ところでトール。頼み事とは何だったのですか？」

「……いや、なんでもない」

「──？」

　不思議そうにユリエは小首を傾かしげ、チリン、と鈴の音がする。

　橘はというと、学食のおばちゃんから定食を受け取っている女子へと視線を向けていた。

「む……すまない、私のルームメイトをこちらに呼んでいいか？」

「ああ、構わないぜ」

「ありがとう。……みやび、こっちだ」

　橘が手を上げて声を掛けると、女の子がやってくる。

「こ、ここにいたんだね、巴ともえちゃん」

「はぁ……。呼び捨てでいいと何度も言っているだろう、みやび」

「で、でも巴ちゃんは巴ちゃんだから……」

「まったく、キミは……っと、すまない。彼女が私のルームメイトのみやびだ」

「え？　あっ……!?　お、おはよう、穂ほ高たかみやびです……」

　俺たちに気付いて慌てて頭を下げる穂高という女子は、大人っぽい橘とは対照的で身長は平均よりやや小柄で、幼い顔立ちをしていた。肩口で切り揃そろえた髪は後ろの方だけを伸ばしているらしく、お下げとしてまとめた部分を前に持って来ているのがワンポイントとなっている。

　しかし何よりも目を惹ひくのはその豊かな胸の膨らみで、かなりスタイルのいい橘よりもさらに大きかった。

　そんな穂高へまずユリエが、次いで俺が名乗り返すと──

「あ……。う、うん、よろしくね……」

　穂高は赤面し、視線を落として小さくなってしまう。

「どうした、みやび？」

「わ、わたし、その……じょ、女子校出身だから、その……」

　橘に尋ねられ、ちらちらと俺を見つつ穂高が答える。

「なるほど、男が苦手なのか。……大丈夫だ、九ここの重えは別に噛かみついたりなどしない」

　俺は犬か何かの扱いなんだろうか……。

「ほ、本当……？」

　おどおどとした様子で俺を見る穂高。そんなことを確認されても困るが、答えないと余計に警戒されそうなので頷うなずくことにする。

「ともかく座りたまえ、みやび」

「う、うん……」

　穂ほ高たかがイスに座るその瞬間、大きな胸が揺れ、思わず目が行ってしまうのは男の性か。

　しかも座った後はテーブルの上に載っているとなれば、イヤでも意識せざるを得ない。

「……どうした、九ここの重え？　顔が少し赤いようだが風邪でもひいたのか？」

「え？　そ、そうか？　今日はちょっと暑いからかもしれないな。ははは……」

「私には少々肌寒いくらいだが……」

「わ、わたしは普通かな……」

「……お、俺が暑がりだからじゃないか？」

「私も少し暑いと思います」

　ここで寒い国出身のユリエによる助け船。たとえ本人にそのつもりが無くとも橘たちばなは納得してくれたようで、俺にとっては天の助けとなったのだった。

「それでは雑談も適当なところで、そろそろ食事にしよう」

「ああ、そう……だ、な……」

　頷うなずく最中、俺は現実──セロリとナス──に気付き、顔を引きつらせるのだった。

　……結局、コーヒーで流し込んだ。

「なあユリエ、九重。ものは相談だが──」

　やがて朝食を取り終え、落ち着いた頃、橘がちょっとした提案を持ちかけてくる。

「キミたちさえよければ、今後もこうして一緒に食事を摂とらないか？」

「ああ、俺は構わないぜ」

「ヤー。私もです」

「ではよろしく頼むよ」

「よ、よろしくね……」

（……助かったな）

　俺たちの返事に笑みを浮かべる橘と穂高を見つつ、内心で思う。

　その理由は単純──学食へ入った際の周囲の反応を見てもわかるとおり、俺とユリエの組み合わせは目立つからだ。個々でも目立つ理由を抱えている上に、全学年で唯一の男女同居となると、変に勘ぐったりするやつも出てくるだろう。

　だからこそ女子とともにユリエが過ごす姿を見せれば、多少はマシな印象を与えられるんじゃないだろうかと思ったのだ。

　それにこれから週末まで《絆双刃デユオ》のパートナー探しをしなければならない以上、ユリエには多くの女子と話をする機会があった方がいい。

「ときにユリエ。その……こういう言い方は九重本人を前にして申し訳無いが、週末までとはいえ同居生活は大丈夫そうか？」

「ヤー。大丈夫です」

「そうか。キミがそう言うのならいいが……」

　と言いつつ今度は俺へ顔を向け──

「九ここの重え。今ので気分を害したらすまない。大きなお世話だとは思ったが、やはりキミたちは年頃の男女であるわけで何事か問題が起こらないかが心配でな……」

　こほんと咳せき払ばらいをしつつ、その問題とやらを想像してか頬ほおを僅わずかに赤らめる橘たちばな。

「いや、いいさ。そう思うのも無理はないしな」

「それなら……。しかし、もし困ったことがあったらいつでも言ってくれ。必要とあれば内密に私たちの部屋で過ごして貰もらっても構わないぞ。なあ、みやび」

「あ……。う、うんっ。歓迎するよ、ユリエちゃん」

「お気遣い感謝します。……ですが本当に大丈夫です。トールは優しい人ですので」

「そ、そうなんだ」

　こくりと頷うなずき、ユリエが発言を続ける。

「昨晩も、トールは先に眠ってしまった私を優しく抱いてくれましたから」

　……爆弾発言を。

「「「ぶーっ!?」」」

　味み噌そ汁しる吹いた×２。……穂ほ高たかは牛乳吹いた。

「ユ、ユリエ!?」「なっ、ななっなっ!?」「ユユユ、ユリエちゃんっ!?」

「──？」

　激しく動揺する俺たち三人を前に、チリン、と鈴の音を響かせてユリエが小首を傾かしげる。

「橘、穂高！　今のは──」

　と慌てて今の言葉の真意を伝えようとするも──

「こ、九重!!　ななっ、なんということをしているんだ!!　しかもっ、ねっ、眠っている相手にだと!?　そんな破は廉れん恥ちな男とこれっこれ以上同席しているなど不愉快だ!!　私はこれで失礼する!!」

　ユリエの言葉をそういう方向に受け取った橘は、激げき昂こうしたまま食堂を出て行った。

「あっ、巴ともえちゃん!?　え、えっと、あの……」

　同様に勘かん違ちがいした穂高が、真っ赤になった顔を俺たちと橘の背中へ交互に向け──

「ご、ごめんなさいっ!!　ま、待って、巴ちゃん!!」

　勢いよく深々と頭を下げると、そのまま橘を追いかけて行ってしまった。

　後に残された俺たちは、今の騒ぎで再び注目状態に。

「……騒そう々ぞうしい。何をしているんだ、貴様たちは」

「ちょっとな……」

　そこへ現れたトラへ、厄やつ介かいなことになったもんだと思いつつため息をつくのだった。



「ふんっ、バカらしい」

「そう言うなよ……」

　トラが朝食を摂とり終えるのを待ち、俺たちは教室へと向かっていた。

　さっきの騒ぎについて改めて問われたので今度は答えたら、呆あきれられてしまう。

「……先ほど私は何か間違った答え方をしたのですか？」

　相変わらず、自分の爆弾発言の意味に気付いていないユリエが、小首を傾かしげる。

　言ってやれというトラの視線に、俺は渋々とだが答えることにした。

「さっきの言い方だと、俺がユリエに……エ、エッチなことをしていたようにとれるんだ」

「──？」

「だ、だから、日に本ほん語で抱くっていうのは男女の……ふ、夫婦として夜の営みをするって意味合いにもとれるんだって」

「…………。そうでしたか、それは困りましたね」

　幸いその手の知識はあったようで、ユリエはようやく事情を飲み込めたらしい。

　表情は変わらないまでも、僅わずかに頬ほおを染めていた。

「巴ともえには誤ご解かいだと伝えておきます」

「あ、ああ。頼む……」

　あの様子だと俺の話に聞く耳を持ってくれそうにはないだろうし、ここはユリエに任せるのがいいだろう。

（やれやれ……。はやく誤解が解けるといいけど……）



「さあさ、それじゃあ記念すべき最初の授業をはっじめるよー♪」

　朝からハイテンションの月つき見み先生が、両手を拡ひろげて授業開始を宣言する。

　橘たちばなの件はどうなったのかというと──正直のところよくわからない。

　ユリエが何事かを話したことは確かなんだが……。

　話し終えたユリエ曰いわく『もう大丈夫です』とのことだが、本当に大丈夫なんだろうか？

　俺が疑問を浮かべる理由は単純明快だ。

　じ────────────────────────────────────っ。

　昨日と同じく視線が向けられていた。

　ただし今日の送り主は橘だ。

　二日連続、しかも別の女子から──とだけ聞けば、うらやましがるやつがいるかもしれない。

　ただし甘ったるい意味での視線じゃないとわかっている以上、向けられている側としては全然嬉うれしく無いのだが。

（ユリエ……。もう大丈夫なら、どうして橘が俺を凝視してるんだよ……）

　さすがにこんな状況で言葉通りに受け取れる程、俺は楽天家じゃない。

　結局のところ、ユリエ任せではなく俺自身で誤解を解くしかないってことだろう。

「──というわけで《黎明の星紋ルキフル》による身体能力超化は、掛け算みたいなものだから、訓練で体を鍛えれば鍛えるほど効果が高まるんだよー☆　ここまでオッケー？」

　授業はというと、初日ということもあって《黎明の星紋ルキフル》についてだった。

　昨日は不安に思えた月見先生も、なかなかどうして教える姿が様になっている。

（卒業生からわざわざ抜ばつ擢てきされたって話だもんな）

　性格はともかく、技術と能力に関しては心配無いという話に嘘うそ偽りはないようだ。

　……ただし今日も今日とてウサギ耳のヘアバンドにメイド服と、教師にあるまじき服装をしているのだが。

「で、《黎明の星紋ルキフル》は《位階レベル》って呼ばれるランク付けがされてるのよね。みんなは昇しよう華かしたばかりだから《Ⅰレベル１》ってわけ。これは学期末毎ごとに《昇華の儀》ってのをやってランクアップさせて行くの。《位階レベル》がそのまま成績になるから、一年間まったくランクが上がらないと見込み無しとして除籍処分──つまり退学になっちゃうので日頃から心身ともに鍛えるんだぞっ☆」

　月見先生の話によると上のランクに昇華するためには、より強きよう靱じんな肉体と精神力が必要になるらしく、今学期は特に体力強化を重点的に行っていくことになるらしい。



　やがてチャイムが鳴り響き授業が終了すると俺は席を立ち、熱烈な視線を送ってくれていた人物の下へまっすぐ歩み寄る。

「橘たちばな、ちょっといいか？」

　声を掛けると橘はぎょっと目を見開き──

「す、すまない！　ちょっと用件があるので失礼する!!」

「あっ、橘っ!!」

　有無を言わさず、教室を出て行ってしまった。

（なんだありゃ……）

　妙な態度に俺はただ首を傾かしげるばかり。

　結局、橘は次の授業が始まる寸前まで教室へは戻って来なかった。

　そして次の休み時間でも再び橘はどこかへ行ってしまい、話をすることは叶かなわず……。

（うーん……。これってもしかしなくとも、避けられてるよな……。いったいどうなってるんだ、ユリエ……）

　しかし改めて確認するも、やはり「もう大丈夫です。誤ご解かいは解けました」としか返ってこなかった……。



　ぐいっ。

「っと？」

　学食で昼食（朝と違って肉中心）を摂とり終え、教室へ戻ろうとしたその途中。

　突然、襟を引かれたかと思うと、そのまま身体ごと勢いよく引っ張られる──と言うより攫さらわれてしまう。

「──トール？　……どこに行ったのでしょうか？」

　遠くでチリンと鈴が鳴る音を聞きつつ、後ろ向きにつまずきながら強制移動していく。

「うぉっ、とっ、とっ、とっ!?」

　慌てつつ、俺を攫さらった相手を見ると──

「た、橘たちばな!?　お、おい、何だよいきなりっ!?」

「黙ってついてきてくれ」

　ついてくるも何も、橘は引っ張る手を放さないため、俺は転ばないようにひたすら後ろ向きで歩く羽目に。

「ここらでいいか……」

　やがて校舎の外へ出たかと思うと、橘はようやく手を放してくれた。

　周囲を見回せば、木々や芝生の緑が目に入る。

　どうやら裏庭まで連れてこられたようだ。

「どうしたんだ、橘。何か用──なんだよな？　……まあ俺もお前に話があるから、ちょうどよかったけどさ」

　まさか攫われるとは思わなかったが。

「あ、ああ……。突然、しかも妙な形でこんなところへ連れてきてすまない」

「いや、それはいいけど用件は？」

「…………」

　用件を尋ねると、橘は無言になってしまう。

　足元へ視線を落とし、俺へ向け直す。それを何度か繰り返した後──土下座した。

「私の早とちりで無礼を働き大変申し訳無い!!　このとおり許して欲しい!!」

　なんと見事なまでの土下座。謝罪中の謝罪とはまさにこの事。

（って、えぇええええええええっっ!?）

　入学一日目、外国人の女の子と同居となる。

　入学二日目、クラスメイトの女の子に土下座される。

　この状況を誰かに目撃でもされたら、注目度が更に上がるだろう。

　……悪い意味で。

　もしかして俺、女難の相でも出てるんじゃないだろうか……。

（いやいやいや、んなこと考えてる場合じゃないだろ!!）

「た、立ってくれ橘！　お前の気持ちはわかったから土下座なんてしなくていいって!!」

　周囲に人がいないことを確認しつつ、立ってくれと橘を促うながす。

「いや、これは私の気持ちだ！　勘違いとはいえ、キミに対して大変失礼な態度を取った自分自身を戒める気持ちを表しているのだ!!」

「表さなくていいから立ってくれ!!」

「断る!!」

　一瞬の間も置かず拒否された。

　……俺、謝罪を受けてるんだよな？

「えーい、それじゃあ……」

「なっ……!?」

　傍から見たら、橘たちばなが正座をして俺を見上げていた構図。

　その橘の目線の高さに、俺の目線を合わせる。

「な、何な故ぜキミまでが正座をするのだ!!」

「人と会話をするときは、目線を同じにして話せと教わらなかったのか？」

「むう……。確かに……」

　呆あつ気けに取られたためか、少し落ち着いた様子で頷うなずく橘。

　しかし傍から見ると、裏庭で何故か正座をして向き合う男女。

　もしこの状況を誰かに見られたのなら、どんな風に思われるのだろうという思考はこの際置いておくことにする。

「とりあえず、橘の言いたいことはわかった。……で、誤ご解かいだってわかってくれたのなら、俺の言いたいことも言う必要がなくなった。というわけで、この件は終わりにしようぜ」

「そうはいかない」

「何故だ……」

「私が納得していないからだ」

　本当に俺は謝罪されているんだろうかと疑問が湧く。

「じゃあどうすれば納得するんだよ……」

「簡単なことだ。私にキミを侮辱した罪を贖あがなわせて欲しい」

　そんなこと言われても、どうすればいいんだよと聞き返すと──

「殴ってくれ」

「そんな趣味ないんだが……」

「ど、どういう趣味だっ!!　キミは変態か!?」

「だからそんな趣味なんてないって言ってるだろっ」

「あ……。そ、そうだったな。すまない、つい……」

　激げき昂こうしたり落ち込んだりと忙しいな。

　今朝からのやり取りでなんとなく察してはいたが、橘は基本的にマジメなんだろう。

　そのマジメさが今はマイナスに働いているわけだが。

「とにかく。俺は橘を殴るつもりは無いっての」

「いいや殴ってくれ！　武門の娘として生まれし以上、他人に恥をかかされたら必ず汚名をそそぎ、他人に恥をかかせたら相応の罰を受けねばならぬのだ!!」

　武門の娘──そう口にする以上、誇りとか屈辱を大いに気にするタイプってことか。

（また厄やつ介かいな話になったな……）

　これは、どうあっても自分の納得する形になるまで終わらせる気が無いだろう。

　……だからと言って、はいそうですかと受け入れ、女の子に手を上げるなんてことは絶対にしたくない。

（どうしたものかな……）

「さあ、九ここの重え。私を殴れ!!」

「…………。わかった、じゃあ目を瞑つぶって歯を食いしばれ。一発、きついの行くぞ」

「──っ！　わ、わかった。……さあ来い！」

　しばらくこの状況を終わらせる方法を考え──結局、橘たちばなの言う通りにすることにした。

　目を閉じる橘。その顔は緊張で強張りつつも、ある種の覚悟が感じられる。

　こういう状況でも無ければ、目の前で女の子が目を瞑るなんて展開にドキドキしたのだろうか。

（さて、と……）

　小さくため息をつくと、俺は橘に──

「──っ!!」

　ぺしっと軽くデコピンをした。

「よし、ベタなやり方であれだけど、これで終了な」

「なっ!?　こ、この程度で終わりなどとは──」

「さっき俺は一発と言って、橘はわかったって答えた。つまり約束が成立したってことだ。橘は武門の人間なんだろ？　自分が納得いかないからって、約束を反ほ故ごにするつもりか？」

「うっ……。そ、それは……」

「というわけで朝の件はこれで終了な」

「し、しかし……」

　言いくるめられ、納得のいかない様子の橘に俺は再びため息をついた。

「あのな。お前が納得したいがために俺に殴らせて、それで俺がどんな気持ちになるか考えてないだろ」

「九ここの重えが……？」

「試合だったら話は別だけど、そうでも無い限り女の子に手を上げたくない。もし橘の言う通りにしたらお前は納得するだろうけど、今度は俺が納得いかなくなる。だから、今のは俺にとって精一杯の譲じよう歩ほってことだ」

「だ、だが私は武門の娘として──」

「知るか。俺にとって、橘は女の子ってことが一番最初に来る」

「女の、子……」

「さて、それじゃあそろそろ戻ろうぜ。午後は外で体力強化訓練だろ。急がないと遅刻しちまうぞ」

　そう言って立ち上がり──橘へ手を差し出す。

　だが、橘は何やらぼうっとした表情を浮かべたままに、俺を見上げるばかり。

「足でも痺しびれたのか？」

「こ、この程度で足が痺れるはずがなかろうっ」

　ふいっとそっぽを向きつつも、橘は俺の手を取り立ち上がった。

「よし、行こうぜ」

「そうだな」

　頷うなずき、俺と並んで歩き始める橘たちばなが、校舎に入るところで口を開く。

「九ここの重え」

「ん？」

「キミは……変な男だな」

（どっちが変なんだか）

　とため息をつきつつも、橘が浮かべた微笑ほほえみに対し感じたことを伝える。

「あ。そっちの方がさっきよりいいと思うぜ」

「そっち、とは？」

「しかめっ面をしてるよりも、笑ってる方が可愛かわいいと思うってことだ」

「なっっっ!!?」

　妹──音おと羽はも、笑うととても可愛かった。

　それを思うと、やっぱり女の子は笑った方がいいと思う。

　音羽にもそう言うとはにかんだ姿をよく見せてくれたものだ。

　なのに──

「バ、バカかキミは!?　どういう神経をしていたら、臆面もなくそんなことを口に出来るのだ!!　やはりキミは変な男だなっ!!」

　何な故ぜか橘は顔を真っ赤にして怒鳴ったかと思うと、早足で歩き出してしまう。

「お、おい。どうしたんだ、橘？」



    

  
    
      



    

  
    
      

「う、うるさい、ついて来るな！」

「いや、行く場所同じだし……」



　午後の授業──いよいよ初めての体力強化訓練が始まるということで、俺たちは体操服に着替えて校門前へと集合していた。

　体力強化と言われているものの、その内容は聞かされていないため、クラスメイトの誰もがどんなことをやらされるのかと期待と不安が半々といった様子だ。

　ただし──

「さてさてさてーっ☆　今日からしばらくは体力強化ってことでマラソンだよー♪」

　と、月つき見み先生が宣言した直後、ほとんどのやつが嫌な顔をしたわけだが。

　とはいえ、体力強化をするにあたってもっとも単純かつ効率がいいのは、走ることだというのも確かだ。

「ま、しばらくは軽めにいこっか。ってなわけで学園の周りをじゅっしゅーう♪」

「……十周って、結構距離がないか？」

「ふんっ、一周四キロといったところだな」

「なるほどな……って、ほとんどフルマラソンじゃないか」

　トラの返答にげんなりする。

　身体能力が超化されているとはいえ、フルマラソンとほぼ同じ距離となると相当きついであろうことは想像に難くない。

　しかも学園の外周はアップダウンも激しいともなれば、厳しさはそれ以上かもしれない。

「よ、四十キロも走るの……？」

　俺とトラの会話を耳にし、隣にいた豊満な胸の膨らみを持つ女子──穂ほ高たかが不安そうに呟つぶやく。

「もしかして長距離が苦手なのか？」

「えっ？　あ……う、うん……」

　一瞬、俺の顔を見て表情を強こわ張ばらせる穂高。……ちょっとショックだ。

（女子校出身で男が苦手って言ってたし、仕方ないか……）

「走るの、苦手だから……。得意なことなんて無いけど……」

　か細い声で言った後、大きなため息をつく穂高。

「どれくらいきついかはわからないけど、《黎明の星紋ルキフル》で基礎体力も上がってるんだし、これまでの自分を基準に考えなくてもいいんじゃないか？」

「そ、そうかな……？」

「ああ。それに四十キロが軽めって言ってるわけだし、今の俺たちでも十分走りきれる距離ってことじゃないか？　もし今日は走りきれなかったとしても、これからしばらくは毎日走らされるみたいだし、そのうち慣れて完走できると思うぜ」

「慣れる、かな……？」

「ああ、絶対に慣れる。俺も昔は走るのが苦手だったけど、毎日走ってたら自然と体力がついたからな」

　正確には毎日走らされた、だが。

　子供の頃を思い出し、懐かしさについ口元が緩む。

「そっかぁ……。そうだよね、超化されてるんだよね。……が、頑張ってみる」

　多少なりとも気持ちが前向きになったのか、胸元でぐっと両手を握る穂ほ高たか。

　その際、ボリュームたっぷりの胸が形を変え、正視できずに視線を逸そらしたのだが──

　逸らした先にはユリエがいて、体操服姿で白い太ももを露あらわにした姿を目にして昨夜の件を思い出してしまう。

　おかげで俺は、再び別の方向へと視線を動かす羽目となるのだった……。



「はぁっ……はぁっ、ん、はぁっ……は、ふはぁっ、はぁっ……」

　俺のゴールより遅れること二十一分。ユリエが十周を走り終えた。

「お疲れ、ユリエ。これ、ゆっくり飲んどけ」

「ありがと……ござい、ます……」

　渡したのは、ゴールで用意されていたスポーツドリンク。

　受け取ると、俺に言われたとおりにゆっくりと口に含むユリエ。

「おいし……です……」

　こくこくと喉を鳴らし、しばらくするとユリエは大きく息を吐いた。

「大丈夫か？」

「ヤー……。大変、でした……」

（体力は見た目通りなんだな）

　あれだけの身のこなしができても、小柄なだけあって体力はあまり無いようだ。

　とはいえ女子だけなら二位、男女込みでも八位でゴールなら十分な速さだが。

（それにしても、《黎明の星紋ルキフル》の恩恵ってのはすごいもんだな）

　学園の外周路はアップダウンの高低差もさることながら、海に面した埋め立て地ということもあって吹き付ける風が強く、走るのはかなりきつかった。

　だが、そんなコースだというのに、タイムは二時間程度──フルマラソンの世界記録とさほど変わらないと考えると、体力も相当超化されているとわかる。

　ちなみに──

「ほらほら、そこで寝転がらないー。体を動かした方が蓄ちく積せきされた乳にゆう酸さんの分解が早くなるんだよー。というわけでスタンダーップ☆」

　パンパンと両手を打ち合わせている月つき見み先生も俺たちとともに走ったのだが、誰よりも速く、しかも全員に周回差をつけて走りきっていた。

「さすが卒業生。俺たちよりも《位階レベル》が上とは聞いていたけど、まさかこれ程の差をつけられるとは思わなかったな……」

「まったくだ」

　女子トップの橘たちばなが呟つぶやき、それに同意する。

「…………」

「な、なんだよ？」

「べ、別になんでもない……！」

　無言でジト目。それについて聞くと、ふいっと顔を背けられてしまう。

（さっきのことでまだ機嫌悪いのか……）

　橘は否定していたが、なにかしら機嫌を損ねたままらしい。

（別に変なことを言ったつもりは無いんだけどな……）

　武門の娘は笑顔を見せてはいけないとか、妙な決まり事があるのかもしれない。

　少なくとも、嫌われたという雰囲気では無さそうだが。



　それから三十分程が過ぎ──月つき見み先生が唐突に放課後宣言をする。

「うーん、戻ってこないなぁ。待ってるのも飽きたし、ＨＲホームルームは無しってことで今日の授業はしゅーりょーん☆　きりーつ、礼、ちゃくせーき。みんな、明日も遅刻しないよーに。バイバーイ♪」

　天てん真しん爛らん漫まんを絵に描いたような担任は、呆あつ気けに取られる俺たちへひらひらと手を振りつつ校内へと戻っていってしまう。

「む、無責任な……」

「ふんっ、まったくだ。確かに能力は問題無いようだが、性格には問題があり過ぎだな」

　呆あきれるトラに頷うなずき返し、さっきまで走っていたコースへと目を向ける。

　遠目に二人ほど見えはするが、その後ろにはまだ何人かがいるはずだ。

　そして戻って来ていない内の一人に、長距離が苦手だと口にしていた穂ほ高たかが入っていた。

（大丈夫かな、穂高のやつ……）

　途中で三度追い抜いたのだが、最後に見た時は歩いていた。

　声を掛けはしたものの、それが届いているかどうかはかなり怪しかったと思う。

　──結局、穂高が戻って来たのは黄昏たそがれ時どきとなり、ゴールと同時に疲労で倒れてしまった。

　この日の夜、穂高はダウンしたままということで夕食の席には姿を見せず──

　その際、まだ顔と名前が一致していないクラスメイトが二人、退学届けを出したと聞き、穂高は大丈夫だろうかと俺は気になったのだった。



「う……」

　風呂から上がると、ユリエがちょこんと正座をしてテレビをじっと観ていた。

　先にシャワーを浴びたユリエは、昨夜と同じく上半身のみのパジャマ姿。

　白くすらっとした足が視界に入ると目のやり場に困り、なんだか悪いことをしている気分になってくる。

「どうかしましたか、トール？」

「い、いや……。それよりユリエ、何を観てるんだ？」

「日に本ほん全国桜の旅です」

　動揺を隠しつつ聞くと、どうやら桜の名所紹介番組を観ているらしい。

　そんなユリエを横目に、俺はケトルのスイッチを入れる。

　気持ちを落ち着けるためということで、わざわざ自分で持ち込んだくらい好きなアップルティー（ただし粉末タイプ）を飲むためにだ。

「ユリエもアップルティーを飲むか？　インスタントだけど」

「ヤー。いただきます」

　返事を聞いて、ものの一分もしないうちにケトルからシュンシュンとお湯の沸騰する音が聞こえてくる。

　やがて沸いたお湯を注ぎ、熱々のアップルティーの入ったカップをテーブルへ置く。

「ヤケドしないようゆっくり飲むんだぞ」

　しかし──

「──っ!!」

　テレビに集中し過ぎる余りに俺の忠告は上の空だったようで、ユリエはカップに口をつけた瞬間、びくりと体を震わせた。

「大丈夫か、ユリエ」

「ヤ、ヤー……」

　僅わずかに眉尻が下がり、シュンとなった様子で頷うなずくユリエ。

　その後、ふうふうとアップルティーを冷ましながら口にしている姿を微笑ほほえましく見ていると──

「トール？　どうかしたのですか？」

「いや、何でもない」

「そうですか。……トールも一緒に観ませんか？」

「ああ、そうだな」

　ユリエの誘いを受け、隣へと腰を下ろすと一緒になってテレビを見始めた。

　昨夜とは大きく変わり、穏おだやかな時間が緩やかに流れていく。

（悪くないよな、こういうのって……）

　これまでは想像すらしなかったこの状況──

　こうして異国の少女と並んでテレビを観ているということがなんだか不思議で、おかしくもあり、心地よくもあり──その穏やかさが酷ひどく懐かしかった。

「綺き麗れいですね……」

　画面が移り変わり、新しい名所が紹介されると、ユリエが感嘆のため息をつく。

「ユリエの国に桜は咲いてないのか？」

「ナイ。ありません。なのでこうして見ることが出来て嬉うれしいです」

　見ると言うより観る、なのだろうが、それでもユリエはどことなく嬉うれしそうな様を──うっとりとした表情を浮かべていた。

（こんな表情もするんだな……）

「そう言えば……。こうしてってことは、直接は見たことは無いんだよな？　……だったら校内にも咲いてるみたいだし、明日の朝見に行ってみないか？」

「……桜が咲いているのですか？」

「ああ、遠目だけど確かに桜だった。まあテレビみたいに立派な桜並木ってのは期待出来ないだろうけど……どうする、ユリエ？」

「ヤー。行きます……」

　こくこくとユリエが頷うなずき──

「とても楽し、み……です……」

　そう言い終えると、俺へ寄り掛かるようにして肩に頭を乗せてきた。

「──っ!?」

　突然の行為に、思わず声を上げそうになる程驚く。

　さらさらの髪が頬ほおを撫で、シャンプーのいい香りが漂ってくる。

　密着した部分からは体温が伝わって来て温かい。

　香りに、温かさに緊張が高まり、胸の鼓動が高まっていく。

（えっ、ちょっ、ユリ、えぇええええええっっ!?）

「ユ、ユリエ、どうしたんだ……って、あれ？」

　時差ボケ、再び。

　ユリエはすぅすぅと穏おだやかな寝息を立てていて、その姿に俺は緊張から解き放たれ、大きな大きなため息をつく。

（うっとりしてたんじゃなくて、ただ眠かっただけだったのか……）

　こうして銀色の少女は二日続けて俺の心を乱しつつ、安らかに眠りについたのだった。



　　　　◇



「う……ん……」

　穂ほ高たかみやびが目を覚ましたのは、日付が変わる直前だった。

「目が覚めたか、みやび」

「巴ともえ……ちゃん……。わた、し……？」

　いつ自分が気を失ったのかではなく、気を失ったことすらわかっていないみやび。

　橘たちばな巴はそれを察し、無理に起き上がらなくていいと手で制する。

「極度の疲労によるものらしい」

　みやびは少しずつ自分がどんな状況で倒れたのかを思い出してきた。

「全然ダメだね、わたし……」

「……そんなことはない。いくら《黎明の星紋ルキフル》で超化されたとはいえ、あの距離は私でもかなり厳しいものだ。みやびはもともと体を動かすことに慣れていないのだろう？　それならば、自分がダメだなどと最初から否定をしない方がいい」

「そっか……」

　巴ともえは本心から言ったのだが、みやびには気休めにしか聞こえなかった。

「もう少し休んでおくんだ。テーブルへおにぎりを用意しておいたから、腹が空いたなら食べてくれ」

「う、うん……。ありがとう、巴ちゃん……」

　礼を言い、みやびは目を閉じる。

　けれどその胸中では今日の訓練の厳しさと、それに対する自分の能力の低さへの不安が強く渦巻いていた。

（わたし、やっていけるのかな……）



    

  
    
      


■第四章『また、アップルティーを』





「だいぶ散っちまってるな……」

　入学三日目。俺たちは昨晩約束したとおり、朝一番で桜の花を見に行くことにした。

　だが、今年は早咲きだったのだろう。

　残念ながら桜は時期を過ぎていたらしく、緑の葉がだいぶ目立ち始めていた。

「ぬか喜びさせて悪かったな、ユリエ」

「ナイ。それでも綺き麗れいなことに変わりありません」

　青空を背景に薄桃色の花を見上げ、ユリエが呟つぶやくように感想を洩もらす。

　その横顔を見つめ、そして再び桜に視線を戻し──

　ふと妙案が浮かぶ。

「今からってのもちょっと気が早いけど、来年桜が咲いたら今度こそ満開のときに見に来ようぜ。……あ、ここじゃなくても近場の桜の名所へ行くのも有りだな」

「ヤー。ちょっと気が早いことには同感ですが、それは楽しみです」

　桜から視線は外さず、こくこくと頷うなずくユリエ。

「また一緒に見に来ましょう」

「ああ、一緒に──」

（……一緒？）

「どうかしましたか、トール？」

「い、いや……」

（今のって、まさかデートに誘ったとか思われてないよな？）

　確かにユリエは可愛かわいいとは思うが、だからといって恋愛感情があるわけじゃない。

　純じゆん粋すいに、満開の桜を見せてあげたいと思っただけなのだが──

　それは俺の感覚であり、誘われたユリエがそう思うかどうかはまた別だ。

　知り合って三日しか経ってないのにデートの誘いをしてくる軽い男だと思われても仕方がない。

「さ、桜が一番綺き麗れいなときを見せたいだけで、他に意味はないからな？」

「──？」

　慌てて他意は無いと口にするも、ユリエは小首を傾かしげ、小さく鈴が鳴った。

　どうやら昨日の橘たちばなを誤ご解かいさせた件といい、ユリエはその手の話に対しては疎いらしい。

「他に何か意味があったのですか？」

「え、あ、いや……。──っ！　そ、そうだ！　桜を見に来るときはトラや橘たちも誘って行こうぜ……！　み、みんなで来た方が楽しめるだろうし……！」

「ヤー。そうですね、そうしましょう」

　そのまま誤ご魔ま化かしがてらにみんなで一緒に花見に行く話をしていると、幸いにもユリエは他の意味については忘れ去ってくれたようだった。

　ほっと一息ついたその瞬間、一陣の風が吹き抜けた。

　桜の花びらが巻き上げられ、ひらりはらりと空に舞う。

「綺麗、ですね……」

　桜さくら吹雪ふぶきを見つめつつ、ユリエが静かに呟つぶやく。

「そうだな……。だけど満開のときもっともっと綺麗だぜ」

「そうですか……」

「さて、それじゃあそろそろ戻ろうぜ」

　ユリエを促うながし、俺たちは並んで歩き出す。

「……トール」

「ん？」

「来年……約束ですよ？」

「ああ、約束だな」

「ヤー」

　こくこくと頷うなずくユリエ。

　約束をしてまで一年後を楽しみにするその姿に、俺は込み上げてくる笑いを隠しきることが出来なかった。

「──？」



　今日の一時限目はリストを手渡され、それをチェックすることだった。

　リストには新入生全員の写真と名前、武ぶ術じゆつもしくはスポーツ経験があるかどうかと、具現化する《焔牙ブレイズ》についてが記されている。この中から、《絆双刃デユオ》を組む候補を見つけろというわけだ。

「ふんっ、この中で僕のメガネに適かなう者がいるといいんだがな」

「トラが言うとそのままだな」

「ギャグではないっ！」

「ま、それはともかくトラさえよかったら俺と組まないか？」

「む……？」

　俺はリストを見るのもそこそこに、トラへ提案を持ちかける。

「知らない仲じゃないし、悪い話じゃないと思うんだが……」

「悪いだと？　むしろ……──っ!!　ふ、ふんっ。貴様がどうしてもと言うのなら考えてやっても構わないがな」

　なんとなく予想通りの反応だったので、内心苦笑をしてしまう。

「それに、いい加減こいつと同室はうんざりだからな」

　隣の席で机に突っ伏して寝ている男子を指し、トラがぼそりと呟つぶやく。

　この男子はタツと言って、トラ曰いわく体がでかくて筋肉バカで、声もでかくて筋肉バカで、体育会系の暑苦しい筋肉バカらしい。人の話を聞かない大おお雑ざつ把ぱなやつで、細かい性格のトラとは初日から噛かみ合わずに口ゲンカばかりしているようだ。

（まあ、これで《絆双刃デユオ》はトラに決定だな）

　学園側への申請は、土曜日に行うことになっているのでまだ先の話ではあるが、トラの反応からしてほぼ確定だと思って間違いないだろう。

「ユリエはどうするんだ？」

「何人かに声をかけてみるつもりです」

「いい相手と組めるといいな」

「ヤー。ありがとうございます」

　──この後、三、四時限目に運動能力測定を行い、女子ではユリエと橘たちばなが目を見張るような結果を見せ、周囲の注目を浴びていた。

　午後は昨日に引き続き体力強化訓練を行ったのだが──

　その際、穂ほ高たかはまたしてもゴールと同時に倒れてしまう。

「穂高は向いて無さそうだよな」

　誰かがそう呟き、その言葉は俺の耳に深く残るのだった。



　入学四日目の朝。一瞬で目が覚める出来事が起こる。

　カーテンの隙間から入って来た柔らかな陽射しで眠りから覚めた。

（さて、と……。ユリエが起きる前に着替えておくか）

　トラブル防止のため、着替えは脱衣所で。

　初日に決めたルールに従い、あくびをしながら脱衣所へと向かったのだが──

　俺はそこで、先客がいた場合はルールなんてなんの役にも立たないことを知る。

「「…………」」

　先客も目的は俺と同じだったらしく、着ていたシャツを脱いだばかりのようだった。

　自分の顔が引きつるのがよくわかる。

　対して先客──ユリエはというと、目を少し丸くして俺をじっと見つめていた。

　その姿は下着以外は何も無しという肌色率九十％を超えるものだった。

　ただし脱いだばかりのシャツを手にしているおかげで、胸の大事なところがぎりぎり見えなかったのは不幸中の幸いと言うべきか。

　いや、その雪のような白い肌とシャツとの境目に、僅わずかに桃色が見──

「おはようございます、トール」

　底冷えのするような──けれど本人にとってはおそらくいつも通りの──起き伏ふくのない声が、思考が半ばフリーズしていた俺を現実へと引き戻す。

「あ、お、おは、よう。ユリ、エ……」

「よく眠れましたか？」

「あ、ああ……」

「それはよかったです。ところでトールも着替えですか？」

「は、はい。そうです……」

　何な故ぜか口調が丁寧になる俺。

「すみませんが、向こうで少々お待ち下さい。このまま一緒に着替えたり、トールの前で着替えたりするのは恥ずかしいです」

「そ、そうですね……」

　さすがのユリエも頬ほおを染め、俺は引きつった顔のまま頷うなずくと回れ右でリビングへ。

（び、びっくりした……。なんてベタなことしてるんだ、俺は……）

　ユリエが寝ているかどうかを確認しておけば、もしくは脱衣所へ入る前に一応声を掛けてみればよかったと考えるも、後こう悔かい先に立たずとは正にこの事だ。

「お待たせしました」

「──っ!!」

　背後から声を掛けられた瞬間、俺はその場で十センチは飛び上がったと思う。

「ユ、ユリエ、すまない！　今のはその、覗のぞこうとしたんじゃなくて……!!」

「構いません。ただし今後は注意をお願いします」

「は……？」

　今回ばかりは感情を露あらわにして怒られても仕方ないことだったので、ユリエの言葉に対して俺はバカみたいに大口を開けて聞き返してしまう。

「ですから、構いません」

「ふ、不問ってことでいいのか……？」

「ヤー。ただしさっきも言いましたが、今後は注意をお願いします。……恥ずかしいですから」

「わ、わかった。注意する」

「わかって頂けたならこの件は終わりです。それではトール、着替えをどうぞ」

　頷うなずき、脱衣所へ入るなり大きなため息をつく。

（ふぅ、厄やつ介かいなことにならなくてよかった……。今後は約束通り注意しないとな）



《無手模擬戦フイストプラクテイス》──

　本日から始まる授業の一つで、自由組手だ。

　素人が多い新入生に、最初から怪け我がを負うかもしれない組手を行わせるのはどうかと思うのだが、学園側の方針としては技術は教わるだけでは意味が無く、使用してこそ身につくということらしい。

　その模擬戦にて、昨日の運動能力測定で目立っていた女子二人──ユリエと橘たちばなが、再び周囲の注目を浴びることになった。

　息も吐かせぬ連撃を見せる橘。まるで舞うような動きに、驚きと感嘆の声がそこかしこで上がる。

　対してユリエは接近したり離れたりのヒットアンドアウェイを主体にし、自身の速さを有効に使って対抗していた。

「ユリエの動きもすごいけど、橘も負けてないな……」

　ほぼ互角──手数はユリエの方が多いが、それらをほとんど捌さばきながら一瞬の隙をついて攻防を入れ替える橘。

　特に目を惹ひくのは、ユリエの手数を受けきるその防御の優秀さだ。

「ふんっ。さすがは橘流十八芸と言ったところだな」

「橘流？」

「古こ武ぶ術じゆつを主体に様々な武芸に通じている有名な流派だ。実際に見るのは初めてだがな」

「……よく知ってるなあ」

「昨日のリストに書いてあっただろう。何な故ぜ読んでいないのだ、貴様は……」

「《絆双刃デユオ》はトラと組むわけだし、別に他のやつをわざわざチェックしなくてもいいかなぁと……」

　苦笑いをしつつ答えると、トラが頭を抱えた。

　と、そこで組手終了のホイッスルが鳴り響く。

「はいはーい。そこまでー。三分休憩の後、今度は相手を変えてねー♪」

　その宣言に、ユリエと橘は一礼して一言二言交わして組手を止める。

　結局、どちらも決定打を与えることは出来なかったようだ。

「さてと、俺は誰とやるかな……」

　トラに別れを告げ、次の相手を探している途中──ふとユリエの姿が目に入った。

　女子──おそらく次の相手──と話をしているようだが、なにやら様子がおかしい。

　女子が首を横に振り、最後に頭を下げて離れていったのだ。そして今度は別の女子に話し掛けるも、同じように頭を下げられていた。

「ユリエ、相手が見つからないのか？」

「ヤー」

　次は誰に声を掛けようかと悩んでいる様子のユリエへ話し掛けると、心なしか返事に力が無い。

　どうやら今の橘たちばなとの手合わせを見て、怖じ気づかれたといったところか。

（厄やつ介かいな話だな……）

　大半の女子が武術経験なんて無いだろうから、それも当然と言える。

「……ユリエ、俺とやるか？」

「いいのですか？」

「ああ。さっきのを見たら、手合わせをしたくなった」

「…………。ありがとうございます」

　一瞬、目が少しだけ大きく見開かれ、すぐに頭を下げてくる。

　半分はユリエに同情しての誘いだが、もう半分は純じゆん粋すいに言葉通りだ。

　入試と先刻の橘戦を見ても、ユリエは俺よりも速い。

　その速さに、自分がどう対抗出来るかを試したくなったというわけだ。

「さあ、始めようぜ」

「ヤー」

　ホイッスルが鳴り、軽く拳を合わせる。

　チリン、とこんな時でも外さない鈴の音が響いたかと思うと、ユリエが一気に間合いを詰めてきた。

（くっ……！　想定以上に速い!!　直じかに闘やり合うとかなり厄介だな……！）

　見ると手を合わせるとではまったく違い、防戦一方となってしまう。

　怪け我がをさせないために寸止めをしてはいるが、それでもほぼ本気を出しての上で、だ。

　結局、決定打だけは避けられたものの終始圧あつ倒とうされてしまった。

「ふぅ、さすがだな。また手合わせしてくれよ、ユリエ」

「喜んで」

　こくこくと頷うなずくユリエは、どことなく嬉しそうに見えた。

　しかし──その後もユリエが相手探しに苦労をしている姿を見て、ふと思う。

（あんな調子で《絆双刃デユオ》探しは大丈夫なのか……？）

　もしかして上う手まく周囲に溶け込めてないんじゃないだろうかと、少し心配になった。



　夜──夕食も風呂も終え、後は寝るだけ。

　この時間は二日目以降、肩を並べてテレビを観つつのんびり過ごすのが定番の流れとなりつつあった。

　今日は動物特集をやっていて、子ライオンが転がる姿を観て「可愛かわいい……」と呟つぶやくユリエの瞳はどことなく輝いているように見える。

「ユリエは動物が好きなのか？」

「ヤー。特に鳥が──中でもインコが好きです」

　アップルティーの入ったカップを用意しつつ聞いてみると、犬猫といった定番ではない答えが返って来た。

「トールも動物が好きなのですか？」

　逆に質問を返し、じっと俺を見つめる様からしてこれは──期待の眼まな差ざし。

「……嫌いってわけじゃないが、特に好きってわけでもないかな」

　逡しゆん巡じゆんし、落胆させるかもしれないと思いつつも素直に答えることにした。

「そうですか。つまり、一番好きな動物はいないということですよね？」

「ああ、そういうことになるかな」

「それなら、もしペットを飼う場合はインコをおすすめします。羽は綺き麗れいですし鳴き声や仕草が可愛いですしよく懐きますし頭もいいですしもふもふですしもっちりですから」

（もっちりってなんだ？　モチみたいなものか？　羽が生えてるのに？）

「それとですね。インコは──」

　いつものように特に表情が変わることはなく──けれど妙に熱意の籠もった口調でインコについて語るユリエに少々気圧され、俺は頷うなずかざるを得なかった。

「わ、わかった。飼うならインコにしておく……」

「ヤー」

　俺の返事にこくこくと頷くユリエは、なんだか嬉しそうに見えた。

「ところで──」

　そんな中、昼間に気になったことを聞いてみることにする。

「なあユリエ。……えーっと、あー、《絆双刃デユオ》の相手って決まったのか？」

　と言ってもクラスに上う手まく溶け込めてないのかと直接聞くのは躊躇ためらわれたので、多少回りくどい方向でだが。

「……巴ともえに申し込みました」

「そうか。それならよかった」

　どうやら俺の心配はただの杞憂であり、余計なお世話だったようだ。

　橘たちばななら面倒見もいいだろうし、腕も互いに競い合えるレベルだろうからユリエにとっていいパートナーとなるだろう。

「トールはトラとですか？」

「ああ。なんだかんだ言っても、やっぱり付き合いがある分気兼ねなくやっていけそうだしな。……多少、性格に難はあるけど」

　苦笑しつつ、ユリエの前へカップを置く。

「ありがとうございます」

　頷うなずき、アップルティーへ口をつけるユリエ。

　俺もカップに口をつけ、そのまま無言の──けれど穏おだやかな時間を過ごす。

（もうすぐ、こんな時間も終わりだな……）

　たった数日のことだというのに、明日の夜でこの時間が終わりだと思うと、なんだか名な残ごり惜しい気持ちになる。

（初日は緊張ばかりだったのにな）

「──？　トール、何か楽しそうですがどうかしましたか？」

「いや、なんでもない。思い出し笑いってやつだな」

　不思議そうに首を傾かしげるユリエに対し、俺は苦笑して返した。



　五日目、金曜日──今日も今日とて、午後は恒例のマラソンなのだが……。

「遅いな……」

　黄昏たそがれ時どきとなっても、穂ほ高たかがゴールをしていないことに対して呟つぶやく。

　それどころか、校門前から見える範囲に穂高の姿は無い。

（昨日はもっと速く走り終えてたってのに……）

　空の色が変わり始めた頃にゴール。

　それが昨日のことで、しかも倒れて気を失うこともなかった。

　たった数日でも目に見えて変化があったというのに、今日はどうかしたんだろうか。

「みやびのことか？」

　俺の呟きを耳にし、橘たちばなが聞いてくる。

　橘は今日も女子のトップで完走し、今はついさっきゴールしたばかりの女子に酸素吸入器を当てていた。

「橘も……ってルームメイトだもんな。気になって当然か」

「ああ。──もしかしたら、みやびはもう……」

　その先の言葉は聞かなくてもわかる。

　ここ数日、毎日のように一、二人と退学やめていっているからだ。

　入学早々厳しい訓練ばかりだから仕方ないとはいえ、日増しにクラスの人数が減っていくのは寂しく感じる。

　今、橘に介抱されている女子も「もうついていけない……」と弱音を吐いていて、その姿が穂高と被る。

　穂高もそう思っているんじゃないかと想像して。

「…………。ちょっと様子を見てくる」

　それだけ言い残すと、俺はコースを逆走し始めた。

　やがて半周近く回ったところで、座り込んで道路脇の木に寄り掛かっている穂ほ高たかの姿を見つけた。

「大丈夫か、穂高」

「あ……。九ここの重えくん、どうして……？」

　話し掛けると、穂高は力無く顔を上げる。

「なかなか戻って来ないから様子を見に来たんだ」

「あ……。ごめんね、足を捻っちゃって……」

「歩くのは無理そうだな。……乗ってくれ」

「え？」

　穂高に背中を向け、片膝をつく。

　最初はその意味に気付かなかった穂高が、理解すると同時に大慌てで首を振った。

「わわ、悪いよっ！　九重くんだって走った後なのに!!　そ、それにわたし重いからっ!!」

　普段は大人しい穂高も、さすがに慌てたときは声が大きくなるらしい。

「いいから乗れって。休んでれば歩けるようになるものでもないだろ」

「で、でも《黎明の星紋ルキフル》で回復力も超化されてるし……」

「確かにそうかもしれないけど、動けるようになるまで回復を待ってたら真っ暗になって危ないぞ」

　俺がここまで来た時点で日はだいぶ沈みかけていて、あと三十分もすれば夜のとばりが下りるだろう。

　それでもやはり穂高は躊躇したままだ。

　異性が苦手な様子の穂高にとって、おんぶは相当勇気がいることなのかもしれない。

「……俺は別にこのままここで付き合っても構わないけどさ。ただ、あまり遅くなると橘たちばなが心配するだろ」

「あ……」

　少々ずるいかとは思ったが、ルームメイトの名を出したのは効果的だったようだ。

　しばらく迷った後、穂高は頬ほおを少し染めつつ聞いてくる。

「あ、あの……。それじゃあ、お願いしても……いい？」

「ああ、もちろん」

　と力強く頷うなずき、穂高をおぶったまではよかったのだが──

「……大きい」

「えっ、なに？」

「いや、なんでもない……」

　おんぶという体勢上仕方ないとはいえ、押しつけられた二つの膨らみはその特大サイズを惜しみなくアピールしてくる。

　しかも力が入らない穂高は、完全に体を預けてくるわけで──

（う、うわぁああああああああっっ!?）

　初めて知るその柔らかさに、俺の理性は崩壊寸前。

　今にも叫び出しそうなくらい脳内がパニックに陥ってしまう。

（落ち着け俺。別にこんなことをしたくて、おんぶなんて言い出したんじゃないだろ。だから落ち着け、落ち着くんだ、動揺したままだと悟られるぞ……!!）

「あ、あのね、九ここの重えくん……」

「なな、なんだっ!?」

　動揺して声が上擦ってしまうも、穂ほ高たかはそれに気付くどころではなかったらしい。

「わたし、こんなのでやっていけるのかな……？　《黎明の星紋ルキフル》で体力が超化されてるはずなのに走りきれなくて……これから先、ついていけるのかな……」

「穂高……」

　今日のリタイアという結果は、もともと走ることが苦手な穂高にとって精神的に追い打ちとなっていたようだ。

　沈んだ心がそのまま声色に反映され、今にも泣きだしそうに穂高は言葉を続ける。

「昊こう陵りように来れば、何か変わるかなって思ってたの……。でも、やっぱりダメなのかな……。結局、《適性アプト》があるだけで、わたしには才能なんて無いのかな……」

「大丈夫だって。穂高だって試験を合格してここにいるんだろ」

「……試験は相手の人が逃げちゃったの。わたしは足が竦すくんで動けなかっただけ……」

　そうかと返しつつも、穂高の合格理由に納得する。



    

  
    
      



    

  
    
      

（確かに全員が全員、闘って勝ち残ったってわけじゃないんだよな）

　合格者の中には俺や橘たちばなのように武ぶ術じゆつ経験を持つものもいれば、スポーツ経験すら無い者もいる。……そして穂ほ高たかは後者の内の一人だった。

「あ……。ご、ごめんね。昨日今日知り合ったばかりの相手に、こんなこと言われても困るよね」

「辛いって思った時は、口に出した方がいい」

「…………。うん、ありがとう……」

　小さな声。その言葉とともに、穂高は俺の背中に顔を埋めるようにしてくる。

　そのまま、無言でしばらく歩くも──やがて、俺は少し大きな声を出して言う。

「木の長きを求むる者は、必ず根元を固くす」

「えっ……？」

　びくりと震え、顔を上げる穂高。

「俺に武術の基礎を教えてくれた師匠が好きだった諺ことわざだ。武術的に言えば、強くなりたいなら基礎を疎おろそかにするなってことだな」

「九ここの重えくん……」

　言いながら、皮肉だと思う。

　俺自身がその言葉と真逆に進んでいるくせに、と……。

　たとえ《適性アプト》があろうとも、《黎明の星紋ルキフル》という外の《力》を求めた時点で俺にはこの言葉を口にする資格は無い。

　けれどそれでも穂高を励ましたいと思った時、最初に浮かんだのがその言葉だった。

「自分にふがいなさを感じる気持ちはわかる。だけど《力》ってのは一朝一夕で身につくものじゃない。だから今はキツイかもしれないけど、走って走って走り続けるべきだと俺は思う。体力ってのは走れば走っただけつくんだぞ。そこに才能なんて関係無いんだ」

「才能なんて……関係無い……」

「頑張れ──なんて無責任なことは言わないし言えない。ただ、諦める前にもう少しだけ走ってみるのもいいんじゃないか？　才能なんて無くても、きっと変われると俺は思うぜ。何よりも──」

「何よりも……？」

「穂高がいなくなるのは寂しい」

「こ、九重くん……」

　この様子だと、穂高は近いうちに退学やめてしまうだろう。

　せっかく知り合えたのに、それは寂しいと思った。

　思ったからこそ、その気持ちを素直に伝えた。

　いま伝えなければ、穂高と話す機会はもう訪れないだろうと感じたから……。

「…………。……九重くんは、走るの苦手だったんだよね？」

「ああ、苦手だったな」

「今日は何位だったの？」

「一位だった」

「毎日一番だよね……」

「毎日走って体力つけたからな」

「…………。わたしも──九ここの重えくんみたいに速く走れるようになれるかな……？」

「……それは保証できないけど、毎日走ってれば今より速くなるのは確かだな」

「そ、そういうときは『絶対に速く走れるようになれる』って言うべきだと思うよ……」

「あ、わ、悪い……」

「ふふっ、いいよ。許してあげる」

　背中から、くすくすと笑い声が聞こえてくる。

「…………。あのね、九重くん。わたし、頑張ってみる。もう少し走ってみる……」

　そう言って、穂ほ高たかがきゅっと抱きついてきた。

「──っ!?」

「ありがとう、九重くん……。九重くんって、あったかいね……」

「そ、そうか？」

「うん、あったかいよ……」

　押しつけられた柔らかな膨らみに、心臓がバクバクいって体温が上がってるせいじゃないだろうか。

　ただ、このとき俺は、穂高の顔は見えなくはあったが、それでも微笑ほほえんでいるんだなとなぜか確信を持った。

　と同時に、もう大丈夫という確信も持つのだった。

　そのまましばらく歩いていると、やがて遠目に迎えに来たユリエと橘たちばなを見つけ、穂高が大きく手を振った。



「それじゃあ、今日までお疲れさん」

「ヤー。お疲れさまでした」

　夜──アップルティーの入ったカップを手に、乾杯をする。

　テーブルの上にはクッキーその他、お菓子が少々。

　始めるのはお茶会。正式な《絆双刃デユオ》が決定する前の最後の夜ということで、ささやかなお別れ会を開くことにしたってわけだ。

「美味しいです」

「インスタントだけどな」

「ナイ。美味しいものは美味しいです」

「それならよかった。またいつでも飲みに来てくれ」

「……いいのですか？」

「ああ、別に来ちゃいけないって寮りよう則そくは無──」

「──？」

　途中で言葉を止めた俺にユリエが小首を傾かしげる。

　ただでさえ俺との同居で目立っているのに、《絆双刃デユオ》が決まって別々の部屋となってからも訪れていたら、要らぬ誤ご解かいをされる気がする。

「トール、どうかしましたか？」

「ああ、えーっと、予備の詰め替え分があるからそれをやるよ」

「いいのですか？」

「今度の同居人──橘たちばなにも勧めてくれ」

「ヤー」

　こくこくと頷うなずくユリエを見て、なんとなくだが喜びが伝わって来る。

　たった数日とはいえ近くで過ごしたおかげか、感情の機き微びが多少だがわかるようになった気がする。

　けれどそんな生活も互いにパートナーが見つかった以上、今夜で終わりだ。

　結局、トラはなんだかんだ言いつつも、俺と《絆双刃デユオ》を組むことにしてくれた。

　今朝、「ま、まだ貴様の相手が決まっていないのなら組んでやってもいいぞ」と態度はでかく、しかし大変言い辛そうにトラから話を振ってきたのだ。

　つまり明日から俺はトラと同じ部屋に、ユリエは橘と同じ部屋となり、この心地よい時間も今日限りというわけだが──

　それを思うと、少しだけ寂しい気持ちになってしまう。

「「……………………」」

　そんなことを考えていたら会話が止まり、部屋の中が静かになってしまった。

　静けさの中、そのまましばらく過ごし──やがて、先に口を開いたのはユリエだった。

「トール」

　カチャリと音を立ててカップをソーサーへ置き、ユリエが俺をまっすぐ見る。

「短い間ですが、ありがとうございました」

「ああ、こっちこそな。ユリエ、何か困ったことがあったらいつでも言ってくれよ」

「……ヤー」

　ユリエが頷く。

「…………」

「トール？」

「あ、いや……なんでもない」

　気のせいだということにした。

　頷いた瞬間のユリエが、どこか寂しそうに見えたのは──きっと気のせいだ。



「ではでは《絆双刃デユオ》のパートナー申請は、今日の夕方六時までに事務局へ届け出ること。それを過ぎたらよっぽどの理由がない限り卒業まで変更がきかないから、パートナーとは仲良くやるよーに。うさセンセとの約束だぞっ☆」

　土曜日──ＳＨＲシヨートホームルームでの最後の通つう達たつが終わり、放課後を迎えると、組むと決めた相手とともに、続々と教室を出て行くクラスメイトたち。

「俺たちも行くか、トラ？」

「ふんっ、後でいいだろう。わざわざ行列に並ぶなど時間の無駄だ」

「じゃあ昼メシを食ってから行くか」

「ああ、そうするぞ」

　学食へ向かうため、俺たちは教室を出る。

（そういえばユリエは──）

　と教室を振り返るも、既に登録に行ったのか、橘たちばなともども姿は見えなかった。



「いい加減にしてそろそろ行こうぜ」

　もうすぐ日も傾こうかという頃、食後の腹ごなしと始めた卓球を終わりにして登録へ行こうとトラを促うながす。

「ふん、そうだな。時間に間に合わなくて組めなかったでは笑い話にもならん」

「……トラがもう一ゲームもう一ゲームってずっと言ってて、終わらなかったからだろ」

「この僕が、たかが卓球ごときで貴様に負け越すわけにいかないだろっ」

「たかが卓球ごときならムキになるなよ……」

　とはいえ、俺も勝ち越されてたまるかと、かなりムキになっていたのは確かだが。

「そういえば透とお流る。貴様の同居人は誰と組むことにしたんだ？」

「橘とみたいだ」

「ふむ。橘か……。それは手合わせしてみたい《絆双刃デユオ》だな」

「まったく、トラらしいな」

　パートナーが決定したら、《絆双刃デユオ》同士──しかも《焔牙ブレイズ》を使った模擬戦があるという話を聞かされているため、トラの気持ちがよくわかる。

　速さのユリエと守りの橘。

　あの組み合わせと手合わせをした場合、今の自分でどこまでやれるだろうか……。

　成さねばならぬ目的はあれど、それとは別の純じゆん粋すいな楽しみへ密かに心が躍る。

「ふんっ、貴様もらしいぞ。顔が笑っている」

「ははっ、まあな」

　そのまま雑談や他の《絆双刃デユオ》を組むだろうやつらの話をしつつ、事務局へ到着する。

　幸いというかこの時間なら当たり前というか、登録をしている生徒は誰もいなかった。

　俺は事務局の窓をノックし、中でパソコンをいじっていた事務員へと声を掛ける。

「すみません、《絆双刃デユオ》の登録をしたいんですけど」

「はーい。それじゃあここに学生証を出して下さい」

「学生証？」

「学生証に《絆双刃パートナー》の名前も登録するんですよ」

　なるほどと納得し、学生証を取り出そうとしたその時──

「九ここの重え、それにトラも……。いま登録か？」

　聞き覚えのある声に名を呼ばれ、振り返るとそこには橘たちばなが立っていた。

　その横に立つのは──

「こ、こんにちは、九重くん……」

「橘、それに穂ほ高たか。こんなところでどうしたんだ？」

「こんなところとは何だ。キミたちと用件は同じだと思うぞ」

「わ、わたしたち、《絆双刃デユオ》の登録に来たんだけど……」

「《絆双刃デユオ》の……？」

　どういうことだ？　橘は穂高と《絆双刃デユオ》になるだって……？

　予想外の言葉に、疑問符が脳内を埋め尽くす。

（だけどユリエは確かに……）

　確かに？

　本当か？

　思い出せ、あのときユリエは──

『巴ともえに申し込みました』

「──っ!!」

　そうだ、橘と組むことになったなんて一言も言っていない。

「橘！　ユリエは!?　ユリエは誰と組むことになってるんだ!?　お前に申し込んだんじゃなかったのか!?」

「ユリエ？　確かに《絆双刃デユオ》を申し込まれはしたが、私はみやびと組むからと断ったぞ」

　断られた？

　だったらユリエは誰と組むつもりだったんだ？

　ユリエが《絆双刃デユオ》を組みそうな相手は？

　──いない。

　入学後、ユリエが誰かと親しく話をしていた姿なんて、橘と穂高以外に見たことがない。

（そういえばあの時も──）

《無手模擬戦フイストプラクテイス》の時、相手を探すのに苦労していた姿を思い出す。

「──っ!!　すみません！　まだ《絆双刃デユオ》の申請をしてないのは誰ですか!?」

「え、えーっと──」

　俺の剣けん幕まくに驚きつつも、事務員はまだ登録が済んでいない名前を口にする。

　男子は俺とトラ、タツの三人。女子は橘、穂高、そして──ユリエ。

「ユリエは……誰とも《絆双刃デユオ》を組んでいない……？」

　それどころか、このまま俺たちと橘たちが登録を済ませば、ユリエは唯一パートナーがいないタツと自動的に組むこととなる。

（どういうことだ？　どうして言ってくれなかったんだ!?）

　もしも……。

　もしも俺がユリエの立場だったら──言わない。

　目の前の相手を心配させるようなことなんて言えるわけがない。

　昨夜、ユリエが頷うなずいたときに感じたことは──寂しさを浮かべたように見えた気がしたのは、これが理由だったんだ。

　次いで、ここ数日ともに過ごした中で見せた様々なことが浮かんでは消えていく。

　技を教えて欲しいと身を寄せてきたところが。

　子ライオンを見て可愛かわいいと口にしたところが。

　熱心にインコを薦めてきたところが。

　不可抗力とはいえ、着替えを覗のぞかれて頬ほおを染めるところが。

　俺や橘と手合わせをした際に見せた厳しい表情が。

　アップルティーを美味しいと言ったところが。

　桜さくら吹雪ふぶきが風に舞う様を、綺き麗れいだと口にした姿が。

　そして最後に──

　入学式の夜、ユリエの浮かべた涙を思い出す。

（俺は──）

　あの涙を見て、何を思った？

（ユリエの力になりたいと思っただろう!!）

　次の瞬間、俺は弾はじかれたかのように走り出す。

「透とお流るっ!?」

　超化された脚力は、あっと言う間にトラの声を遠くのものとしてしまう。

「ユリエ、ユリエ……!!」

　銀色の少女の名を口にしながら、その姿を思い浮かべながら、一目散に寮へと走る。

　しかし──部屋にユリエの姿は無かった。

「どこに行ったんだ……」

　部屋を飛び出し、寮の中を探し回る。

　人を見かけたらユリエを見なかったかどうかと聞くも、誰一人として見かけていない。

　寮内の施設全てを回り、教室へ戻ってみても、ユリエの姿はどこにも見つからない。

（まさか校外へ？　いや、平日は外出禁止のはずだ）

　捜す。

　捜して捜して捜し回る。

　ユリエの名を呼びながら。

　けれど、銀色の少女の姿を見つけられぬまま、時は無情に過ぎていき──

　蒼天は黄昏へと移り変わり、学園の敷地中央へそびえ立つ時計塔が十七時を告げる。

　鳴り響く鐘の音に焦あせりを憶おぼえ、時計塔へ目を向けたその瞬間──

「──っ!!」

　そこに動く影を見つけ、息を飲む。

　それが人なのかどうかを峻別できずとも、風になびく銀の光を目にした途端、俺は走り出した。

　塔へ辿たどり着き、上階へ通じる扉を開け、階段を駆け上がる。

　駆け上がった先は大きく開け、広間のようになっていた。

　見上げれば、天井からは巨大な鐘が吊られている。

　外からは夕陽が射し込み──その光の中で、銀色の少女が高天を見上げていた。

　茜空に銀色の髪シルバーブロンドをなびかせて。

　まるで空へ還りたいと願う天使のように……。

「……捜したぞ、ユリエ」

「トール……」

　チリン、と鈴の音を鳴り響かせてユリエが振り返る。

「どうかしましたか？」

「どうかしたじゃない……。どうしてだ……。どうして橘たちばなと《絆双刃デユオ》を組めなかったことを言ってくれなかったんだ……!!」

「…………」

　少しきつめの口調に、ユリエが答えを拒むかのように瞳を閉じる。

「話してどうにかなる事でもありませんでしたから……」

　確かにその通りだ。

　言えば俺を困らせただろう。

　俺はトラと《絆双刃デユオ》を組む、そう伝えていたのだから。

　だが、それでも──

「それでも俺は、言って欲しかった」

「……どうしてですか？」

「俺は──」

　あの涙を見た時に、誓った。

「俺は、ユリエの力になりたいからだ」

「トール……」

　深紅の瞳ルビーアイが動揺する。

「だから──」

　手を、差し出す。ユリエへ向かって。

「俺と《絆双刃デユオ》を組もう、ユリエ」

「トー……ル……？」

　ユリエはその意味をすぐには理解できなかったらしく小首を傾かしげるも、やがて察し困惑した表情を浮かべた。

「ですが、トラは……」

「あいつはわかってくれるさ。長い付き合いだからな」

「……でも私はトールに迷惑を掛けたくは──」

「何度でも言う！」

　ユリエの言葉を遮り、俺は自らの誓いを、望みを再び口にする。

「俺はユリエの力になりたい。迷惑だとか気を使わないで俺を頼ってくれ。いや、頼って欲しいんだ!!　だからユリエ──」

「トール……」

「俺の《絆双刃パートナー》になってくれ！」

　心から口にした思いが時計塔へ、高天へと響き渡る。

　その思いは──ユリエの心にも届き、響く。

　ユリエが一歩前へ踏み出す。

　踏み出し、その小さな手を俺の手に重ね──

「ヤー」

　いつものように頷うなずきつつ──

　ユリエが笑った。

　初めて見る笑顔。



    

  
    
      



    

  
    
      

　それは小さな微笑ほほえみではあったが、とても魅力的で──

　束の間、俺は言葉を失ってしまうのだった……。



　　　　◇



「よし、これで登録完了だな」

　事務員から返って来た学生証には互いの名前が記されていた。

　この瞬間から、透とお流るとユリエは正式に《絆双刃デユオ》となったことになる。

　事務員の話では、異性で《絆双刃デユオ》を組むのは昊こう陵りようで初めてのことらしい。

　創立から何年も過ぎているのに自分たちが初めてだと思うと、ユリエは透流との不思議な縁を感じざるを得なかった。

「じゃあ、改めてよろしくな、ユリエ。……あと、今後は困ったことがあったら必ず言うんだぞ。今日からは正式なパートナーなんだからな」

「ヤー」

「よしよし」

「あ……」

　頷うなずくユリエの頭を、透流がまるで愛し子へ接するかのように撫でる。

　くすぐったいとユリエは思う。

　それと同時に、温かく大きな手が父を思い出させる。

　その温もりは、透流の手が離れた後でも残っているように思えた。

　ユリエは透流の見ていないところで、撫でられた部分に触れ──静かに微笑む。

「それじゃあ戻ろうぜ。俺たちの部屋へ」

「ヤー。そうですね。そして──」

　透流の言葉にユリエは頷き、これまでの日常が再び始まるのだと改めて意識させる提案を口にした。

「また、アップルティーを」



    

  
    
      


■第五章『約束、だよ』





《絆双刃デユオ》の登録を済ませ、夕食の席で橘たちばなたちへその報告をした後──

　部屋へ戻り、しばらくしてのことだった。

「トール。……お風呂へ入りませんか？」

「ん？　いつものようにユリエが先に入っていいぜ」

「…………」

　ユリエが首を振り、言葉を続ける。……何故か頬を染めて。

「一緒に入らないのですか？」

「ぶーっ!?」

　アップルティー吹いた。

「ユユ、ユリ、ユリエ────ッ!?」

　突然の爆弾発言に、当然の事ながら俺は驚くばかり。

　ちらっ……ちらっ……。

　一方、ユリエは視線を下に向けたり俺に向けたり。

（い、一緒に風呂ぉ!?　それってつまり二人で湯船に浸かるってことで、お互い裸──いやいやヤバイって！　せめて水着で……って持ってるわけないだろ！　……いやいやいやそういう問題じゃなくて!!）

　と、大混乱した後、ようやく本人に直接問えばいいと思い当たる。

「な、なあユリエ……。俺の聞き間違えじゃなければ……い、今、一緒に風呂へ入らないのかって言わなかったか……？」

「……ヤー」

　チリン、と鈴が鳴り、ユリエの首が縦に動く。

　その頬ほおはやはり朱に染まっていて、自分が何を口にしたのかは理解しているようだった。

「ど、どうしていきなりそんなことを言い出したんだ……？」

　爆弾発言に動揺を隠せないまま尋ねると、想定外の答えが返って来た。

「《絆双刃デユオ》を組んだ後はお互いをより深く知り、絆を強くするためにもできる限り一緒の時間を過ごすこと、と校則にありますので……」

（そう言えばそんなこと言われたな！）

「いやいやいや、いくら校則でもそこまで厳げん密みつに守らなくていいって！」

「そうなのですか？」

「ああ。だ、だいたい男と一緒に風呂って、イヤじゃないのか？」

「…………」

　俺の問い掛けに、ユリエは恥ずかしそうに俯き加減となった。

　逡しゆん巡じゆんした後、上目遣いで俺を見つめてくる。

「恥ずかしくはありますが、トールは特別ですから……」

「──っ!?」

　その一言に激しく動揺する。

　初日の勘かん違ちがい──一ひと目め惚ぼれが、この一週間で現実のものとなったということだろうか。

（い、いや、一週間も経ってれば一目惚れって言わないよな？　なんて言うんだ？　普通に好きになったって？　いや、確かに《絆双刃デユオ》になってくれとは言ったけど、そういう意味じゃないし!!）

　と、動揺していると──

「トールは……なんだかパパのような感じがしますので」

　ユリエの発言に思いっきりコケそうになった。

「ははは、そ、そうか、パパ、ね……。だ、だけど風呂はやめておこうぜ。さすがにいろいろ問題があるからさ。……あ、あとトイレもな」

「ヤー。わかりました」

　そんなこんなで、唐突な爆弾発言についてはここでようやく一段落となった。

　そのままユリエが風呂へ入りに行き、部屋で一人となると、俺は大きくため息をついた。

（驚いたな……。まさか校則を額がく面めん通りに受け取るなんて……）

　ある意味とても素直なのかもしれないが、別の言い方をすれば天然なのかもしれない。

（…………。もしあのまま俺が頷うなずいてたら今ごろ……）

　直後、俺は自分の妄想を振り払うように頭を振るのだった。

　だが──

　この件がまだ一件落着をしていなかったことを知るのは、俺が風呂から上がってしばらくしてのこととなる。

「それではトール。そろそろ寝ましょう」

「…………」

「トール？」

　小首を傾かしげるユリエ。

　だが、より大きな疑問を持っているのは俺の方だった。

　何故かユリエが俺の布団に入っているために。

「寝ないのですか？」

「いや、寝るけど……」

　ユリエは上段、俺は下段のベッドを使うと話し合って決めたのは入学二日目の夜だ。

　なのに今、ユリエは見み紛まがうことなく下段のベッド、その布団へと潜り込んでいた。

「なあユリエ。まさかと思うけど、一緒に寝るつもりか……？」

「ヤー。《絆双刃デユオ》ですから」

「…………」

　確かに風呂とトイレへ一緒に入るのは無しだと言ったが、それがまさかこういうオチになるとは……。

「い、一応聞くけど、俺と一緒に寝ることについてどう思ってるのかを聞かせてくれ」

「家ではいつもママと一緒でしたから、お恥ずかしい話ですが実のところ一人で寝るのは寂しかったです」

　ユリエの表情が、少ししょんぼりとしたものから、小さな微笑ほほえみへと変わる。

「だから、《絆双刃デユオ》ということは置いておいても、一緒に寝ることができるのは嬉うれしいです」

「そ、そうか……」

　その笑みに、俺は力無く答えるばかり。

（さっきの話からすると、どうやらユリエの中で俺はお父さん的扱いのようだし、他意は無いんだよな）

　嬉しいとまで言ってくれているんだから、信頼されていると喜んでいい気がする。

（ユリエが喜ぶなら……って、いやいやいや。どう考えてもダメだろ）

　一瞬揺らぎ掛けた思考を慌てて正す。

「や、やっぱりダメだって。いくら《絆双刃デユオ》だからって、俺たちは男と女なんだし……」

　と、伝えはしたものの、俺は気付く。

　じ────────────────────────────────────っ。

　まるで捨てられた子犬のような目で、じっと見つめられていることに。

「き、今日だけだぞ……」

「ヤー♪」



（こ、これはユリエが寂しいって言うからだからな！　それに今日だけだし！　あ、あと《絆双刃デユオ》として力になるから何でも言ってくれって俺も言ったからだ、うん！）

　誰にともなく心の中で言い訳を連呼しつつ、二人で寝るには少々手狭なベッドに入る。

　隣にはもちろんユリエが。

「おやすみなさい、トール」

「お、おやすみ、ユリエ……」

　緊張から震える声。

（とりあえず、体が当たらないように注意しないと……。そうだな、うん。端で大人しくしておけばいい。そうすれば何も起こることはない！）

　とは思うものの、それで気持ちが落ち着くかと言えば答えは当然の如くノーだ。

　ドキドキドキドキと、早鐘のように心臓が打ち鳴らされる。

　わかっている。ユリエには他意なんて無いことくらい。

　もちろん俺だって何かをしようという気は無い。

（何も無い！　何も起こらない！　ただ隣で寝るだけだ!!）

　──しかし次の瞬間、その考えは打ち破られる。

　ぴとっ。

「!?」

　ユリエが俺の服の袖をぎゅっと握り、肩へ頭を触れさせたために。

「ユユ、ユリエ!?」

「トール……。このまま寝てもいいですか？」

「えっ、ちょ、それは、いや、何か当たって、うぇっ……!?」

　暗闇の中、慌てる俺の声とは対照的にユリエの声は落ち着いていた。いや──

「こうしていると昔に戻ったみたいな気がして……」

　どこか寂しげなトーンで呟つぶやくように言葉を続ける。

「パパが帰ってきたような感じがするのです……」

「……その、ユリエのお父さんは？」

「…………。何年も前に亡くなりました」

「そうか……。悪い……」

「ナイ。気にしないで下さい」

　どうしてユリエが俺と父親を重ねることになったのかはわからない。

　ただ、俺の中で少しだけ考えが変わる。

「あのさ、ユリエ。俺はユリエのお父さんじゃないけど……それでもよかったら、またこうして一緒に……ね、寝ないか？」

「あ……。トール……」

「た、ただし毎日じゃないぞ。ユリエがすごく寂しいって思ったときだけだからな？」

「ヤー……！」

　暗闇の中でも、ユリエがこくこくと頷うなずいているのがわかる。

　声の調子から、喜んでいることも。

「ありがとうございます、トール」

　その喜びを表すように──

　ぎゅっ。

　ユリエが俺の腕へ抱きついてきた。

「!?」

「とてもとても嬉うれしいです」

（っ!!）

　つつましくも柔らかい胸が押しつけられ、密着することでより甘くなった香りに、俺は今にも叫び出しそうになる口を慌てて押さえる。

　この夜──

　眠りに就いた後もユリエが腕に抱きついたままで、俺は緊張から目が冴えてしまって眠ることなく朝を迎えることとなるのだった。



　週が明け、月曜の朝。

　ＨＲホームルーム後、すぐに英語と思うと俺は朝からローテンション。

　しかし月つき見み先生は対照的にハイテンション。

「おっハロー　みーんな無事に《絆双刃デユオ》が決まってよかったねー♪　うんうんっ☆　さてさて、パートナーが決まったことで今日から心機一転、席も《絆双刃デユオ》同士の並びに変更しよっか♪　……ん？　おやおやぁ？　仮同居のときとパートナーが変わって無い人もいるみたいねー？」

「相性がよかったんです」

「わわっ！　どんな相性？　どんな相性!?」

「性格」

「ちぇー……」

　どんな答えを期待していたんだ。

「じゃあ九ここの重えくんの前の席に座る仲良しコンビは？」

「誰がこの筋肉バカと仲良しだ！」

　トラの《絆双刃デユオ》はタツだった。俺がユリエと組んだためにあぶれてしまったトラは、結局もう一人の未登録者だったタツと自動的に組まされることとなったのだ。

（すまん、トラ……）

「んもー、トラくんってばセンセーへの口の利き方がなってないよ。めってしちゃうぞ☆」

「断る」

「ほんっとなってないなぁ。……まあいっか。さてさて話を続けるけど、《絆双刃デユオ》も決まったことだし、早速来週に《焔牙ブレイズ》の使用を許可した模擬戦──《新しん刃じん戦せん》を行っちゃうよー♪」

　その宣言に教室内がざわめく。

　もちろん、驚きと戸惑いによって。

《焔牙ブレイズ》の使用を許可される模擬戦があるとは聞いていたが、これほど早く行うとは誰一人思っていなかったからだ。

「うんうん。みんなの言いたいことはよーくわかるよ。アタシも学生時代に同じこと思ったもん　いきなり何を言い出すのよこのクソメガネーって。……あ、今の三み國くにセンセには内緒ね」

　どうやら担任は三國先生だったらしい。

「それじゃあ《新刃戦》のルールを説明するから、耳を立てて聞いておくんだよー☆」

　そう言って頭の上で手を立て、うさぎの耳っぽいアクションを取る月見先生。

　もともとリボンが耳っぽいのに、手も加えたら四本耳に見えるのはわかってやっているんだろうか？

「まず日程だけどー、来週の土曜日──つまりＧＷの前日ね。誰かが病院送りになってもいいように休み前にやるってわけ♪」

　縁起でもない一言だ。

「開始は十七時、終了は十九時までの二時間ってことで、時計塔の鐘が合図だからねー。場所は北区画一帯になるよー」

「北区画ってことは、ここ──校舎の中も有りってことですか？」

　俺が疑問を口にすると、月つき見み先生は親指を立てて頷うなずく。

「答えはイエス　《焔牙ブレイズ》にはそれぞれ特性があるわけだし、それに合わせて正面から闘うも良し、戦略を練るのも良し。地形を考慮して、いかに自分が有利な状況で闘うかも重要ってわけ♪」

　どうやらかなり実戦的な内容のようだ。

（あとは相手次第、か）

　先週一週間の授業を見た限り、新入生で一番腕が立つのはユリエ。

　だが《絆双刃デユオ》であるユリエと闘うことは無いので、俺にとって強敵と言えるのは橘たちばな、トラ、力だけならタツ、あとは武ぶ術じゆつ経験のある城き上がみという男子、そしてスポーツ経験があり運動能力もクラス上位の泉いずみという男子といったところだ。

　どうせならその中の誰かと当たりたいものだと思っていると──

「さーてさてさて、お楽しみの対戦相手について……ななななんとー♪」

　月見先生は満面の笑みを浮かべ、指を立てて楽しそうに言った。

「全員、敵」



　その日の昼休み。

　俺はユリエ、橘、穂ほ高たか、トラ＆タツとともに学食でメシを食っていたのだが──

《新しん刃じん戦せん》の話題が出ると、穂高は牛乳の入ったコップを手にしたまま、憂鬱そうにため息をついた。

「はぁ……。まだ《絆双刃デユオ》が決まったばかりなのに……」

「決まったばかりだからだと私は思うぞ、みやび」

「俺も橘と同じだな。この時期だからこそ、意味があるんだと思う」

　橘の言葉に俺が同意すると、隣でトラも頷く。

「どういうことなの？」

　問われ、橘が──俺たちが考えていたこととほぼ同じ内容の説明を始める。

「なるべく早い内から実戦形式の戦闘を経験させておきたいのだろう。確かにこれからの授業で《絆双刃デユオ》としての動き方や心構えは教わったとしても、それは知識でしかない。経験として蓄ちく積せきさせることで知識は真に身につくものだ」

「習うより慣れろということだな」

「ふんっ。時間帯や範囲の広さ、それにバトルロイヤルというルールからしても、不確定要素を高くし、より実戦的な状況を用意してくれているしな」

「時間帯？　そういえばずいぶん遅くにやるよね。それはどうして？」

「開始から三十分も経てば夕暮れですし、終了三十分前ともなれば日没となって非常に視界が悪くなるからです、みやび」

「ふんっ。視界の悪さは戦況へ大きな影響を及ぼす。それも経験させておこうということなのだろう」

　視界の悪さは間合いの見切りに影響し、それは俺にとって特に重要なことだ。

《焔牙ブレイズ》が《楯シールド》ということもあり、相手の攻撃を受けつつ接近戦へ持ち込むしかない以上、夜という時間帯はそれだけで不利となる。

　だが、そういった状況になるのは、むしろ望むところでさえある。

　自身が不利な状況から勝機を掴つかむことこそ、強さを得ることだと思うからだ。

「そっかぁ、いろいろ理由があるんだね……。理由はわかったけど、もっと《焔牙ブレイズ》に慣れてからでもいいと思うのになぁ……」

　これまでも、そしてこれからも《新しん刃じん戦せん》まで《焔牙ブレイズ》を扱う授業は無い。

　ただし授業は無くとも、《焔牙ブレイズ》を扱う訓練を行えないかと言ったらそうでもない。

「みやび、今回は入試と違って負けても終わりというわけでは無いから、背伸びをせずにいけばいい。今日の放課後からは《焔牙ブレイズ》を使えるのだから地道に慣れていこうじゃないか」

　いま橘たちばなが口にしたように、今日から《新刃戦》までの間は申請さえ出せば、放課後、学園内のみという条件で《焔牙ブレイズ》の使用許可が下りることとなった。

　おそらく、いやほぼ確実にクラスメイト全員が、今日の放課後から《焔牙ブレイズ》の訓練を始めることだろう。

　ここで重要なのは、他の《絆双刃デユオ》の訓練を無許可で見学しても構わないとも伝えられたことだ。

　いわゆる間諜スパイ行為を学校側が容認している。

　確かに、《絆双刃デユオ》を決める際に渡されたクラスメイトのプロフィールリストには書いてあったが、俺は大おお雑ざつ把ぱにしか目を通していないので憶おぼえていない。

　それはともかくとしても、文字の情報だけでは意味が無い。

　たとえ同じ武器でも戦闘スタイルは人それぞれ、千差万別となるからだ。

　つまり情報戦という観点からすれば、現時点で《新刃戦》は始まっているといっても過言じゃない。

「まったく、厄やつ介かいな話だな……」

「ふんっ、顔はそう言っていないぞ、透とお流る」

「お互い様だろ」

　強い相手と手合わせをすることに楽しみを覚える。

　単純な性格だとは思うが、性格なのだから仕方がない。

「こ、九ここの重えくんもトラくんも、すごくやる気いっぱいだね……。やっぱりあの賞しよう与よがあるからなの……？」

《新しん刃じん戦せん》で優秀な成績を収めた《絆双刃デユオ》には、特別賞与という名目で学年末を待たず、昇華の機会を与えられるとのことだった。

　必ずしも一度で《位階昇華レベルアツプ》できるとは限らない以上、《昇華の儀》は少しでも多く受けられる方がいい。

　しかし──

「賞与があるからってわけじゃないんだけどな。もちろん、それも理由の一つだってことは否定しないけど」

　と穂ほ高たかに返しつつ、トラに視線を送る。

「ふんっ。貴様と本気で闘やるのは一年半振りだな」

「ああ、そうだな。俺と当たる前に敗退するなよ？」

「それは僕のセリフだ」

　不敵な笑みを向け合い、軽く拳をぶつけ合う。

「え、えっと……」

「ふふっ、みやびには少々わかり辛い関係かもしれないな。だが、この二人に負けぬよう私たちも頑張ろうではないか、みやび」

「う、うん……。でも、わたしじゃ足手まといに……」

「大丈夫だ。確かに現時点でみやびの技量や能力はこの二人に劣る。それならば劣っている力量を埋めるための策を立てればいい。何より私というパートナーがいることを忘れないでくれ。これは一対一ではなく、《絆双刃デユオ》による勝負なのだからな」

　話しぶりからするに、橘たちばなも負けるつもりは無いようだ。

「──《絆双刃デユオ》か……」

「どうかしましたか、トール？」

「いや、《絆双刃デユオ》で思い出したんだけどさ。以前、理事長が言ってた《絶対双刃アブソリユート・デユオ》って何のことだったんだろうなって……」

《黎明の星紋ルキフル》の投与時、そして入学式の際と、二度聞いたあの言葉。

　慌ただしい毎日が続いていてすっかり忘れていたが、ふと思い出したらなんとなく気に掛かる。

「ふむ、あれか。私も気になってパンフレットを見返してみたが、そのような言葉は載っていなかったな。語感から《絆双刃デユオ》と関係することに思えるし、わざわざ理事長が我々のいずれかが《絶対双刃アブソリユート・デユオ》に至ることを願うといったことを口にしている以上、何か重要なことではあるのだろうが……」

「ふんっ。彼女にとって僕らが有益な実験体モルモツトと認にん識しきされたときにでも明らかになるんじゃないか？」

「モルモット、ですか……」

　トラの皮肉めいた言葉に、ユリエが眉をひそめる。

「まあ、そういう言い方に気分が悪くなるのはわかるよ、ユリエ」

「ナイ。そうではなくて……」

「そうじゃなくて？」

「私はハムスターの方が好きなので、そちらの方が……」

　その一言に、俺はイスからずり落ちそうになるのだった。

　……ちなみにタツは終始ガハハと笑ってマイペースに喋しやべっていただけなので割愛。







「トール。そろそろ寝ましょう」

　俺のベッドの上でちょこんと座るユリエ。

　もしもしっぽがあれば、左右に大きく振っていそうな雰囲気だ。

「……一緒にってことだよな？」

「ヤー♪」

　こくこくと頷うなずく姿に、俺は目の前がくらくらするのだった。

「それじゃあおやすみ、ユリエ」

「おやすみなさい、トール」

　前回と変わらず心臓は激しく打ち鳴り、けれどそれを悟られないよう出来る限り平静に。

　電気を消し、並んで布団に入る。

（うっ！　ま、また……!!）

　ユリエは当然の如く、俺の服の袖をぎゅっと握ってきた。

　やがてユリエが眠りに落ちた後も、前回同様に俺は目が冴えたまま。

　ただし今回は少しだけ、落ち着いていた。

　二度目ということもあるが、それ以上に──

（音おと羽は……）

　すぅすぅと寝息を立てるユリエを、亡くなった妹に重ねていたからだ。

　子供の頃、一緒に寝ていた妹の姿に。

「ん……」

　そっとユリエの頭を撫でる。

　ユリエは、音羽じゃない。

　それでも懐かしさによって俺の心は少しだけ温まる。

　だが──

　ぎゅっ。

　今夜も腕にしがみつかれ、やはりユリエは妹ではないと意識させられるのだった。

（ま、またっ、柔らかいのがっ！　押しつけられてっ！　うわっ、ま、またぎゅうって、か、か、勘かん弁べんしてくれ、ユリエ────っ!!）

　そうして今夜も俺は、寝不足となる。







　週が明け、放課後。

《新しん刃じん戦せん》に向け、俺とユリエは今日も中庭で《焔牙ブレイズ》による模擬戦を行っていた。

　策を錬ったり、コンビネーションを意識して訓練をする連中もいたが、俺たちは付け焼き刃の連携を意識するより、お互いがどんな闘い方をするのか、模擬戦を行うことで把握することにしたのだ。

　拳と剣を交わし、息詰まる攻防が続く。

　が、やがて勝負の趨すう勢せいが見え始める。

　目にも止まらぬ程のユリエの連撃が、次第に俺を追い詰めていったのだ。

（くっ、このままじゃまずい。一旦、間合いを……！）

　と距離を離した瞬間だった。

「──っ!?」

　眼前へ迫る《片刃剣セイバー》に、目を剥く。

　自身の《魂》である《焔牙ブレイズ》を投げつける──その意表を突いた攻撃をぎりぎりのところで防ぎはしたのだが……。

「チェックメイトです」

　直後、残ったもう一本の《片刃剣セイバー》を喉元に突きつけられることで、勝敗は決した。

「まさか《焔牙ブレイズ》を投げてくると思わなかったな」

「二本あるので、一本くらい投げてもいいかと思いましたので」

（……見た目と違って発想は豪快なんだな）

　我流だからこそ型に囚われない、と言えば聞こえはいいかもしれない。

「少し休憩するか」

「ヤー」

　ぺこりと礼をし終えると、ユリエからは模擬戦中の雰囲気などまるっきり消えていた。

　寸前まで気圧されるほどの気を発していた彼女は、今や口数の少ない物静かな美少女へと変わっていた。

　技量同様、完全に別人。

　それだけ戦闘への集中力がハンパじゃないってことだろう。

（今日はこれで四連敗か……。《無手模擬戦フイストプラクテイス》だったらまだ互角なんだけどな……）

　初手合わせでは圧あつ倒とうされたものの、もともと俺が無手の技を中心にした闘い方を学んでいたということもあって、今では無手ならばほぼ互角だ。

　だが、《焔牙模擬戦ブレイズプラクテイス》となると勝率がいいとこ二割といったところまで落ち込む。

　元来のとんでもない速さに加え、武器を持つことでリーチが伸び、当然攻撃力も増し、さらには我流の二刀ということで剣筋が読み辛いとあって手に負えなくなるのだ。

　本気で拳を打ち込んでいないとはいえ、現時点では明らかにユリエの方が俺よりも強い。

　そのことに尊敬の念を持つとともに、やはり悔しくも思う。

（もっと強くならないと……）

「トール。少しいいですか？」

「なんだ？」

「《楯シールド》の使い方を少し変え、攻防一体としてみてはどうでしょうか」

「どういうことだ？」

　意図がわからず疑問符を浮かべると、手を突き出すように言われる。

　言われたとおりにすると、ユリエは右手で俺の腕を捌さばき──

「１アイ」

　同時に懐ふところへ入って来た。

　……穂高や橘だったらぶつかっていたであろう距離まで。

「２トウー──と、こういうことです」

　そう言って俺を見上げるユリエ。

「……………………」

　顔が近い。

　……なんだこの距離。まるでキスでもするかのような──

（って何考えてるんだ俺は!?）

「近すぎました。この距離です」

　動揺する俺に気付いた様子も無く、ユリエが半歩下がった。

（本当に近すぎだったっての……）

「そ、それで今のは……？」

「トールは受けてから踏み込むという形ですが、これは踏み込みつつ受けるということです。リスクは高まりますが、ワンアクション速くこの距離に入れます。そしてここまで来たら、雷神の一撃ミヨルニールの出番というわけです」

「雷神の一撃ミヨルニール？」

「これです」

　例の弓を引き絞るような構えを取るユリエ。

「……なんでそんな名前に？」

「以前話した雷神トールの持つ武器からです」

「そ、そうか……」

　いつの間にか勝手に名前を付けられていた。

　それはともかくとして、ユリエのアドバイスに目が覚めた思いになる。

「切り結ぶ太た刀ちの下こそ地獄なり、一足踏み込めされば極楽、か……」

「──？」

　ユリエが小首を傾かしげ、チリン、と鈴の音が鳴る。

「とあるサムライが言ってた剣の極意だ。ユリエが言ったのとだいたい同じ意味だな」

　呼吸を読み、相手が動いた瞬間に懐ふところへ飛び込み、受けと攻撃を同時に行う。

　前に出ればリスクは高まるが、支点に近いぶん威力も落ち攻撃は受け止めやすい。

　そして受け止めたその場はユリエの言う通り、俺の間合いだ。

「アドバイスしてくれてありがとな、ユリエ。悪いがもう一本頼めるか？」

「ヤー」

　こくりと頷うなずいたユリエが、小さく微笑ほほえむと距離を取った。

　あの日──《絆双刃デユオ》を組んで以来、ユリエはたまにだが笑みを見せてくれる。

　それが俺に対する信頼の証に思え、口には出さないが内心かなり嬉うれしい。

「行きます、トール……！」

　だが、呼吸を読むと口で言うのは簡単だが、いざ実践するとなると一朝一夕でできるようなものじゃなかった。

「どうでしたか、トール？」

「呼吸を読みやすい状況へ持っていければいけるかもな。まあ、今の俺じゃまだまだ難しいけど……」

「がんばりましょう」

　ユリエがぐっと両手を握る。

「ああ、そうだな」

《新しん刃じん戦せん》までにものに出来るかと問われたら厳しいものがある。

　それでも今後の目標が出来たことも確かであり、結果は伴わなかったものの充実した気分で今日の訓練を終えることにした。



「あ……。こ、九ここの重えくん、ユリエちゃん。いま戻ったの？」

「ヤー。みやびはお出かけですか？」

「う、うん……」

　寮へ戻って来たところで、ちょうど俺たちと入れ替わりに外へ出ようとしていた穂ほ高たかとばったり顔を合わせる。

「また《新刃戦》のための下見か？」

「え？　あ、そんなところかな……」

　策を立てて望むと橘たちばなが宣言していたとおり、穂高たちは放課後に敷地内を見て回ったり、部屋で作戦会議を行ったりといろいろしているらしい。

「そうか。もうすぐ日も沈むし、気をつけてな」

「ファイトです、みやび」

「うん……。ありがとう、九重くん、ユリエちゃん」

　俺たちへ頷うなずくと、穂高は小走りで外に出て行った。

「頑張ってるな、穂高は」

「私たちも頑張りましょう」

　ぐっと両手を握りしめ、気合いを入れるポーズを取るユリエ。

　けれどいつもとほとんど表情が変わらないままなので、それが妙におかしく思わず笑ってしまい、そんな俺を見てユリエは小首を傾かしげるのだった。

「──？」



《新しん刃じん戦せん》まであと四日──二時限目の授業終了を知らせるチャイムが鳴り響くと、教室内のあちこちからため息が漏れる。

「はぁ……。やっと終わったか……」

　技術訓練が中心と言えど、学科勉強は当然のようにある。

　午前中の内二時間は主に教室での授業となっており、マトモなものからマトモじゃないものまで様々な内容を頭へ詰め込まれる。

　そして今日の授業はマトモな内容、英語だったのだが──

　授業が終わると、机に突っ伏した俺の周囲にみんなが集まって来た。

「ふんっ、まだ始まったばかりだというのに、今からそんな状態でどうする」

「日に本ほん人は日本語さえ話せればいいんだ……」

「え、えっと、英語は喋しやべれた方がいいんじゃないかな、九ここの重えくん……？」

「みやびの言う通りだな。卒業後は海外への派遣もあるから語学は重要だと、最初の授業でも言われただろう。はぁ……」

「最後のため息と、その疲れた顔さえ無ければもっともな一言なんだけどな……」

「──っ!!　し、仕方ないだろう。英語は昔から苦手なのだ……!!」

「あはは……。実はわたしもちょっと苦手かな……」

「はぁ……。厄やつ介かいな話だぜ……」

「ふんっ。どいつもこいつも情けない」

「「「…………」」」

　成績優秀なトラの一言に、文字通り俺たちは返す言葉が無い。

「……そういえばユリエも英語は余裕みたいだよな。国の公用語だったりするのか？」

「ナイ。英語によく似た言語ではありますが、違います」

「ふむ……。ではユリエは三ヶ国語を話せるということか」

　橘たちばなの質問にユリエが首を振る。

「六ヶ国語です」

「「「「六っ!?」」」」

　数字の多さにさすがのトラでさえ驚き、四人分の声が重なった。

「ギムレー語と日本語、英語──あとは北ほく欧おうの三ヶ国語を」

「す、すごいね……」

「北欧諸国は言語がギムレーのものとよく似ているのです。学校では英語教育が徹底されてますし、日に本ほん語は以前お話ししたとおりママから教わりました。ただし文字を書くとなると話は別になりますが……」

　どうやら書く方は母国語、英語、そして多少の日本語で精一杯らしい。

　ユリエはしょんぼりとした様子を見せるも、喋れるだけで十分すごいと思う。

「ね、ねえユリエちゃん。今度、わからないところを教えてもらってもいいかな？」

「ヤー。私に出来る範囲でしたらよろこんで」

「……すまないユリエ。私もよろしく頼めないか……」

「俺も頼む……」

「ふんっ。僕が教えてやってもいいんだぞ、透とお流る」

「いや、トラは性格上きっとスパルタで厄やつ介かいなことになりそうだから結構だ」

「…………」

「そうだ、ユリエ。早速で申し訳無いけどさっきの授業でわからないところがあったから、そこを教えて貰もらえないか？」

「ヤー。どこですか？」

　頷うなずき、ユリエは自身のノートを開く。

　そこには綺き麗れいな筆記体の英文と──謎の象形文字が書かれていた。

「何だこれ？」

「……日本語です」

　そう言ってユリエは恥ずかしそうに目を伏せた。







「うう……」

　ユリエの細く白い足へ触れるには、多少──いや、かなりの緊張が伴った。

「トール？」

「あ、ああ……」

　不思議そうに首を傾かしげるユリエへ大丈夫と言わんばかりに頷くと、その柔らかな肌へと手を触れる。

（すごいすべすべだ……って、何でそんなこと考えてるんだよ、俺はっ!!）

　なぜ俺がこんなことをしているのかと言うと、これも授業の一環だからだ。

《新しん刃じん戦せん》まであと二日と迫った今日は、どんよりとした灰色の雲で空が覆おおわれている。

　そんな空模様の日に行われた四時限目は保健の授業であり、応急処置──包帯の巻き方についてを学んでいた。

　幾つかの巻き方を説明され、今は《絆双刃デユオ》で実践することになったのだが──

（じ、授業の一環とはいえ……）

　女の子の素足に触れるにはやはり抵抗がある。

　おかげで心臓の鼓動が高まる中、ユリエが小さくも驚きの声をあげた。

「あ……。トール、手順を一つ飛ばしました」

「え？　こうじゃなか……ぶっ!?」

　顔を上げ、ユリエの足から顔へと視線を移そうとした瞬間、吹き出す。

　スカートがかなりぎりぎりのところまで捲まくれあがっていたために。

「──？」

　俺は視線を慌ててユリエの足へと戻し、目にした映像を振り払うように頭を振った。

（む、無防備過ぎるだろ、いくらなんでも……!!）

　今の状態もさることながら、暑いからと部屋着をシャツ一枚で過ごしたり、超至し近きん距きよ離りまで顔を近づけたり等、ユリエは異性に対してかなり無防備なところがある。

　着替えを覗のぞいてしまったときは頬ほおを赤らめていたから、恥ずかしさを感じないというわけでもないようだし……。

（基準がいまいちわからん……。いや、お父さん的な扱いだと思えば納得いくような？）

　と頭を悩ませていると──

「トール？」

　ユリエが不思議そうに首を傾かしげた。

「あ、わ、悪い。どうするんだっけかって思い出そうとしてて──ぶっ!?」

　そんなユリエへ顔を向けようとし、再び同じ光景を目にして俺はまたしても吹き出すのだった……。

　しばらくし、互いに包帯を巻き終えた頃、月つき見み先生がパンパンと手を叩たたいて次の指示を出す。

「さー、それじゃあ今度は《絆双刃デユオ》以外の相手とやってみよっかー♪」

（よかった……さすがに女の子ユリエ相手は緊張して疲れるしな……）

　月見先生の一言に安あん堵どのため息をついていると、穂ほ高たかがユリエに話し掛けていた。

「ユ、ユリエちゃん。一緒にやらないかな……？」

「ヤー。よろしくお願いします、みやび」

（俺はトラと──）

「って、あれ？　トラは？」

　前の席に座っているはずのトラの姿は無く、教室内を見回しても見つからない。

「何を言ってるんだ九ここの重え。トラとタツが散々揉めていて騒がしいから、廊下に放り出されていただろう」

　呆あきれ顔で説明をしてくれた橘たちばなへ、苦笑いを返すしか無かった。

　どうやら自分で思っていた以上に、緊張をしていたらしい。

（仕方ない。他のやつと……）

　と思いはしたものの、既に男子全員が組み終わっていた。

　つまり俺以外で余っているのは──

「どうやら他の者は全員組み終わったようだな。余り物同士、組むとするか、九ここの重え」

「え？　あ、ああ……」

　再び女子が相手ということで再び緊張するであろうこの先の実技を予想して小さくため息をつくも──直後にその予想すら生温かったことを俺は知る。

「どうした、九重？　早く巻かないか」

（そ、そんなことを言われてもだな……）

　新たに実技をするよう指示されたのは肩を脱だつ臼きゆうした際の巻き方だったのだが、これが想像以上の難関となった。

　まず腕に包帯を巻き、次いで体（胸）を一周するように巻く──これを数回繰り返すのだが……。

　それは体に巻き付ける際、胸の膨らみへ手が当たりそうになるということでもある。

　しかも橘たちばなの胸はクラス内でも二番目に大きく、手が当たらないようにするにはかなりの緊張が伴い、それ故に力加減を間違えて橘の呼吸を荒くさせてしまう。

「はっ……ふぅっ、ん、はぁっ……。九重、んぅ……。少し、きつい……」

　さらには巻き方を失敗して大きな胸をより強調させるような巻き方までしてしまい、乱れた呼吸と相まって妙に色っぽい姿が目の前に……。

「おやおや？　九重くん。最初っからアブノーマルなプレイをしてると、ノーマルじゃ満足して貰もらえなくなっちゃうよー？」



    

  
    
      



    

  
    
      

　そこへ月つき見み先生の余計な一言が飛んで来る。

「あぶのーまる……？」

「趣味とはいえ、胸を強調させて縛るのは授業では勘かん弁べんね、このエッチマン」

「──っ!?」

　だめ押しの一言に、橘たちばなも自分の置かれた状況に気付き──

「き、緊きん縛ばく行為で人を辱めることが嗜し好こうとは……キ、キミという男はなんと破は廉れん恥ちな!!」

「誤ご解かいだ────っ!!」

「この不ふ埒らち者もの────っ!!」

　咄とつ嗟さに否定するも、橘は聞く耳持たず教室を飛び出してしまう。

「あははははっ☆　急いで追いかけないと誤解が酷ひどくなるかもね、九ここの重えくん♪」

「誰のせいですかっ!!」

　笑顔で片目を瞑つぶる月見先生を一喝し、橘を追いかけて教室を飛び出す。

「おお、せーしゅんせーしゅん♪　ひゅーひゅーっ☆」

　教室からはあからさまに状況を楽しむ声が聞こえ、俺は心の中で毒づくのだった。

（ああ、くそっ！　厄やつ介かいな人が担任になったもんだな……!!）



　夕刻になり、雲行きが怪しかった空が泣きだした。

　そのためにいつもより早くユリエとの手合わせを切り上げ、寮へ戻ったのだが──

「あ……。橘……」

　夕食後、もう少し体を動かそうとトレーニングルームへ向かう途中のこと。

　ラウンジでくつろぐ生徒の中に橘の顔を見つけ、足を止めた。

「む……？　──っ！　ここ、九重……」

　俺の呟つぶやきに振り返ると、橘は顔を瞬しゆん時じに紅潮させ、動揺した様子を見せる。

「ひ、昼間は本当に申し訳無い。皆がいる前であのように罵倒し──」

「いや、それはもういいって。あと一応言っておくけど、もう土下座もいらないからな」

　先日に続き今日も土下座をされ、やめさせるための説得にそれなりに時間を割いたのはまた別の話だ。

「それより、橘はここで何をして──って将棋？」

　寮のラウンジにはテレビ、テーブル、イスやソファなどが設置されていて、生徒が自由にくつろげる空間として開放されている。壁際に設置された棚には雑誌やマンガ、ゲームが用意されていて、お菓子やジュースは飲み食いし放題とマンガ喫茶顔負けの場所だ。

　そんなラウンジで橘は本を片手に、将棋盤をテーブルへ置いていた。

「ああ、詰め将棋だな」

「面白いのか？」

「ふふっ、面白くないものを行う道理は無いだろう。九重もやってみないか？」

「やめておく。頭を使うのは苦手なんだ」

「ふむ。確かにそんな感じではあるな」

「……自分だって英語が苦手なくせに」

「わ、私が苦手なのは英語だけだっ」

　確かに運動以外成績の悪い俺とは違い、橘たちばなは英語以外はしっかりとこなしている。

　しかし今はそれよりも──

「う……」

　俺に向き直った際に橘が腕を組み、形のいい大きな胸がその上に乗せられ強調される。

　おかげで昼間のことがフラッシュバックしてしまうも、もう一人の当事者であるはずの橘はまったく気にした様子は無い。

「どうした、九ここの重え？」

「い、いや……。それより将棋好きってのは随分と渋いな」

　頬ほおが熱くなるのを感じつつ、気付かれないようにと話題を将棋へと戻す。

「ふふっ、私の実家はとある武ぶ術じゆつ道場でな。私も跡取りとして学んでいたのだが、周囲の門人は年配の方ばかりだったのだ。その彼らが休憩時に好んでいたのが将棋というわけだ」

　柔らかな笑みを浮かべると、橘は手にしていた詰め将棋の本を閉じる。

「さて、私はそろそろ部屋に戻るとするか。引き止めて悪かったな」

「別にいいさ。そもそも話し掛けたのは俺だからな」

「では、また明日の朝に」

　そう言って本と将棋盤を片付けると、橘はラウンジを出て行った。

（さて、俺も行くか──ん……？）

　ラウンジを出ると、ちょうど階段を降りて階下へ向かう穂ほ高たかの姿が見えた。

　だが、声を掛ける前にその姿は見えなくなってしまう。

（ウインドブレーカーを着てたよな？　ってことは外に行くつもりか？）

　小雨が降り続く中、外にどんな用事があるのだろうか。

　多少気になりつつ、俺はトレーニングルームへと足を向ける。

　そのまま穂高のことはすっかり頭から飛んでいたのだが──

　一時間ほど後、トレーニングを終えてラウンジで雑誌を読んでいると、穂高が寮へ戻ってきた。

　……傘は持って行かなかったらしく、頭からずぶ濡ぬれになった状態で。

「穂高。そんなずぶ濡れになるなんてどこへ行ってたんだ？」

　さすがに今度は気になり、穂高に声を掛ける。

「え？　あ、あれ……。九重くん、こんなところでどうしたの……？」

「俺は休憩中。……で、穂高は？」

「う……。え、えーっと……」

　言いい辛づらいことらしく、穂高の視線が足元と俺を行ったり来たりし──

　やがて小さな声で返事を口にする。

「ラ、ランニング……」

「そうか、ランニングか」

　どうりで一時間以上戻って来なかったはずだ。

「ってランニング!?　こんな時間にこの雨の中を一時間以上!?　授業でも走ったのに!?」

「う、うん……」

「あ……。もしかしてこの前──俺とユリエが寮に戻って来たときに入れ違いで出て行ったのも、ランニングをするつもりで……？」

「う、うん……」

「いったいどうして……」

「…………。じ、実は前に……ふゎ……ふゎっ、くしゅんっ」

「あ……悪い。濡ぬれたままだったな」

　くしゃみをする穂ほ高たかに、不覚にもちょっと可愛かわいいと思ってしまった。

「ご、ごめんね。お風呂に入って来てからでもいいかな？」

「わかった。じゃあここで待ってるぜ」



「お待たせ、九ここの重えくん。遅くなってごめんね」

　それから三十分程が過ぎ、湯上がりの頬ほおには赤みが差した穂高がラウンジへ戻ってきた。

「雑誌を読んでたから……いい、さ……」

　話し掛けてくるなり謝る穂高に首を振り、雑誌を置いたのだが──

「どうしたの、九重くん？」

「い、いや……」

　風呂上がりのせいかラフな格好──薄手のＴシャツに透けたピンクの下着が目に入ってしまい動揺する俺。

　ついでに、以前穂高をおんぶしたときの感触まで思い出し──

　ぱぁんっ！

「ひゃあっ!?　……ど、どうしたの、九重くん？」

　派手な音を立てて両手で顔を叩たたくと、音と行為に穂高が驚く。

「いや、気合いを入れようとな……」

「き、気合い？　休憩中じゃないの？」

「気合いを入れて休憩しようかと」

「……九重くんってちょっと変？」

「かもな」

　このままだと意識したままになりそうだったし、もしそれに気付かれた場合を思うと、ちょっとくらい変だと思われた方がマシだ。

「で、さっきのランニングの件だけど──」

「あ、うん。ここのところ、毎日二十キロ走ってるんだ……」

「授業で走ってるのにか？」

「う、うん……。わたしの《焔牙ブレイズ》を使うには、体力が必要だから……」

（体力が……？）

　そういえば穂ほ高たかはどんな《焔牙ブレイズ》を具現化させるんだろうか？

　プロフィールリストに書いてあったはずだが、男子のみ（しかも大おお雑ざつ把ぱに）チェックしただけなので、どんなものなのかが気になる。

（まあ《新しん刃じん戦せん》で手合わせすればわかるか……）

「そういえば最近、マラソンのタイムが上がってたよな。こういう裏があったのか」

　ここのところ、穂高は空の色が変わる前にゴールをしていた。

　もともと体力が無かった分、早くに結果が現れてきたんだろうと思っていたのだが、陰でこんな努力をしていたなんて……。

　あの日──穂高が弱音を吐いた日のことを思うと、心の底からの驚きだ。

「頑張ってるな、穂高」

「う、うん……」

　穂高は湯上がりで頬が染まったまま、少し俯くようにして両手の指を絡める。

「九ここの重えくんのおかげだよ」

「俺の？」

「うん。あの日に言ったでしょ、もう少し走ってみるって……」

「もう少しなんてレベルじゃないと思うけどな」

「ふふっ。だって九重くんが、いっぱい走ったから今みたいに速くなったって言ってたから……。だから私もいっぱい走ろうって思って……」

「穂高……」

「体力は走れば走っただけつく……そこに才能なんて関係無い、だよね」

　そう言って穂高は笑みを浮かべた。

　出会った頃、おどおどして目を合わせないようにしていた姿が嘘うそのようだ。

　だが次の言葉を発するとき、穂高の笑みが消え、声のトーンが変わる。

「わたし、ね……得意なこと、何も無いの。勉強も運動も、苦手なことの方が多いし……。だから何か一つでも人より優れたことが、自慢できるようなことがあるといいなぁって、いつも思ってたの」

　寂しそうな笑みを浮かべる穂高に、俺は黙って耳を傾ける。

「だから、《適性アプト》があるって言われたときは嬉うれしかった。千人に一人の才能だって聞いて舞い上がっちゃったの。でも……昊こう陵りように来て、やっぱり自分には向いてないかもって、結局《適性アプト》があっても何も変わらないのかなって……」

　そこまで言うと穂高は僅わずかに首を振り、俺へ顔を向ける。

「だけど九重くんが、才能なんて無くてもきっと変われるって言ってくれたから……。わたし、あの言葉を支えにして毎日走ってるんだよ」

「……なんか照れるな」

　頭を掻いて視線を逸そらす俺へ、くすくすと穂ほ高たかが笑う。

「この前も、元気づけてくれてすごく嬉しかったんだよ」

「ははっ。あれくらいで元気が出るなら、いつだって言ってやるぜ」

「ほ、本当？　それじゃあ、もしまた私が落ち込んだときに、また何か元気が出る言葉を言ってくれる？」

「お安いご用だ。それで元気になるんだったら、幾らでも言ってやるさ」

「あ……うんっ。約束、だよ」

　大人しい穂高が大輪の花を思わせる笑みを浮かべる。

　そんな笑顔を見て、あの日、穂高と話してよかったと俺は心底思うのだった。

　その後も話し込んでいると、ラウンジに顔を出した寮監に消灯時間だと伝えられ、俺たちはそれぞれの部屋へ戻ることにした。

「それじゃあ《新しん刃じん戦せん》はお互い頑張ろうぜ」

「う、うん」

　階段前で別れを告げると、穂高は数段上がってから振り返った。

「あ、あのね、九ここの重えくん。おお、おねっ、お願いがあるんだけどっ……！」

「お願い？」



    

  
    
      



    

  
    
      

　ぶんぶんと、妙に激しく頷うなずく穂ほ高たか。

「わ、わたしのこと、名前で呼んで欲しいの。み、みやびって……！　と、友達は全員そう呼んでるからっ……！　だ、だから、だから……」

「わかった。じゃあ俺のことも透とお流るでいいからな」

「あ……う、うんっ！」

「じゃあまた明日な。おやすみ、みやび」

「おやすみなさい。と、透流、くん……」

　みやびは微笑ほほえみを浮かべ、小さく手を振ると階段を軽やかに上がっていく。

　その後ろ姿がなんだか上機嫌のように俺には見えた。



　　　　◇



「ただいまぁ」

「こんな時間までどうしたのだ、みやび？」

　巴ともえは読んでいた本から視線を外し、部屋へ戻ってきたみやびへと向けた。

「む……？」

「どうかしたの？」

「いや、何かいいことでもあったのかと思ってな」

「えっ!?　べべ、別にそんなこと無いと思うけど……」

　僅わずかに頬ほおを染め、慌てた様子を見せるみやび。

　だが、言葉通りに受け止めるほど、こういうときの巴は鈍くは無い。

（本人がそう言っているのだし、これ以上聞くのは野暮と言うものだろう）

　みやびには気付かれない程度に笑みを浮かべ、巴は再び視線を本へと戻す。

　けれど頭の中は、戻って来たばかりの同居人について考えていた。

　入学当初は訓練についていけるかどうかを悩み、暗い表情を浮かべていることが多かったみやび。

　けれど、ある日を境に気持ちが前向きとなった。

　共有する時間の長さから、その変化に巴が最初に気付いたのは当然と言えよう。

（しかし、気にならないと言えば嘘うそになるな）

　上機嫌でベッドへ横になるみやびを横目で見つつ、巴はそう思うのだった。

　やがて消灯してからしばらくし、下段のベッドより巴の規則正しい寝息が聞こえて来た。

　一方、上段のベッドを使っているみやびはというと、いまだ眠りにはついていない。

　眠気はあるはずなのに、先程の出来事を思い出す度に眠れなくなってしまう。

（透流くん……）

　透流の顔を思い出す度、自然と笑みがこぼれる。

　これまでみやびにとって異性とは苦手意識の対象だった。

　けれど、透とお流るは違う。

　みやびの鈍くささをバカにしたりしない。背中を押しさえしてくれた。

（早く明日にならないかな……）

　それを思うと何な故ぜか胸の鼓動が高まる。

　自分が透流へ惹ひかれ始めていることを、みやびはまだ意識していない。



    

  
    
      


■第六章『お前の背中は──俺が護る!!』





《新しん刃じん戦せん》前夜。

　もはや日常と化した風呂上がりのゆったりとした時間──

　いつものように俺たちはアップルティーを飲みながらテレビを見ていた。

「美味しそうですね、トール」

「確かに。これは一度でいいから食ってみたいな」

　画面に映るご当地グルメを見ながら同意すると、ユリエが不思議そうな顔で聞いてくる。

「日に本ほんの食べ物なのに、トールも食べたことがないのですか？」

「ああ。九州は行ったことが無いからな」

　中学の修学旅行は九州方面のはずだったが、あの夏を境に俺の日常は大きく変わってしまったため、行くことはなかった。

　けれどもし変わらなかったのなら《力》を求めて昊こう陵りように来ることもなく──

　こうしてユリエと過ごす時間もなかったのだろう。

（昊陵へ来た理由、か……）

　それを思うと、入学初日に生じた疑問が再び湧き起こる。

　ユリエはどうして昊陵に入学してきたんだろう、という疑問が。

　国を離れ、不安を持ちながらも東の果てへ──しかも、非常に特殊な背景を持つ戦闘技術訓練校に。

　それだけじゃない。

　あれだけの剣技を、どうして我流で身につけるに至ったのかということも気になる。

　一度疑問が脳のう裏りをよぎれば、知りたいという思いがどんどん大きくなるが──

（興味本位で聞くものじゃないよな……）

　以前と同じ理由で自制をする。

　聞かれたくない事情があるかもしれないのだから。

　何より、俺自身が他人に知られたくない事情で昊こう陵りようにいるのだから。

「トール。そろそろ休みましょう」

　ぼんやりと考えていると、ユリエに促うながされてしまった。

　そのユリエへ目を向けると、いつの間にかベッドの下段へちょこんと座っている。

（やっぱり緊張するよな……）

　女の子と一緒の布団で寝るという行為には、いまだに抵抗がある。

　だが、当のユリエからはまったく緊張した様子は見て取れない。

　俺を男ではなく、お父さんみたいな存在として見ているのだから当然と言えば当然なのだが……。

　信頼されていると言えば聞こえはいいのだろうが、なんだか複雑な気分だ。

「トール？」

「あ、ああ。寝ようか……」

　電気を消し、ベッドへ入る。

　静けさに包まれた暗闇の中、最後にと思ってユリエへ話し掛けた。

「ユリエ」

「はい？」

「明日は頑張ろうな」

「ヤー」

「それじゃおやすみ、ユリエ」

「おやすみなさい、トール」

　ぎゅっとユリエがしがみつく。

（っ!!）

　もはや毎度のことではあるのだが、それでも慣れることが出来ないこの行為に動揺をしつつも、やがて俺の意識は睡魔に負けて闇へと落ちていった。



　そして夜が明け──《新しん刃じん戦せん》の幕が上がる。



「トール、そろそろです」

　学園内のどこからでも目に映るあの時計塔を見つめ、ユリエが呟つぶやく。

　翌日の夕方近く、《新しん刃じん戦せん》がそろそろ始まるかという頃、俺たちは昊こう陵りようを囲む外壁のすぐ傍──クジ引きで決まった場所で待機していた。

　他の《絆双刃デユオ》も同様に学園内の各所に待機し、今か今かと待っているはずだ。

　これから始まるイベントに対し、高揚感に包まれた中で──

　リーンゴーン……リーンゴーン……リーンゴーン……。

　時計塔の鐘が《新刃戦》の開始を学園中に宣言する。

「行こう、ユリエ！」

「ヤー！」

「「《焔牙ブレイズ》!!」」

　声が重なり、《焔ほのお》が舞う。

　俺の右腕に《楯シールド》が、ユリエの両手に《双剣ダブル》が現れると同時に走り出す。

　ただし作戦なんて無い。

　まっすぐ進み、他の《絆双刃デユオ》に遭遇したら正面から打ち砕くだけだ。

（まさかユリエが俺の案──作戦無しノープランに乗るとは思わなかったな）

　リスクばかりが先行する俺の案に、ユリエは迷うことなく頷うなずいた。

　曰いわく、「強くなるために困難な道を選ぶ……私もそうすべきだと思います」とのことだ。

　思考の一致という点では、本当に俺たちは相性がいいのかもしれない。

（しかし──）

　隣を走るユリエを横目で見る。

　強くなるため──ユリエは確かにそう言った。

（ユリエは、何のために強くなろうとしているんだ？）

　しかしその疑問も、遠目に対戦相手の姿を見つけると頭から振り払い、俺たちは突っ込んでいく。



　時刻は十八時を回り、次第に視界が悪くなってきた。

　俺たちは現時点で六組の《絆双刃デユオ》を撃破し、次の相手を求めて索敵中だ。

　ここまでのところ、正面から勝負を受けて立つ相手がいれば、やられたふりをして隙を突こうとしてきたやつらもいた。

　力量の差から手を組んだ者たちもいたのだから、各《絆双刃デユオ》の取った戦術は本当に様々であり、まさに先が読めない実戦に近い形式となっている。

　現時点で一番苦労した相手は城き上がみ＆泉いずみだったが、ユリエが速さで撹乱した後に俺の一撃で勝負を決めた。

　残された強敵は橘たちばな＆みやび、トラ＆タツの二チームくらいだ。

「あと一時間も無いと考えると、相手を見つけるだけでも一苦労だな」

「さすがに脱落した《絆双刃デユオ》もだいぶ多いようですし、仕方ないかと」

「まだ行ってない場所を確認する方がいいと思うか？」

「相手も移動してますので難しいですね」

　もちろん移動をしていない《絆双刃デユオ》もいるだろう。

　地の利を意識しているチームは、蜘蛛のように網に獲物がかかるのを待っているはずだ。

「とりあえず、校舎へ向かってみるか」

「ヤー。ここからだと講堂の表側と裏側を回るルートがありますが、どちらを？」

「パッと見る限り表に誰かいる様子は見えないし、裏側を回ってみるか」

　そんな俺の案にユリエも承諾し、講堂の裏側へと移動を始めた直後──

「おや、九ここの重えくんにシグトゥーナさん。どうやら勝ち残っているようですね」

　講堂から姿を現した三み國くに先生が、話し掛けてきた。

「あ、見回りお疲れさまです、三國先生」

《新しん刃じん戦せん》で生徒たちが怪け我がをしたときのため、月つき見み先生や三國先生を含む数人が見回りをしているのだ。

「いえいえ、これも仕事ですしね。……っと、立ち話をしている時間も勿体ないですし、二人とも《新刃戦》を続けてください」

「はい、失礼します」「失礼します」

　軽く頭を下げ、ユリエとともに小走りで講堂の裏側へと向かう。

　……俺たちの背中へと、三國先生が薄く笑みを浮かべていたことに気付くこともなく。



　講堂と校舎を繋ぐ連絡通路を横目に走っていたときだった。

「──ッ!!」

　空を切り裂く音に飛び退くと、飛んできた何かが目の前の地面を穿うがつ。

「来たな、九重、ユリエ」

　凜りんとした声とともに橘たちばなが姿を見せ、俺たちへと放った何かを回収する。

　ジャラッと金属の擦れる音。細めの鉄の輪が夕陽を鈍く反射し、先端には雫しずく形がたの分ふん銅どうが付いている武器《鉄鎖チエイン》──それが橘の《焔牙ブレイズ》だった。

　通常は鎌などと組み合わせ、相手を拘束したり武器に絡めたりと、サブウェポン的なイメージが強い。だが、実際には今のように大地へ穴を穿ち、頭に当たれば骨ごと砕く威力を持っている。

「物ぶつ騒そうな挨あい拶さつだな、橘」

「ふふっ、避けやすいように放ったのだから、それくらいは勘かん弁べんしてもらえないか。それよりも、時間が時間だけにもうキミたちと手合わせをするのは無理かと諦めかけていたところだったぞ」

「こっちもだ。どうやらラブコールが通じたみたいだけどな」

「ああ、愛しているだとっ!?　ととと突然何を言い出すんだキミは!?　……くっ、言葉で心を乱しに来るとは卑怯な!!」

「は？　心を乱しに？　何のことだ？」

「…………。あ……」

「なあ、どういうことだ、橘たちばな？」

「うう、うるさい！　いざ尋じん常じように勝負!!　橘流十八芸、橘巴ともえ……参る!!」

　ヒュン、と音を立てて雫銅を回したかと思うと、直後に橘の手首がぼやけ──

　雫銅が空を切り裂いて飛んで来る。

「──ッ!!」「トール！」

　ユリエの叫びとほぼ同時に躱かわすも、雫銅は髪を掠かすめ、そのまま背後の木をなぎ倒した。

「かなりの威力だが──大丈夫、掠っただけだ」

「ふふっ、よく躱したものだ。何人かはこれだけで終わったのだがな」

「せっかく会えたんだ、一瞬で終わるわけにいかないだろ」

　と軽口を叩たたくも、内心では冷や汗ものだ。

（急所を避けないとマジで一発で終わるな。間合いは六、七メートルってとこか……？）

《黎明の星紋ルキフル》のおかげで一息の距離とはいえ、手首の僅わずかな返しのみの起こりが見極めづらい。

　その上、間合いも広いので、懐ふところへ入り込むだけでも一苦労なのは明白だ。

（これは苦労しそうだな……。それに──）

「みやびはどうしたんだ？　パートナー無しでやり合うつもりか？」

「ふふっ、予想はついているんじゃないのか？」

（やっぱり策、か……）

　伏兵としてどこかに潜んでいるんだろう。

　変則的な武器である《鉄鎖チエイン》を前線に出すということは、おそらくみやびの《焔牙ブレイズ》は正面から闘うタイプではないのだろう。

（……そもそもみやびが正面きって闘えると思えないしな）

「さて、それでは本格的に始めようじゃないか」

「ああ、行くぜ！　ユリエ！」

「ヤー!!」

　三人同時に動く。

　飛来した雫銅をユリエと俺は左右へ分かれて避け、すぐさま橘へ向かって飛び込む。

　ここで重要なのはあえて挟み込まないこと。橘の視界に俺たち二人の姿を映しつつ、同時に攻め込むことで判断力を鈍らせる。片方が死角からなんて攻撃は、想定してさえいれば見える側への対処の決断が早くなるからだ。

「ふっ、キミたちの動きは想定済みだよ!!」

　ジャリッ──鎖の擦れる音。同時に橘の視線がユリエへ。

　ただし、雫銅は俺へ。

《楯シールド》で雫銅を受けた俺の足が止まると同時、橘はユリエの懐へ飛び込む。

　意表を突かれたユリエは腕を取られ、そのまま投げ飛ばされて宙を舞う。

　ユリエは身を捻って難なく着地するも、橘たちばなには再び距離を取られてしまった。

「さすがだな、橘」

「橘流十八芸は様々な武芸に通じている。剣術柔術弓術他いろいろとあり──中に鉄鎖術も含まれているというわけだ。とりわけ私は鉄こ鎖れと柔やわらが得意でな」

「……厄やつ介かいですね」

　遠距離では《鉄鎖チエイン》、至し近きん距きよ離りでは柔術──ユリエの言う通り厄介この上無い。

「さあ続けて行くぞ、九ここの重え、ユリエ!!」

　襲いくる雫銅に、次々と穿うがたれる地面。その攻撃は、放たれたときも引くときも速く、故に懐ふところへ飛び込むタイミングが掴つかめない。

　しかし、防戦一方ではジリ貧だ。相手にはまだ策──みやびが控えている以上、ここで橘にペースを握られるわけにはいかない。

「ユリエ！　《片刃剣セイバー》、投げスロー！」

「ヤー！」

　短い指示。けれどそれだけで意図が通じる。一瞬横に動こうとしたユリエは、俺の言葉に従い、真後ろについた。

「ブラインドか？」

　チャリッと音を立て、《鉄鎖チエイン》が揺れる。俺とユリエの動きを見た上で対応を取るつもりらしい。

「ユリエ！」

　合図代わりにユリエの名を呼び──前転をする。

「なっ!?」

　先の先を取られ、橘が驚きの声をあげた。

　俺の動きにじゃない。俺の頭上を抜け、自分へ投げつけられた《双剣ダブル》を目にしてだ。

　虚を突かれ、それでも飛んできた剣を躱かわす。

　だが、そこへ宙ちゆう空くうへ舞ったユリエの斬撃が繰り出される。最も信頼できる武器を二本持つユリエならではのものであり、月曜日の放課後に行った四戦目で俺が敗北を喫きつした攻撃だ。

　しかし橘もさすがと言える。

　ヂギィンッ！　束ねた鎖で振り下ろされた刃をなんとか受け止めた。

　だが、そこまでが一人の限界だった。

　俺が起き上がるとそこは既に間合いの中。

　裂れつ帛ぱくの気合いとともに中段突きが橘の腹部へ突き刺さる。

　しかし浅い……！　当たる瞬間、僅わずかに身を捻られたために打点をずらされた。

　それでも数メートル吹き飛ばしたのだが、橘は立ち上がると同時に──

「くっ……！　一旦引くぞ、みやび！」

　叫び、校舎の中へと飛び込んだ。

　伏兵を有効に使える状況ではないと判断したか、それともこれこそが策なのか──

「ユリエ、追うぞ！」

　一瞬悩むも、ここが勝機と踏んだ俺たちは橘たちばなを追いかけ、校舎の中へと飛び込む。

　薄暗くなりつつある廊下の端で、膝を突いた橘の姿が目に入る。

　浅かったとはいえ、それでもある程度のダメージは与えていたようだ。

「終わりにします」

　ユリエが《双剣ダブル》を構え、間合いを詰める。

　その姿を見て橘は顔を上げ──笑みを見せた。

「みやび!!」

　その呼び掛けに応えるかのような轟ごう音おんが背後から響く。

　教室の壁が砕け、もうもうと立ちこめる粉塵の中から廊下へ飛び出す影──みやび!!

「悪いな。一発くらい貰もらわないと、罠だと判断して追って来てはくれなかっただろう。さあ、これで決めるぞ！　橘流──大蛇ノ型!!」

　これまでの手首投げスナツプスローではなく、全力の投擲フルスローによって壁に、天井に、床に当たり、跳ね返るように迫る雫銅。さらには手元の僅わずかな動きで跳ね返る角度が変わるため、軌道を予測することはまず不可能の攻撃。

　廊下という狭空間に入った理由は、これを使うためでもあったというわけか。

　そして──背後からまっすぐ突撃してくるみやび。

「透とお流るくん、ユリエちゃん、覚悟────っ!!」

　その手には巨大な槍やり──《騎兵槍ランス》が握られていた。その名の通り本来なら馬上の騎士が使う槍を、超化された腕力で抱え、突撃してくる。当たらなければ隙だらけとなる巨大武器も、この狭い空間じゃ極めて避けづらい。

（そういう意味だったのか……!!）

　みやびと交わした話を今さらながらに思い出す。みやびは自身の《焔牙ブレイズ》を使うには、体力が必要だと口にしていたことを。《騎兵槍ランス》を生身で扱うためだとわかれば、確かに納得のいく話だ。

　伏兵ならば、橘以上にトリッキーな《焔牙ブレイズ》だろうという予想は、とんだ早とちりだったわけだ。巨大武器たる《騎兵槍ランス》を伏兵として使ってくるとは完全に想定外だったが、虚を突くという点においては十分な策だと言えよう。

（どうする……!?）

　戦況はまさに前門の虎、後門の狼。

　一瞬の判断が全てを決するのは確実だと思った瞬間──

「トール！　お願いします！」

　ユリエが叫ぶやいなや、襲い来る《鉄鎖チエイン》へ向かって突っ込んでいく。

　背後には一目とくれず、俺へ全幅の信頼と──チリン、という鈴の音を置いて。

　だからその背中に誓い、叫ぶ。

「ユリエ！　お前の背中は──俺が護まもる!!」

　振り返り、突撃してくるみやびへと《楯シールド》を構え、腰を深く沈める。

「い、行くよ、透とお流るくんっ!!」

　吹き飛ばされるか、それとも受け止めきるか──!!

　ギャリィィッ!!　《騎兵槍ランス》と《楯シールド》がぶつかり合う。

「ま、負けないよ！　わたしは……頑張った成果を見せるの！　透流くんに！　だから、だから絶対に負けないんだからぁっっっ!!」

　力と力の真っ向勝負。凄すさまじい衝撃、その威力が重さとなり、俺を吹き飛ばそうとする。

（くっ、重い……!!）

　走り込んだ成果は、確実にみやびの血肉となっていた。

　衝撃がその証として伝わって来て、踏ん張りつつも押し込まれ、後退する。

　ミシミシと《楯シールド》が軋きしみ、圧力に足が床から僅わずかに浮くも──

（だが……負けられるか!!）

「せやぁああああああっっ!!」

　ズンッ!!　浮いた足を床に叩たたきつけ、踏み砕く。

　瞬間、床から壁までヒビが入ると同時に俺の後退が止まる。

「ううっ……！」

　どれほど力を込めようと、山のように動かない俺にみやびは顔を歪ませるも──

「はぁ……。もう力が入らないや……」

　やがて圧力が消えると同時に、みやびは苦笑をしつつ、尻もちをついた。

「頑張った成果、見せてもらった。強かったぜ、みやび」

「あ……。ほ、褒めてくれてありがとう、透流くん……。あ、あのね。わたし、これからもいっぱいいっぱい走るね。それで、もっともっと強くなるから、だから……」

「ああ。頑張れよ。次に手合わせをするときを楽しみにしてるからな」

「う、うんっ……！」



　　　　◇



　透流たちの決着がつく数瞬前──橘たちばな巴ともえは、己へと向かってくる銀色の少女に戦慄する。

　文字通り縦横無尽に襲い掛かる《鉄鎖チエイン》を避け、間合いを詰めてくる姿に。

　そう、ユリエは《双剣ダブル》で受け流すことなく、すべてを避けているのだ。

　巴の背筋に冷たい汗が流れる。

　常識を超えたその動きに、入学試験で噂うわさとなった黒翼の天使という異名を、巴は真の意味で知った。

（《無手模擬戦フイストプラクテイス》ではまだ本気を出していないと思っていたが、まさかこれ程とは!!）

　間合いが詰まる。もはや《双剣ダブル》の黒い刃が自身の身に迫るのは時間の問題だった。

（ユリエ、キミは強い。今の私よりも……。だが──）

「負けるわけにはいかない！　橘たちばなの名にかけて!!」

　決意を固め、巴ともえが最後の勝負に出た。

　腹を狙い《鉄鎖チエイン》を放つ。

　最も動きが少なく避け辛い部位を狙うも、剣によって受け流される。

　だが、それこそが巴の狙いだった。

　弾はじかれた雫銅を手先で操作し、背後からその小さな体を狙った次の瞬間──

　ギキィンッ……!!　金属がぶつかり合う音が響き、巴の瞳が驚きに見開かれた。

　ユリエが左の剣で雫銅を弾き、右の剣を巴へと突きつけていたがために。

「チェックメイトです」

「最後の一撃……読んでいたのか」

「決して諦めないという気迫を感じました。ならば必ず策があると思いましたので」

「ふふっ、見事だ、最後まで冷静に詰めてくるとは……。今日のところは私の完敗だ」

　次の瞬間、刃が一閃し──巴はゆっくりとくずおれた。



　　　　◇



「お疲れ、ユリエ」

「ヤー。トールこそお疲れさまでした」

　小さく笑みを浮かべるユリエへ透とお流るは笑みを返しつつも、胸中では先ほどユリエが見せた判断力に舌を巻いていた。

（あの一瞬で、それぞれに合った相手を見極めるとはな）

　ユリエならどちらに対しても問題無かっただろうが、接近戦を主体とする自分のスタイルと中遠距離を主体とする橘の《鉄鎖チエイン》の相性が悪いのは明白だ。

　だが、それと同時に背中を任せてくれたことに対しての嬉うれしさもあった。

「さて、と。それじゃあ俺たちは行くから、後は任せていいな？」

「う、うん」

　ユリエの一撃で橘は意識を失い、今はみやびが介抱している。怪け我がは無いようだが、それ故に《焔牙ブレイズ》に──人を傷つけないという特性に改めて驚きを禁じ得ない。

（時間からすると、あと一戦が限界かな。できれば、トラとやりたいところだが……）

　その顔を思い浮かべたその時──思考が中断される。

「ぐっ……があぁあああああああああああああああっっっ!!」

　上階より響いてきた、トラの絶叫によって。



    

  
    
      


■第七章『ユリエに──アイを!!』





「トール。今の声は……!!」

「みやび、ここにいてくれ！　橘たちばなを頼む！」

「う、うん！　と、透とお流るくんたちは……!?」

「俺たちは──」

「行きましょう、トール」

　ユリエに視線を向けると、意図を察して頷うなずきが返ってくる。

「ああ、行こうユリエ！」

「き、気をつけてね、透流くん、ユリエちゃん！」

　心配するみやびの声を背中に、俺たちは声の聞こえてきた方向──上階へと駆け上がる。

（何だこの胸騒ぎは……！）

　あの日と同じだ。

　道場が炎に包まれたあの日と同じく、言葉に出来ない嫌な予感が胸の奥で渦巻く。

（いったい何が……。これはただの模擬戦じゃなかったのか？）

　確かに《焔牙ブレイズ》で攻撃を受けた場合、瞬間的に痛みは発生する。

　けれどそれはあくまで瞬間的、しかも小さなものであり、絶叫するほどの強い痛みを伴うことは無いはずだ。



　最上階の廊下へ到着すると、中央に佇たたずむ影──特徴的なウサギ耳のシルエット。

　その影の視線の先、壁際に倒れ込んだ友人の名を叫ぶ。

「トラ────っ!!」

「九ここの重えくん……！」

　俺の叫びにトラの前に佇む月つき見み先生が、驚きに満ちた顔を向けてくる。

「月見先生！　いったい何があったんですか!?」

「わ、わからないってば、アタシも今来たばかりだもんっ！」

「トール。トラたちが酷ひどい傷です」

　ユリエに呼ばれてトラへ近寄ると、足元には血溜まりが広がっていた。

　見たところ鋭利な刃物で切り裂かれたようで、数ヶ所に大きな傷を負っている。

　近くには相方のタツもトラ同様に大怪け我がを負い、意識を失っていた。

「こちらも同じ傷です」

「みたいだな。ともかく、早く救護室に運ばないと……！」

「だいじょーぶっ。ここに来てすぐに救護班へ連絡したからー」

「そうですか。ありがとうございます、月見先生」

「ううん、それがアタシの仕事だし。……それより、この傷って──」

　トラたちに応急処置を施し始めると、月つき見み先生の表情が曇る。

「どうかしたんですか？」

「うん。多分だけど……これ、《焔牙》によるものじゃないかなーって……」

「《焔牙ブレイズ》だって……？」

　確かに《超えし者イクシード》であるトラたちをここまで傷つけるには、同じ──いや、それ以上の力を持っていなければ難しいだろう。

　そう考察すれば、相手が《超えし者イクシード》である可能性は高いのだが──

　一つだけ解せない事がある。

「《焔牙ブレイズ》は、人を傷つけない武器ではなかったのですか？」

　そう、その通りだ。俺の疑問を正にユリエが口にする。

「そ、それは──」

　言い淀よどむ月見先生は、俺たちに伝えるかどうかを迷っている──そんな反応だ。

「先生、教えて下さい。《焔牙ブレイズ》によるものじゃないかって、いま言ったじゃないですか」

「それは……」

「月見先生！」

「わ、わかったってば、話すけど──これ、《黎明の星紋ルキフル》の超重要機密事項だから内緒にしといてね？　……実は《焔牙ブレイズ》が人を傷つけることの無い武器なんて真っ赤な嘘なの」

「嘘うそだって……!?」

「嘘とはどういうことですか？」

「知っての通り、《焔牙ブレイズ》は人の《魂》を具現化した武器。だから、人の《魂》に干渉して精神にダメージを与える──ここまではわかるよね。……だけど疑問に思ったことは無いかな？　《焔牙》で壁や地面を傷つけることはできるのに、人だけは傷つけられないのかってことに」

「確かに……」

　橘たちばなの《鉄鎖チエイン》は木をなぎ倒していたし、みやびの《騎兵槍ランス》は壁を砕いていた。

「では、どうしてこれまで人だけを傷つけることが無かったのでしょうか？」

「……それはキミたちが、《焔牙ブレイズ》は人を傷つけることが出来ない武器だと認にん識しきしているからだよ」

「それは最初に理事長が……。──っ！」

「……あの言葉で私たちは制御暗示セーフテイーロツクを掛けられていた、ということなのですね」

「うん、その通り。暗示ロツクを解除するには事実を認識すること。でもそれだけじゃ《焔牙ブレイズ》で人を傷つけることは出来ない。もう一つ、必要なものがあるの。それは──」

　これまで見たこともない厳しい表情を浮かべ、月見先生は《焔牙ブレイズ》に秘められた真実を口にする。

「殺意を込めること」

「──っ!!」

「敵意、害意……人を傷つけるという強い意志で凶器へと変わる。心の持ち方一つで、人の命を簡単に奪うことが出来る武器──それが《焔牙ブレイズ》ってわけ。……あ、さっきも言ったけど、これって機密だからここだけの特別レクチャーってことで、よろしくね」

「わかりました」

（《焔牙ブレイズ》にそんな秘密が隠されていたなんて……いや、今はそれより──）

　先生からトラへ視線を移し、様子を見る。

　応急処置をしたとはいえ、多量の出血があったことから考えても、このままだとまずいだろう。

「救護班、遅いな……」

　月つき見み先生が連絡したといった時間からして、そろそろ駆けつけてもおかしくないはずだが……。

「救護班は来ねーよ」

「えっ？」

　振り返れば、笑みを浮かべた月見先生が俺を見下ろし──

　いつの間にかその手には、凶悪なシルエットの《牙剣テブテジユ》が握られていた。

「だーかーら、救護班は来ねーって言ったんだよ……！」

「どういう意味、ですか……？」

　口調の違いに、その雰囲気の変化に驚きを覚えつつもなんとか問い掛ける。

「特別レクチャーは終わりだって言っただろ」

　月見先生の口端が吊り上がる。

　それは愉ゆ悦えつの笑み──けれど悪意に満ちた笑みだった。

　直後、振り下ろされる白はく刃じん。

　描かれる軌き跡せきはやけに遅く感じ──

「透とお流るっ!!」

　ギキィンッ!!　金属のぶつかり合う音で、時の流れが戻る。

「トラ……!!」

　意識を取り戻したトラが《印短刀カタール》を投げつけ、俺目掛けて振り下ろされた《牙剣テブテジユ》を弾はじいたのだ。

「ふ、ん……。早く逃げろ、バカモノ……。こ、いつ……化け物、だ……」

「化け物だって……？」

　普段、自信に満ちあふれたトラがそんなことを口にするなんて、月見先生は相当の使い手ということなのだろう。

「ったく、死に損ないのくせに邪魔してくれやがって……。遊ばねーでとっとと殺やっとけばよかったぜ」

「殺すって……月見先生！　何な故ぜだ!?　どうしてこんなことを!!」

「んー、その質問に答える前に……サービスでもう一つ特別レクチャーをしてあげる」

　瞬間、いつもの口調に戻って《牙剣テブテジユ》を振り上げ──《印短刀カタール》を真っ二つに叩き斬る。

「ぐっ、あぁああああああああああああっっっ!!」

　直後、トラが絶叫をあげ、声が途切れると同時に力無く床へと倒れ込んだ。

　その姿が妹の姿を──音おと羽はの姿をフラッシュバックさせる。

「キサマ、何をしやがった────っ!!」

　弓を放つかのように拳を引き絞り、怒りに任せての一撃を放つ。

　──が、それは空を切り、背後の壁を破壊する。

「くはっ。その《位階レベル》でとんでもねー威力だな。……まあ、当たらなくちゃ意味がねーけどよ」

　くっくっと嘲りの笑いを浮かべる月つき見み先生に、背筋が寒くなる。

　化け物──トラがそう口にした理由が一瞬で理解できたために。

　目の前に立っていたはずの月見先生は、俺の攻撃を躱かわした僅わずか一瞬の間に十メートル以上の間合いを取っていたからだ。

「特別レクチャーその二。《焔牙ブレイズ》を破壊されると、少なくとも丸一日は気絶して目が覚めないからごちゅーい♪　まあ《魂》を破壊されてその程度で済むのなら御の字御の字ってね☆──さて、どうしてこんなことをするのかについてだけどぉ」

　一旦言葉を切り、雰囲気が切り替わる。

「仕事だ仕事。有望そうな新人を始末するだけの簡単なお仕事さ」

「仕事、だと……？　バカげたことを言うな!!　仕事で人を殺すなんて──」

「憶おぼえておきな、ガキ。大人は誰でも仕事となれば人を殺せるんだよ。直接手を下すか、間接的に殺すかの違いがあるだけでな」

「……仕事ということは、あなたの独断ではありませんね」

　ユリエが問うも、月見先生は薄い笑みを浮かべ、首を振る。

「それは守秘義務に反するから答えられねーな。……さぁて、それじゃあそろそろお喋しやべりは終わりにしようぜ。特別サービスでこいつらはテメーらの後に殺してやる。……ただし、もしテメーらのどちらかでも逃げたりしたら──」

「誰が逃げるものか!!」

　歯を軋きしませ、拳を固め、答える。

　あんな光景は──人の死は二度と見たくない。

「もう俺の前では誰も死なせやしない!!　絶対にだ!!」

「……同感です、トール。私の前でも誰も死なせません……！」

　ユリエが頷うなずき、横に並び立つ。

「くはっ、《Ⅰレベル１》如きが吼ほえやがって……」

　くくくと笑いつつ、月見先生──いや、月見の放つ殺気が膨れあがっていく。

「さあ始めるぜ!!　一分一秒でも長く抗ってアタシを愉しませてみろぉっ!!」

　その叫びを合図とし、月見が床を蹴って突進を──

「っ!?」

　その姿が突然掻き消え、俺は目を疑う。

「上です！」

「なっ!?」

　ユリエの声に視線を上げたまさにその瞬間、月つき見みは天井を蹴っていた。

　その予想外の動きに一瞬反応が遅れる。

「トール!!」

　ギャリィンッ！　俺を狙った《牙剣テブテジユ》を、今度はユリエが受け流して守ってくれる。

　そのままバランスを崩すことなく着地し、月見が横薙ぎの第二撃を放つ。

　ガキャァンッ！　金属がぶつかり合う激しい音が響く。

　今度は《楯シールド》で受け止めるも──

「うぁああっ!!」

　そのまま力任せに振り切られ、吹き飛ばされてしまった。

「トール、大丈夫ですか……!?」

「ああ、大丈夫だ……けど、なんて力だ……」

　完全に受け止めたと思った瞬間、そのまま押し込まれた。

　直前に見せた動きも恐ろしく速く、力は俺を、速さはユリエを超えている。

　体力強化訓練の際に見せた実力も、その片鱗に過ぎなかったらしい。

「くははっ、よかったよかった。今ので終わらなくてよぉっ!!」

　愉しげな笑みを浮かべながら、鋭く、重い攻撃が息をつかせぬ速さで襲い掛かってくる。

「くっ……!!」

　ギリギリのところで防ぎ続けるも防戦一方で、このままだと確実にジリ貧だ。

　──一人なら。

「させません。私を忘れてもらっては困ります」

　月見の背後へ回ったユリエが横薙ぎに剣を払う──

　が、月見は振り返らずに《牙剣テブテジユ》で弾はじき返す。

「二人がかりの上、背後からってぇのは褒められたもんじゃねーな、銀髪」

「遥か格上が相手ですので卑怯だとは思いません」

「同感だ！」

　間髪入れず俺も攻め込む。

　余裕の笑みは崩さずとも、連携攻勢にさすがの月見も守勢に回らざるを得ない。

「おっと、惜しい惜しい」

　軽口に実力の差の開きを感じる。

　二対一。相当な手数を繰り出すも、一撃として打ち込むことが出来ない。

　……だが、ユリエの攻撃を受け止めて月見の足が僅わずかに止まった瞬間──

（ここだ!!）

　この一瞬こそが最大の、そして最後の勝機と踏み、拳を強く固める。

「当たれえぇええっ!!」

　今一度、拳を弓のように引き絞り、雷神の一撃ミヨルニール──日に放てる限界の二発目──を放つ。

　肉が、骨が軋きしむ。これが当たらなければ、俺はほぼ無力と化す。

　だが──僅わずかに遠かった。

　無情にも、拳は月つき見みの服を掠めただけだった。

「くははははっ。ハ・ズ・レだなぁっ！　間合いがほんのちょーっとだけ遠かったぜぇ！」

　たった数センチ、けれどそれは勝敗を別つ大きな差となる。

　一瞬見えた勝機に焦あせったため、僅かに間合いを見極め損なってしまったのだ。

「く、そっ……！」

「さぁて、次はあたしのターンだ、《異能イレギユラー》!!」

「させないと言ったはずです……!!」

《牙剣テブテジユ》を振りかぶった月見へ再びユリエが斬撃で割って入るも、バックステップで回かい避ひされる。

　しかし流れはそこで止まらない。

　ユリエ得意の突進連撃に月見は再び守勢に回るも、その顔から余裕の笑みを消すことは出来なかった。

　やがてその流れが途切れた瞬間──

　月見の浮かべる愉ゆ悦えつの笑み、その口角がより上がる。

「くくっ、今度こそこっちのターンと行こうかぁ！」

　たった一本の剣だというのに、ユリエの連撃に勝るとも劣らない──いや、それ以上の速さで繰り出される凶きよう刃じんの嵐。

　一転して守勢に回らされたユリエはなんとか防ぎつつも、少しずつ後退していく。

　ギャリィンッ！　金属のぶつかり合う嫌な音が響き、ユリエがバランスを崩す。

　そこへ真一文字の一撃。辛くもユリエは受け止めるも、月見の膂りよ力りよくを殺しきれず、そのまま吹き飛ばされた。

「ユリエ────ッ!!」

　悲ひ鳴めいを上げる体に構わず、ユリエに飛びつき抱き止める。

　だが、吹き飛ばされた勢いに押され派手な音を立てて教室の扉を突き破ると、そのまま机へ突っ込み派手にとっ散らかす。

「う、く……。──ッ!!　ユリエ、大丈夫か!?」

「ヤー。おかげさまで……。それにしても、ケタ違いの強さですね。特別教員に抜ばつ擢てきされただけはあります」

　どうやら怪け我がは無かったらしく、安あん堵どのため息をつく。

　──が、すぐに気を引き締め直すと、俺は苦渋の決断を取り、それを口にした。

「ユリエ、トラたちを連れて逃げてくれ」

「トール？」

「俺が時間を稼ぐ。だからユリエはトラたちを安全な場所まで移動させた後、三み國くに先生たちに助けを──」

　そこまで言いかけた時、ユリエは人差し指で、俺の唇に触れて首を振る。

「ナイ、お断りします。その体では五分と持ちません」

「……お見通しってことか」

「雷神の一撃ミヨルニールは体にかなり負担がかかると、言っていました。それに先ほど、トールはこう言いましたよね。もう自分の前では誰も死なせない、と。そして私も言いました。私の前でも誰も死なせない、と。だから──」

　入口付近へとその深紅の瞳ルビーアイを向けるユリエ。

「逃げません」

　日が完全に落ち、薄暗くなった教室へ、ウサギ耳のシルエットが入って来る。

「さあ、そろそろ終わりにしようぜ」

「……終わりにするのは勝手だが、俺たちを殺した後はどうするつもりなんだ？　学園側に気付かれるのも時間の問題じゃないのか？」

「心配しなくてもバレるようなヘマなんかしねーよ。もしバレたとしても、学校ってのは問題が起きたら原因究明よりも隠いん蔽ぺい工作へ力を入れるものだからな。……よし、疑問も解けたところでこっちからも質問だ」



    

  
    
      



    

  
    
      

　剣身に舌を這わせ、月つき見みが薄笑いを浮かべる。

「どっちから死にたい？」

　暗い教室へ射し込む僅わずかな光が刃で反射する。

　それはとても不吉な光に見えたが、俺たちは恐れることなくほぼ同時に返す。

「ユリエは俺が──」「トールは私が──」

「「護まもる!!」」

「くはっ、日が浅いとはいえさすがは《絆双刃デユオ》ってか？　それともハリウッドよろしく男女の仲にでもなったか？　……まあどっちでもいいか。どっちも死ぬことに変わりねーんだからなぁ!!」

　月見が剣閃を振るい、俺が受け止める。

　そこへユリエが攻撃を仕掛けるも、既にそこへ月見の姿は無く──壁を、床を、天井を蹴り、《超えし者イクシード》の名に相応ふさわしく、人を超えた動きで俺たちを翻弄する。

　俺とユリエは背を向け合い、四方八方より襲い来る凶きよう刃じんから互いを護り続けるが、少しずつ掠かすり傷が増え、劣勢となっていった。

「どーしたどーした！　護りきれてねーぞ、くははははぁっ!!」

（くそっ、嬲なぶって遊んでやがる……！）

　体力が削られていき、一歩、また一歩と敗北が──死という現実が近付いて来る。

「──ッ!!」

　ユリエが受け損ない、雪色の肌スノーホワイトから鮮血が飛び散り──

　次の瞬間、細い顎を蹴られ、ユリエは教室の角へと吹き飛ばされた。

「ユリエ────っ!!」

　叫ぶと同時に、手近な机を掴つかんで振り回す。

　これはさすがに月見でも避けきれず、ユリエとは反対の方向へと吹き飛ぶ。

「大丈夫か、ユリエ!?」

「──ッ!!　大丈夫、です……」

　駆け寄ると、痛みに歪む顔を見せるユリエ。

　太ももに走る斬り傷から、とめどなく血が流れ出していた。

　それは速さを身上とするユリエにとって、最大の武器を殺されたも同然と言える。

　しかし、状況がより絶望的になったことで、逆に俺を開き直らせることになった。

　拳を固める。俺の持てる最強の一撃のために。

　限界を超えた三発目は放つことが出来るかどうかすら怪しい。

　けれど放たなければ、死ぬ。

　俺だけじゃなく、友が、腕の中の少女までもが。

（絶対に……護ってみせる!!）

　必ず放ち、確実に決めなければならない。

　当たらなければ意味は無い──月見はそう言った。

（ならば、当てる方法を考えるまでだ！）

「トー……ル……」

　絶望的な状況に、弱々しげなユリエの呼び声。

「悪いな。俺と《絆双刃デユオ》にならなけりゃこんな目に遭わなかったかもな……」

「ナイ、そんなことありません……。トールが差し出してくれた手、すごく嬉うれしかったです。短い間ですが、アップルティーを飲んだ時も、手合わせをした時も、テレビを見た時も、私はとても楽しかったですから……だから、そんなことを言わないで下さい」

「ユリエ……」

　銀色の少女の言葉に、たった一ヶ月足らずの、けれど決して忘れることの出来ない思い出が走そう馬ま燈とうのように浮かんでは消え──

「──ッ!!」

　その中に可能性を──雷神の一撃ミヨルニールを当てる術を見出し、俺は雷に打たれたかのような衝撃に震える。

（そうか、《絆双刃デユオ》……。これだ……！）

　可能性があるとは言え、それは奇跡とも言えるレベルのものかもしれない。

　だが、今は信じるしか生き残る道は無い。

　そう、これは信じることによってのみ切り拓かれる道だ。

　ただしそこへ辿たどり着く前に、やらなくてはならないことがある。

（そのためには……！）

「ったくよぉ……。服が汚れちまったじゃねーか、くそっ」

　俺の視線の先には、悪態をつきつつ立ち上がる影。

　──わかってはいたが、やはりダメージは無いようだ。

　月つき見みの姿を見て、ユリエも怪け我がをおして立ち上がろうとするが──

「ユリエ、ここで大人しく休んでいてくれ。ここからは俺一人で闘う」

「トール……？」

「絶対に護まもるからな、ユリエ」

「くっ、くぁっはははっ！　バカかテメーは。二対一ですら押されてたのに、こともあろうに一人だと？　護るだと？　本気で言ってんのかよ？」

「ああ、本気だ。俺が一人でお前を倒し、ユリエを護る!!」

「トール、一人では無理です……！　私も……!!」

「……ユリエ。その気持ちは嬉しいが、今は俺の言うとおりにしてくれ」

「で、ですが……」

　俺の言葉に困惑を見せるユリエへ背を向け、月見を見据える。

「さあ来い！　お前の凶きよう刃じん、俺が止めてやる!!」

「くはっ、吼ほえれば吼えるほど後こう悔かいするぜ、《異能イレギユラー》。そこまで言うならまずテメーを半殺しにしてやらぁ。そして──」

　剣先がまず俺を、次いでユリエを指す。

「動けなくなったテメーの目の前で銀髪を殺してやる！　最後に自分の言葉を、無力さを嘆きながら死んでいきなぁっ!!」

　吼ほえると同時、月つき見みが襲い掛かってくる。

　しかし、鋭い剣閃が幾いく度どとなく振るわれるも、そのすべてを《楯シールド》によって防ぐ。

（やらせるか……！　絶対に誰も、音おと羽はのようにさせるものかっ!!）

　疲労と負荷で体が鉛のように重くはあったが、ユリエを護まもるという思いが、誓いが俺を極限まで集中させ、体を動かせる。

　だがそれだけじゃない。

　立ち位置──教室の角という場所のおかげで、これまで見極めきれなかった剣の軌道が正面方向に限定されて読みやすくなる。

　その上、月見が俺を半殺しにしようと力を抑えているために、一撃一撃の踏み込みが浅くなり、軽くなっていた。

「ねばってんじゃねーよぉっ!!」

　ガキィンッ!!　《牙剣テブテジユ》が《楯シールド》に激しく叩たたきつけられ、月見と顔を突き合わせる。

「どうした、後悔させてくれるんじゃなかったのか？　せめてこの《楯たて》に傷の一つでもつけてみせろよ」

「ムカつかせてくれやがるなぁ、おい。……気が変わった。やっぱテメーから先に殺してやるぜ、《異能イレギユラー》!!　その自慢の《楯たて》ごと斬り裂いてやらぁああっっ!!」

　苛いらついた態度を顕わにし、月見は距離を空けると大上段に構えた。

　膨れあがる圧力に空気が震え、ちりちりと殺気が肌を刺す。

　全力の一撃が来る。

　言葉通り、《楯シールド》ごと斬り裂き、俺の命を奪うために。だが──

「この時を待っていた、呼吸が読めるこの時を」

　その姿から視線を逸そらさず、小声でユリエへと囁ささやく。

「だけどこの先は俺一人じゃ無理だ。……でも、二人なら出来ると信じている」

「トール……？」

　俺の言葉に、ユリエが怪け訝げんそうな顔をする。

「俺たちは絆で結ばれた双刃だから、絶対に……!!」

「何かごちゃごちゃ言ってやがんな？　それが今生の別れの挨あい拶さつってやつなんだから、最後だし大声で愛の告白でもしたらどうよ、アイシテル、とかなぁ！　くはははは!!」

　醜悪な笑いをあげる月見へ、俺は初めて感謝をする。

「じゃあお言葉に甘えさせてもらうか」

「あぁ？」

　大きく息を吸い込み──叫ぶ。

「ユリエに──アイを!!」

「ト、トール……!?」

「くぁ──っはっははは!!　マジでこいつ告りやがったよ!!」

　月つき見みを無視し、再び叫ぶ。

「俺は──トゥーを!!」

「──ッ！」

　ユリエが息を飲む──それが最後の一瞬、その始まり。

「笑わせてくれた礼だ!!　まとめてぶった斬ってやらぁ!!」

　切っ先を俺へ向けて宣言し──月見が飛び込んでくる。

　俺の間合いより僅わずかに外から振り下ろされる白はく刃じん。

「逝っちまいなぁあああっっ!!」

　これを受け止めたとしても、雷神の一撃ミヨルニールはこれまで同様に空を切る間合い。だが──

（今だ……!!）

　すべてを信じ、弓を放つかのように拳を引き絞る。

「ユリエ────っ!!」

「なっ!?」

　ギキィィィンンッッッ!!　激しい剣けん戟げきが響き渡り──月見の顔が驚きよう愕がくによって歪む。

　この場には似つかわしくない、チリン、という澄んだ鈴の音を前にして。

　ユリエが月見の懐ふところへ踏み込み、振り下ろされた《牙剣テブテジユ》を受け止めていたがために。

「なんで……テメェが……銀髪ぅっっ!!」

　驚愕により僅かな隙が生まれる。

　この一瞬、この刹せつ那なこそが最後の勝機──切り拓いた奇跡とも言える可能性の道。

「終わるのは──お前だ!!」

「くははははっ、残念だったな！　遠いんだよぉっ!!」

「遠くは──無い!!」

　咄とつ嗟さに身を引く月見は、確かに俺の間合いから僅かに遠かった。

　ただしそれは、俺の狙いが月見の体だったならばの話だ。

「貫けぇ────っ!!」

　空を切り裂き、拳が疾る。

　限界を超えて放たれた雷神の一撃ミヨルニールは──《牙剣》を捉え、貫き、打ち砕いた。







「ぐ……つぅ……」

「無理をしないで下さい、トール」

「あ、ああ……。無理をしているつもりじゃないんだけどな……」

「強がりはよくありません。もっと体を大事にして下さい」

「わかったよ。心配してくれてありがとうな、ユリエ」

「ヤー。どういたしまして。……それではお風呂に入って来ます」

「ああ、ゆっくりしてきてくれ」

　頷うなずき、ユリエは脱衣所へ向かって足を引きずりながら歩いて行き──途中で振り返る。

「覗のぞくのは無しですよ、トール」

「ユ、ユリエ……」

「冗談です」

　苦い記憶に渋い顔をする俺にユリエは僅わずかに微笑ほほえみ、脱衣所へ姿を消した。

（まったく……。自分だって辛いはずだってのに……）

　足を引きずる姿に痛々しさを感じつつ、ぼんやりと《新しん刃じん戦せん》のことを思い返す。

　あれから三日──世間はＧＷへと突入し、昊こう陵りよう学がく園えんも例に洩もれず長期の休日となった。けれどせっかくの連休だというのに、俺たちはどこへ出かけるでもなく一日の大半を部屋で過ごしていた。

　……というより、休息を取らざるを得なかったと言える。

　回復力が常人の数倍となった《超えし者イクシード》だというのに、いまだに体中が軋きしんでまともに動けない。

　限界数を超えて放った雷神の一撃ミヨルニールは、それほどまでに体へ負荷を掛けたというわけだ。

　ユリエもまだ歩くのがやっとのようだが、幸いにも傷も後遺症も残らないらしい。

　トラたちは一命を取り留め、ＧＷ中は医療棟から出てこられそうに無い。

（それにしても、あんな厄やつ介かいな相手によく勝てたもんだよな……）

　月つき見みとの闘いを振り返ると、本当にそう思う。



　勝利を手にするには、幾つもの条件を重ねることが必要だった。

　確実に俺を殺しに来る攻撃を出させること。

　一人で闘う、大人しくしていてくれと口にすることでユリエは戦力外だと意識させ、俺が《楯シールド》で受けるとより強く意識させること。

　そして、呼吸とアイ１──二つの言葉を伝え、俺の狙いに気付いてもらうこと。

　大振りの攻撃が来るとさえわかっていれば、その呼吸を読むことは容易い。

　怪け我がを負ったユリエでも懐ふところへ踏み込めば、支点に近い分相手の攻撃の威力が落ち、なんとか受け止められる。

　後は《牙剣テブテジユ》を──《魂》を具現化した《焔牙ブレイズ》を砕くだけだった。

《魂》を砕かれて意識を失った月見は、なかなか戻って来ない俺たちの様子を見に来たみやびと橘たちばなが学園側に連絡し、駆けつけた三み國くに先生たちによってすぐに拘束された。

　その後、月見がどうなったのかはわからない。

（いったい何の狙いがあったんだ……？）

　学園側としては教えるつもりは無いのだろう。

　月つき見みを拘束した際に立ち会った三み國くに先生から、今回の件については他言無用と念を押され、あの件は終わりを告げたのだから。

（腑に落ちない形だけど、一応は一件落着なんだよな……）

　ぬるくなったアップルティーを飲み干し、壁に寄り掛かる。

　軋きしむ体で動くのは億劫なので、今日もテレビを見るだけの一日になりそうだ──と考えていたその時だった。

「トール」

　ひょこっと脱衣所よりユリエが顔を出す。その髪からはまだ雫しずくを滴らせたままに。

　ついでに小さな肩と細い腕が、さらには胸元が少々際どいところまで見え、慌てて視線を逸そらす。

「ど、どうしたんだ？」

「大変申し訳無いのですが、タオルを取って頂けませんか」

「タオル……？」

「ヤー。持ってくるのを忘れてしまいました。衣装ケースの上から二段目に入っていますのでよろしくお願いします」

「あ、ああ。わかった……」

　頷うなずくと、俺はユリエの衣装ケースを開けて中を覗のぞく。

（うう、なんだか変態みたいだ……）

　頼まれたとはいえ女の子の衣装ケースを漁る姿なんて、誰にも見せられない。

（タオルは……これか。言われたとおりにあったけど──）

　確かにタオルは二段目にあった。

　妙に丸くたたまれた布きれの横に。

　見てはいけないと思いつつも、フリルがついてるものが多いとか白系が多いとか、知らなくていいことを知ってしまう。

「お、お待たせ……」

「無理をさせてすみません、トール」

　ギシギシと軋む体で脱衣所前までタオルを持って行くと、ユリエが先ほどと同様に際どいところまで体を出して手を伸ばしてきた。状況が状況だけに仕方ないとはいえ、普段と違って肌色占有率が高すぎて目のやり場に困る……と思ったその瞬間──

「つぅっ……！」

　痛みを発する声。

　手を伸ばした際、無意識の内に怪け我がをした足へ体重を掛けてしまったのだろう。

　そのまま自身の体を支えきれずに前のめりとなり──ユリエは生まれたままの姿で飛び出してきた。

「ぶっ!?　ユ、ユリエ!!」

　咄とつ嗟さに抱き留めるが──俺の足にも力が入らず、そのまま床へと倒れ込んでしまった。

「いたたた……」

　後頭部を打ちつけてしまい目の前がチカチカする。

（うっ……。こ、これって……）

　やがて少しずつ視界が元通りになってくると、俺は自分がとんでもない状況になっていることを把握した。

　俺が今、裸の美少女を抱きかかえているということを。

　銀色の髪シルバーブロンド、深紅の瞳ルビーアイ、雪色の肌スノーホワイト──

　それらが完璧に組み合わさり、まるで精せい巧こうに創られた人形のような少女。

　人に非ず、天使であると言われても信じられる。

「ト、トール……」

　これまでのどんな時よりも顔が近い。

　ユリエの頬ほおが少しだけ赤い。

　その赤さが──恥じらいこそが、この少女が人形でも天使でもなく、温かみを持った人であるという証。

「ユリエ……。えっと……」

　このとき俺は何を言い掛けようとしたのか、よくわからない。

　これより先を発することは出来なかったからだ。

　何な故ぜなら──

「九ここの重え。湿布を持って来たぞ。ユリエ用の包帯もな」

「と、透とお流るくん、ユリエちゃん、こんにちは……」

　厄やつ介かいなことに、二人の見知った女の子が部屋へ入ってきたがために。

「こ、九重……」「と、透流くん……」

　裸の美少女──ユリエを抱き締めている俺を見て、二人の顔が固まる。

「こっここっ九重っ！　キキ、キミはなんという不ふ埒らちなっ、こ、ことっ!!　ユユ、ユリエを裸にしてっ、いったい、何をっ、何をしているんだキミは──っ!?」

「い、いや、これは誤ご解かいで……!!」

「はっ、破は廉れん恥ち極きわまりない!!　みやび！　キミも黙っていないで何か言ってやってくれ!!」

　怒鳴る橘たちばなとは対照的に、みやびはただ一言小さく呟つぶやいた。

「《焔牙ブレイズ》……」

《力ある言葉》に《焔ほのお》が舞い、みやびの手の内へ《騎兵槍ランス》が現れる──

「ちょ、まっ、みやび!?　ユ、ユリエ！　こうなった経緯の説明を──」

「透流くんの……エッチ────────────ッ!!」

　こうして最後に小さな騒ぎを起こし、《新しん刃じん戦せん》の幕はようやく閉じたのだった……。



　　　　◇



「──以上が《新しん刃じん戦せん》の記録です」

　透とお流るによって《牙剣テブテジユ》を砕かれ、月つき見み璃り兎とが倒れ伏したところで男──三み國くには映像を停止する。

「くはっ。わざわざ動画を見せてまで皮肉らなくても、結果報告だけでいいだろーが」

　悪態を吐いたのは、先ほどまで映像の中で透流と闘っていた璃兎本人。

「百聞は一見に如かず、というものです。何より君の報告は大おお雑ざつ把ぱ過ぎですからね」

「へいへい。わるーございましたっと」

　まったく悪びれずにウサギ耳を揺らす璃兎へ、三國はため息混じりに首を振る。

「それにしても、本気で殺しにかかるとは……もしものことがあったら、いったいどうするつもりだったんですか」

「……構いませんわ。私が現場の判断にお任せすると言ったのですから」

　ここで初めて口を開いた主へと、三國と璃兎は視線を向ける。

　その先で座すのは漆黒の衣装ゴシツクドレスを身に纏まとった少女──昊こう陵りよう学がく園えん理事長、九つ十く九も朔さく夜やだった。

「過酷な環境で芽吹く種子シードこそ、美しき花を咲かせると私は考えていますわ」

　かつて《新刃戦》を前に、自分に任せると気分次第では殺してしまうかもしれない、と笑みを浮かべた璃兎。その際、朔夜が口にした言葉を一言一句変わらず口にされ、三國は頭を下げて謝罪をした後、話題を先刻までの映像の件へ戻す。

「しかし驚きましたね。またしても《Ⅲレベル３》を退ける者が現れるとは……」

　三國の驚きも無理はない。

　通常、《位階レベル》は一つ上がると数倍の能力超化がされる。

　故に２ランクも離れれば、二人がかりであったとしても絶望的な戦力差となる。

　だからこそ、様々な要因が絡んだとはいえ《Ⅲレベル３》である璃兎を《Ⅰレベル１》の透流とユリエが倒したことは僥ぎよう倖こうの結果であった。

「……まったく、教えたばかりのことを即実践されるとは思わなかったぜ。あの状況でよく冷静に判断したってもんだ」

「おや、自分を倒した相手を褒めるとは君らしくもない」

「アタシだって褒めるときくらいあるっつーの」

　皮肉めいた笑みを浮かべつつ、足を投げ出すようにしてソファへと座る璃兎。

「随分と上機嫌ではないですか。もしや彼のことをお気に召しましたか？」

「くはっ、バカ言ってんじゃねーよ──と言いたいところだが、否定はしねーよ。……ま、お気に入りって言うならあたしよりもアンタの方だよな、お嬢様」

　その言葉は、入学式の日にわざわざ透流に顔を合わせたことを指していた。

「ふふ、《彼》に縁ある者なのだから気にかけて当然ですわ」

「あいつ、か……」

　朔夜の一言に、三國、月見ともども僅わずかにだが眉をひそめる。

「……さて、これでアタシの仕事は終わったわけだが──これからどーすりゃいい？」

「ご自由に、ですわ。璃り兎と、貴女の望むままに……」

「自由ねぇ……。くはっ、それなら──このままでいいか」

「わかりましたわ」

「……よろしいのですか？　月つき見み君を残すとなると、我々との繋がりに彼らが気付く可能性も──」

「理由などどうとでもなりますわ。彼らには確かめる術などありませんのよ、三み國くに」

　くすくすと朔さく夜やは妖しく笑う。

　その笑みに、決定に、これ以上の意見は許されないことを知っている三國は頷うなずくだけだ。

「ではそのように」



　やがて気配を一つだけ残し、室内は静寂に包まれる。

　闇の中、唯一残った少女は、豪奢な椅子に深く体を沈み込ませていた。

　長い沈ちん黙もくの後、朔夜は僅わずかに口角を上げる。

　すべてが動き出したことを悟り、その中に自身の席があることを感じて。

「宴の始まり、ですわ……」

　その宴の終焉がどのような結末を迎えるのか、それは神ではない朔夜には分からない。

　人の遺伝子を操作するという禁か断みの領域へ立つ彼女であってもだ。

　人である以上、未来などわかりはしないのだから。

　故に黒衣の少女は呟つぶやく。



「願わくば、我が道が《絶対双刃アブソリユート・デユオ》へと至らんことを」



    

  
    
      


■エピローグ





　紅ぐ蓮れんの炎がすべてを灼やき尽くしていく。

　また、あの夢だ。

　灰色の夢。

　赤だけが存在する悪夢。

　音おと羽はの死。

　親友のあの言葉。

『弱いから、死んだだけだよ』

　そして──憤ふん怒ぬで、怨えん嗟さで、絶望で塗り潰された絶叫で、記憶という名の悪夢が終わる。

「トール!?」

　俺のあげた叫び声で起こしてしまったようで、ユリエが心配そうに覗のぞき込んでいた。

「ごめんな……。また、驚かせちまったか……」

「気にしないで下さい。……それよりもトールこそ大丈夫ですか？」

「ああ……。ちょっと……嫌な夢を見てな……」

　服は冷たい汗でべっとりと濡ぬれていて、不快としか言いようが無い。

「……悪い、着替える。ついでにラウンジで何か飲んでくるから、ユリエは気にせず寝なおしてくれ。ホントに起こして悪かった」

　それだけ言って手早くシャツを着替えると、部屋を出て行く。

「トール……」

　ドアを閉じる寸前、ユリエの心配する声が聞こえたが、俺が足を止めることはなかった。

　より心配させてしまうだろうとは思いつつも、この不快な──胸の奥で蠢うごめく暗い感情を、その感情によって歪んだ顔を、ユリエには見せたくなかったがために。



　蒼そう刻こくの夜──

　ラウンジからバルコニーへと出ると、そんな表現が相応ふさわしい世界が俺を待っていた。

　蒼白い月が天空に輝く、穏おだやかで優しい世界。

　けれど胸中は黒い感情がいまだに渦巻いていた。

　あの夏の日──あの瞬間が、まだ脳のう裏りから離れない。

「音羽……」

　俺はすべてを失った。

　大切な妹を、大切な恩人を、家族同然の人たちを──

　以来、俺は親友の言葉を追い、《力》を求め、そしてこの学園へと辿たどり着いた。

（強ければ、何も失わなかったんだろうか……）

　時は戻らない。

　今さら《力》を求めたところで、得たところで何も帰っては来ない。

　意味が無いことはわかっている。

　それでも、求めざるを得ない。

　大切な日常を──すべてを壊した親友へ、この黒き感情を叩たたきつけるために。

　あれから二年近くが過ぎても、俺の中の怒りと憎しみは変わっていない。

　昊こう陵りよう学がく園えんに来て一ヶ月──過ごす日々がどれだけ居心地が良くとも、決して……。

「トール……」

　突然、背後から声を掛けられた。

　振り返るまでもない。

　そんな発音で俺を呼ぶのは唯一人しかいないのだから。

「……寝てなかったのか、ユリエ」

「なかなか戻らないようでしたので……」

「…………。心配させてごめんな。ちょっと涼んでただけだ。……戻って寝ようぜ」

　顔を見せないようにし、ユリエの脇を抜けてラウンジを出ようとするも──

「トール……!!」

　強い声が俺の足を止める。

　振り返るとユリエがまっすぐに俺を見ていた。

　哀しみの光を湛たたえ、深紅の瞳ルビーアイがじっと俺を見つめていた。

「トールがうなされているときの言葉が、聞こえました……」

　その言葉に驚きは無かった。もしかしたらという思いがあったからだ。

「音おと羽は……。どうして……。答えろ……。許さない……。絶対に────殺してやる、と」

「……忘れてくれ」

　無駄とは思いつつも、俺にはそれしか言えなかった。

「それが……トールの目的ですか……？」

「忘れてくれ……!!」

　空気を震わせる俺の叫び。

　けれどユリエはゆっくりと首を振り──

「私も──」

　月光の下へ、その白い肌を晒した。

「ユリ、エ……？」

「私も、トールと同じです」

「俺と……同じ……？」

　その瞬間、一陣の風が吹き抜け銀色の髪シルバーブロンドが舞った。

　背筋が震える。

　露あらわとなったその背中へ刻まれし一条の傷痕に。

　蒼き刻の中、銀色の少女が口にした──告白に。



    

  
    
      「私もトールと同じ──《復讐者アヴエンジヤー》です」









〈了〉



    

  
    
      



    

  
    
      


あとがき



　あ…ありのまま 今 起こった事を話すぜ！

　日常温泉系の企画を提出したと思ったら学園バトルラブコメが完成していた！

　な…何を言っているのかわからねーと思うがこれでよかったと思っている……。



　というわけでハジメマシテの方はハジメマシテ、知ってる方はコンニチワ。

　本作『アブソリュート・デュオ』が初のライトノベル作品となる柊ひいらぎ★ぼしたくみと申します。

　駆け出しの新人ではありますが、中身はおっさんです。

　そんなおっさんは高校時代に作家になりたいという思いを抱えていた時期がありました。

　その思いはＰＣゲームのシナリオライターという形で実現したと思っていたのですが、まさか当時の年齢分の時間を重ねた後、こうしてＭＦ文庫Ｊ様にて本を出させていただけることになるとは思いもしませんでした。

　ともあれ、これまでの経験を活いかしつつ読者の皆さんへ面白い作品をお届け出来るよう全力で走り続けていきますので、生温かい目でニヨニヨと見守っていただければ幸いです。



　さて本作は、自らの魂を《焔牙ブレイズ》と呼ばれる武器に具現化できる能力者たちの中で唯一、防具──《楯たて》の具現者であり、それ故に《異能イレギユラー》と呼ばれる主人公・透とお流ると、彼を取り巻く美少女たちとの学園バトルラブコメです。

　双剣使いの銀髪美少女ユリエをパートナーに、ちょっとエッチな日常を挟みつつ、迫り来る脅威へと立ち向かっていくといった感じのお話なので、ラブとバトルが好物な方に、好物じゃない方には目覚めてもらえるくらいに楽しんでいただけると嬉うれしく思います！



　謝辞をば。

　担当の庄しよう司じさん。初のラノベということで迷走しまくる僕に根気よくアドバイスをして下さりありがとうございました。今後ともぜひぜひよろしくお願いします。

　もう一人の担当、池いけ本もとさん。スケジュール関連をいろいろ調整していただいてありがとうございました。アメばかりではなくムチで叩たたいてもいいですよっ。

　イラスト担当の浅あさ葉ばゆうさん。強くて可愛かわいいヒロインたちを描かいてくださりありがとうございました。互いにラノベデビューということで一緒に頑張っていきましょう！

　他、まとめてで申し訳ありませんが、るろおさん、なりたのぶや、吉よし原はらほのかさん、高たか野のうい姐ねえさん、いろいろとお世話になりました。

　最後にこの本を手に取ってくださったあなたへ、本当に本当にありがとうございます！

　それではまた──のしのし。

柊★たくみ
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